
『
名
古
屋
大
學
中
國
語
學
文
學
論
集
』
第
29
輯

二
〇
一
五
年
十
二
月

京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
所
蔵
『
天
地
瑞
祥
志
』
第
十
四
翻
刻
・
校
注

佐

野

誠

子
・
佐

々

木

聡

は
し
が
き

『
天
地
瑞
祥
志
』
は
、
唐
代
、
薩
守
真
に
よ
る
天
文
を
中
心
と
し
た
専

門
類
書
で
あ
り
、
日
本
に
の
み
残
さ
れ
た
佚
存
書
で
あ
る
。
二
〇
一
一

年
秋
よ
り
、
数
名
の
有
志
に
よ
り
天
地
瑞
祥
志
研
究
会
（
代
表
・
水
口

幹
記
）
を
立
ち
上
げ
、
輪
読
会
を
行
っ
て
き
た
。
こ
の
た
び
、
第
一
の

翻
刻
・
校
注
を
『
藤
女
子
大
学
国
文
学
雑
誌
』
九
三
号
（
二
〇
一
五
年

十
一
月
）
に
、
そ
し
て
、
第
十
四
の
翻
刻
・
校
注
を
本
『
名
古
屋
大
學

中
國
語
學
文
學
論
集
』
に
掲
載
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。『
天
地
瑞
祥
志
』

に
つ
い
て
の
詳
細
な
解
説
は
、『
藤
女
子
大
学
国
文
学
雑
誌
』
掲
載
の
水

口
幹
記
に
よ
る
序
を
参
照
さ
れ
た
い
。

こ
の
第
十
四
の
翻
刻
・
校
注
は
佐
野
誠
子
と
佐
々
木
聡
が
担
当
し
た

が
、
こ
の
成
果
は
決
し
て
二
人
だ
け
の
手
に
な
る
も
の
で
は
な
く
、
研

究
会
の
参
加
者
に
よ
る
意
見
の
集
約
で
あ
る
こ
と
を
付
言
し
て
お
く
。

最
後
に
、
本
書
の
翻
刻
を
許
可
し
て
下
さ
っ
た
京
都
大
学
人
文
科
学

研
究
所
と
同
研
究
所
の
武
田
時
昌
教
授
に
記
し
て
謝
意
を
示
し
た
い
。

凡
例

原
文

一
、
底
本
に
は
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
所
蔵
『
天
地
瑞
祥
志
』
を

用
い
る
。

一
、
底
本
は
文
章
の
改
行
に
無
秩
序
な
箇
所
が
あ
る
が
、
読
者
の
便
を
図

り
、
引
用
書
や
文
脈
に
よ
り
適
宜
段
落
を
設
け
、
各
々
に
01
、
02
、
…
…

と
番
号
を
付
し
て
①
に
記
し
た
。
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一
、
底
本
は
抄
本
で
あ
り
、
行
草
体
や
筆
写
特
有
の
字
体
を
含
む
が
、
適

宜
楷
書
化
し
、
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。

一
、
底
本
の
双
行
注
（
割
り
注
）
は
山
括
弧
〈
〉
に
入
れ
て
示
し
、
欠

字
は
□
で
示
し
て
い
る
。

一
、
底
本
に
書
き
入
れ
が
有
る
際
、
ま
た
は
、
底
本
の
字
作
り
が
前
田

尊
経
閣
文
庫
所
蔵
『
天
地
瑞
祥
志
』（
以
下
「
尊
経
閣
本
」
と
略
す
）
と

異
な
る
際
に
は
、
①
の
本
文
の
右
旁
に
﹇
一
﹈﹇
二
﹈
…
…
と
付
し
、
文

末
に
書
き
入
れ
や
校
異
を
記
し
た
。
但
し
、
僅
か
で
も
字
体
が
異
な
る

文
字
を
す
べ
て
挙
げ
る
こ
と
は
繁
雑
の
難
が
あ
る
た
め
、
抄
本
に
頻
見

す
る
異
体
字
の
類
で
、
一
見
し
て
同
義
の
文
字
で
あ
る
と
判
断
可
能
な

文
字
は
、
こ
れ
を
略
し
て
載
せ
て
い
な
い
。

一
、
尊
経
閣
本
と
の
校
合
は
、
尊
経
閣
に
於
い
て
該
本
を
実
見
し
、
紙

焼
き
本
を
購
入
し
て
い
る
『
天
地
瑞
祥
志
』
研
究
会
代
表
の
水
口
幹
記

が
行
っ
た
。

校
訂

一
、
①
に
示
し
た
原
文
を
適
宜
正
字
に
改
め
、
句
読
点
な
ど
の
記
号
を

付
し
た
も
の
を
②
に
記
し
た
。
略
字
・
異
体
字
に
つ
い
て
は
、「
日
」
と

「
曰
」、「
弖
」
と
「
氐
」、「
文
」
と
「
父
」、「
大
」
と
「
太
」
な
ど
の
鈔

本
に
多
く
見
ら
れ
る
字
形
が
混
同
さ
れ
る
文
字
や
、
そ
の
字
形
が
甚
だ

し
く
相
異
す
る
場
合
以
外
は
、
特
に
断
り
な
く
改
め
て
い
る
。

一
、
①
に
示
し
た
原
文
に
衍
字
が
有
る
と
認
め
た
場
合
は
、
②
に
衍
字

を
丸
括
弧
（
）
に
入
れ
て
示
し
、
脱
字
・
誤
字
が
有
る
と
認
め
た
場
合

は
、
適
宜
文
字
を
挿
入
・
改
正
し
た
。

一
、
右
の
誤
字
・
衍
字
・
脱
字
を
②
に
示
す
際
、
①
に
記
し
た
原
文
の

書
き
入
れ
、
も
し
く
は
尊
経
閣
本
を
根
拠
と
し
た
箇
所
に
は
白
丸
○
を
、

他
の
関
連
資
料
を
根
拠
と
し
た
箇
所
に
は
四
角
□
を
付
し
た
。
書
き
入

れ
と
他
の
関
連
資
料
の
両
者
を
根
拠
と
し
た
箇
所
に
は
、
白
丸
○
し
か

付
し
て
い
な
い
。

一
、
右
に
記
し
た
根
拠
以
外
、
前
後
の
文
脈
な
ど
に
依
拠
し
て
誤
字
・

衍
字
・
脱
字
を
判
断
し
た
箇
所
に
は
黒
丸
●
を
付
し
、
特
記
す
べ
き
事

項
が
有
れ
ば
②
の
文
末
に
注
記
し
た
。

訓
読

一
、
②
の
文
章
を
訓
読
し
、
③
に
記
し
た
。

注
釈

一
、
関
連
資
料
は
③
に
（
一
）（
二
）
…
…
と
付
し
、
④
に
書
名
、
篇
名

を
提
示
し
た
。

一
、『
天
地
瑞
祥
志
』
本
文
中
の
「
守
曰
」
の
「
守
」
が
『
天
地
瑞
祥
志
』

撰
者
の
「
薩
守
真
」
で
あ
る
こ
と
は
逐
一
注
記
し
な
い
。
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※
な
お
、
底
本
の
文
字
の
判
定
や
正
字
の
確
定
な
ど
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
処
理
の
可
能
な
限
り
努
め
た
が
、
最
終
的
な
判
断
は
担
当
者
に
一

任
し
た
。
ま
た
、『
天
地
瑞
祥
志
』
本
文
の
体
裁
が
各
巻
に
よ
っ
て
異
な

る
た
め
、
各
巻
の
注
釈
の
体
裁
も
、
各
担
当
者
に
一
任
し
て
い
る
。

翻
刻
・
校
注

小
篇
目

01
①天

地
瑞
祥
志
第
十
四

音
聲

　

童
謡

　

妖
言

　

草
俗

　

神

　

鬼

　

魂
魄

　

物
精

01
②天

地
瑞
祥
志
第
十
四

音
聲

　

童
謠

　

妖
言

　

□革
俗

　

神

　

鬼

　

魂
魄

　

物
精

01
③

『
天
地
瑞
祥
志
』
第
十
四

音
聲

　

童
謠

　

妖
言

　

革
俗

　

神

　

鬼

　

魂
魄

　

物
精

一
、

音
聲
（
＋
三
、
妖
言
）

【
概
要
】
本
項
目
は
、『
漢
書
』
五
行
志
に
み
え
る
洪
範
『
五
行
伝
』
を

引
用
し
た
の
ち
、
脱
落
を
み
せ
る
。
03
の
文
は
途
中
か
ら
は
じ
ま
っ
て

お
り
、
妖
言
の
内
容
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
二
番
目
の
童
謠
の
記

事
は
す
べ
て
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
と
な
る
。（
佐
野
誠
子
）

01
①音

聲
〈
蔭
金
反
聖
呈
反
〉

洪
範
五
行
傳
曰
聽
之
不
聡
是
謂
不
謀
時
則
有
鼓

01
②音

聲
〈
蔭
金
反
。
聖
呈
反
。〉

『
洪
範
五
行
傳
』
曰
、「
聽
之
不
聰
、
是
謂
不
謀
。
時
則
有
鼓

□妖
。」

01
③音

聲
〈
蔭
金
の
反
。
聖
呈
の
反
。〉

洪
範
『
五
行
傳
』
に
曰
く
、「

（
一
）

聽
の
不
聰
、
是
を
不
謀
と
謂
ふ
。
時
に

則
ち
鼓
妖
有
り
。」
と
。

01
④

(

一)
『
漢
書
』
卷
二
七
中
之
下
、
五
行
志
中
之
下
に
み
え
る
。

　

02
①
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色
而
膽
周
武
之
王
也
帝
王
之
運
王
覇
會
於
成
〻
主
周
兵
金
者
晋
行
本

焼
䥫
以
療
疾
者
言
必
去
其
類
而
来
輿
金
令
德
共
除
蟲
害
也
案
中
興
中
之

際
大
将
軍
本
以
腹
心
受
伊
呂
之
任
有
異
謀
是
以
下
逆
上
腹
心
内
爛
也
及

銭
鳳
況
家
等
逆
兵
四
合
而
為
王
師
所
㭫
踰
月
而
不
能
濟
水
北
中
郎
劉
遐

及
淮
陵
内
史
蘓

卛
淮
泗
之
衆
以
救
朝
庭
故
其
謡
言
首
作
於
淮
泗
也
朝

庭
卒
以
弱
制
强
罪
人
授
首
是
用
白
犬
膽
可
救
之
効
也
□
□
海
西
時
庾
晞

四
五
年
中
憙
為
挽
歌
自
揺
大
鈴
為
唱
使
左
右
和
齊
又
燕
會
轉
令
倡
妓
作

莉
安
人
歌
儛
離
別
之
辞
其
聲
悲
切
時
人
恠
之
後
亦
果
敗
秦
元
中
小
兒
以

兩
䥫
相
打
於
土
中
名
曰
闘
族
後
王
國
寳
王
孝
伯
一
姓
之
中
自
相
攻
擊

02
②…

…
□白
□者
□金

色
、
而
膽

□用
武
之

□主
也
。
帝
王
之
運
、
王
覇
會
於

□戌
、

□戌
主

□用
兵
。
金
者
晉
行
。

□火
燒
鐵
以
療
疾
者
、
言
必
去
其
類
而
來
。

□火

□與
金

□合
德
、
共
除
蟲
害
也
。
案
中
興
（

□中
）
之
際
、
大
將
軍
本
以
腹
心
受

伊
・
呂
之
任
、
有
異
謀
。
是
以
下
逆
上
、
腹
心
内
爛
也
。
及
錢
鳳
・

□沈
□充

等
、
逆
兵
四
合
、
而
爲
王
師
所

□挫
、
踰
月
而
不
能
濟
水
。
北
中
郎
劉
遐

及
淮
陵
内
史
蘇

□峻
、
率
淮
・
泗
之
衆
、
以
救
朝
庭
。
故
其
謠
言
、
首
作
於

淮
・
泗
也
。
朝
庭
卒
以
弱
制
強
、
罪
人
授
首
。
是
用
白
犬
膽
可
救
之
効

也
。
□
□
海
西

□公
時
、
庾
晞
四
五
年
中
、

□喜
爲
挽
歌
。
自
搖
大
鈴
爲
唱
、

使
左
右
和
齊
。
又
燕
會
、

□輒
令
倡
妓
、
作

□新
安
人
歌
儛
。
離
別
之
辭
、
其

聲
悲
切
。
時
人
怪
之
。
後
亦
果
敗
。

□泰
元
中
、
小
兒
以
兩
鐵
相
打
於
土

中
。
名
曰
闘
族
。
後
王
國
寳
、
王
孝
伯
一
姓
之
中
、
自
相
攻
擊
。」

02
③

（
一
）

…
…
白
は
金
色
、
膽
は
武
を
用
ひ
て
之

つ
か
さ

主
ど
る
な
り
。
帝
王
の
運
、

王
の
覇
戌
に
會
し
、
戌
は
兵
を
用
ふ
る
を
主
ど
る
。
金
は
晉
の
行
、
火

鐵
を
燒
き
て
以
て
疾
を
療
す
る
は
、
言
ふ
こ
こ
ろ
は
必
ず
其
の
類
を
去

り
て
來
た
る
。
火
と
金
と
德
を
合
し
、
共
に
蟲
害
を
除
く
な
り
。
案
ず

る
に
中
興
の
際
、
大
將
軍
本
よ
り
腹
心
を
以
て
伊
・
呂
の
任
を
受
け
、

異
謀
有
り
。
是
れ
下
を
以
て
上
に
逆
ひ
、
腹
心
内
に

た
だ爛

る
る
な
り
。
錢

鳳
・
沈
充
等
の
、
逆
兵
四
合
す
る
に
及
び
、
王
師
の
挫
く
所
と
爲
り
、

月
を
踰
え
て
水
を
濟
る
能
は
ず
。
北
中
郎
の
劉
遐
及
び
淮
陵
内
史
の
蘇

峻
、
淮
・
泗
の
衆
を
率
ゐ
、
以
て
朝
庭
を
救
ふ
。
故
に
其
の
謠
言
、

は
じ首

め
淮
・
泗
に
作
る
な
り
。
朝
庭
卒
に
弱
を
以
て
強
を
制
し
、
罪
人
首
を

授
く
。
是
れ
白
犬
の
膽
を
用
ひ
て
救
ふ
べ
き
の
効
な
り
。
□
□
海
西
公

の
時
、
庾
晞
四
五
年
中
、
喜
び
て
挽
歌
を
爲
す
。
自
ら
大
鈴
を
搖
ら
し

て
唱
を
爲
し
、
左
右
を
し
て
和
齊
せ
し
む
。
又
た
燕
會
す
れ
ば
、
輒
ち

倡
妓
を
し
て
、
新
安
人
の
歌
儛
を

な作
さ
し
む
。
離
別
の
辭
、
其
の
聲
悲

切
な
り
。
時
人
之
を
怪
し
む
。
後
に
亦
た
果
し
て
敗
る
。
泰
元
中
、
小

兒
両
鐵
を
以
て
土
中
に
於
て
相
ひ
打
つ
。
名
を
闘
族
と
曰
ふ
。
後
に
王

國
寶
、
王
孝
伯
は
一
姓
の
中
に
、
自
ら
相
ひ
攻
擊
す
。」
と
。

02
④

– 120 –



(

一)

『
晉
書
』
卷
二
八
、
五
行
志
中
「
言
之
不
從
」
に
み
え
る
文
が
途

中
か
ら
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。『
宋
書
』
卷
三
一
、
五
行
志
二
「
言
之

不
從
」
に
も
ほ
ぼ
同
じ
文
が
あ
る
が
、
文
の
竝
び
は
『
晉
書
』
の

方
が
よ
り
近
い
。
ま
た
『
天
地
瑞
祥
志
』
は
他
の
箇
所
を
參
照
し

て
も
、『
宋
書
』
五
行
志
で
は
な
く
『
晉
書
』
五
行
志
を
利
用
し
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

03
①孔

子
灾
異
曰
人
君
無
故
好
為
譌
〈
五
戈
反
又
作
訛
也
妖
言
爲
訛
之
也
〉

不
出
一
年
易
其
位
人
君
無
故
好
為
言
不
出
一
年
必
易
其
位
人
好
為
倡
樂

是
天
罸
有
誅
烝
相
貴
人
好
及
言
者
去
存
訧
亡
臣
代
其
主
市
人
无
故
自
驚

奔
不
出
其
年
兵
大

失
政
也

03
②

『
孔
子
災
異
』
曰
、「
人
君
無
故
、
好
爲
譌
。〈
五
戈
反
。
又
作
訛
也
。

妖
言
爲
訛
。
之
也
。〉
不
出
一
年
、
易
其
位
。
人
君
無
故
、
好
爲
言
。
不

出
一
年
、
必
易
其
位
。
人
好
爲
倡
樂
、
是
天
罰
有
誅
。

●丞
相
貴
人
、
好

及
言
者
、
去
存
訧
亡
、
臣
代
其
主
。
市
人
無
故
、
自
驚
奔
。
不
出
其
年
、

兵
大

●起
、
失
政
也
。」

03
③

『
孔
子
災
異
』
に
曰
く
、「

（
一
）

人
君
故
無
く
し
て
、
好
み
て
譌
を
爲
す
。

〈
五
戈
の
反
。
又
た
訛
に
作
る
な
り
。
妖
言
訛
と
爲
す
。
之
な
り
。〉
一

年
を
出
で
ず
し
て
、
其
の
位
を
易
ふ
。
人
君
故
無
く
し
て
、
好
み
て
言

を
爲
す
。
一
年
を
出
で
ず
し
て
、
必
ず
其
の
位
を
易
ふ
。
人
好
み
て
倡

樂
を
爲
す
。
是
れ
天
罰
し
て
誅
有
り
。
丞
相
貴
人
、
好
み
て
言
に
及
ぶ

は
、
去
存

と
が訧

め
て
亡
び
、
臣
其
の
主
を
代
ふ
。
市
人
故
無
く
し
て
、
自

ら
驚
き

は
し奔

る
。
其
の
年
を
出
で
ず
し
て
、
兵
大
い
に
起
こ
り
、
政
を
失

ふ
な
り
。」
と
。

03
④

(

一)

『
孔
子
災
異
』
は
不
詳
。『
隋
志
』
に
著
錄
な
し
。『
日
本
國
見
在

書
目
錄
』
五
行
家
に
『
孔
子
讖
記
』
と
い
う
書
名
が
み
え
る
。『
續

本
邦
殘
存
典
籍
に
よ
る
輯
佚
資
料
集
成
』（
以
下
『
本
邦
殘
存
』
と

省
略
）
子
部
五
行
類
に
、
こ
の
『
天
地
瑞
祥
志
』
の
文
の
み
が
収

め
ら
れ
る
。

　

四
、

革
俗

【
概
要
】
俗
を

あ
ら
た

革
め
る
。
卷
頭
の
篇
目
で
は
あ
や
ま
っ
て
「
草
俗
」
に

作
る
。
引
用
さ
れ
て
い
る
『
孔
子
百
二
十
占
』
は
、
い
か
な
る
風
俗
が
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流
行
し
た
と
き
に
、
ど
の
よ
う
に
國
が
荒
廢
す
る
か
、
を
説
明
す
る
が
、

意
味
の
わ
か
り
に
く
い
と
こ
ろ
が
多
い
。（
佐
野
誠
子
）

01
①

革
俗

孔
子
百
廿
占
曰
人
王
好
役
疲
苦
民
刀
鳳
皇
之
属
為
不
来
則
山
崩
民
疾

疫
也
人
君
无
故
佃
其
城
下
是
謂
窮
德
必
有
荒
野
四
境
不
通
不
出
五
年
與

兵
相
政
人
君
好
衣
其
剱
頭
是
謂
臣
强
主
弱
之
應
不
出
六
年
君
却
誡
人
君

無
故
小
其
稱
衡
斗
斛
是
謂
五
䅽
不
入
飢
民
流
亡
人
君
無
故
更
為
國
門
是

謂
寮
德
不
出
三
年
三
月
外
君
有
獻
重
寳
来
人
君
無
故
自
脩
社
稷
是
以
隂

来
福
前
雖
吉
以
隂
来
咎
不
出
八
年
失
位
也
人
君
好
素
服
是
謂
自
資
不
出

三
月
國
以
兵
削
地
人
君
無
故
田
獵
是
謂
賊
德
不
出
五
年
必
興
兵
人
君
及

民
無
故
好
爲
𢭃
小
衣
是
謂
舎
草
不
出
三
年
九
月
邊
賊
相
攻
失
地
也
□
人

君
無
故
衣
建
國
服
上
𠮷
之
衣
是
謂
誰
德
君
臣
有
變
政
之
道
人
好
婦
人
衣

是
謂
德
侵
小
兒
道
巷
以
擿
戯
佞
人
妬
嫉
賢
臣
隱
匿
小
兒
道
巷
為
車
馬
戯

不
出
二
年
九
月
行
□
馬
小
兒
道
巷
戯
小
自
雍
是
謂
熒
惑
下
守
不
出
一
年

兵
城
守
民
流
散
為
小
兒
以
土
車
壠
是
熒
惑
下
絶
人
道
四
夷
来
侵
城
絶
道

小
兒
有
陳
軄
有
兵
馬
之
戯
不
出
一
年
必
有
戦
流
血
之
憂
也
一
云
三
年
内

小
兒
道
巷
中
邊
群
里
戯
巷
是
謂
大
隂
言
善
之
悪
則
悪
人
无
故
好
更
其
名

號
者
上
易
正
之
□
好
使
軸
車
者
有
道
不
通
也

01
②

革
俗

『
孔
子
百
廿
占
』
曰
、「
人
王
好
役
、
疲
苦
民
。
刀
鳳
皇
之
屬
爲
不
來
、

則
山
崩
、
民
疾
疫
也
。
人
君
無
故
、
佃
其
城
下
。
是
謂
窮
德
。
必
有
荒

野
、
四
境
不
通
。
不
出
五
年
、
與
兵
相
政
。
人
君
好
衣
其
劍
頭
、
是
謂

臣
強
主
弱
之
應
。
不
出
六
年
、
君
却
誡
。
人
君
無
故
、
小
其
稱
・
衡
・

斗
・
斛
、
是
謂
五

●穀
不
入
。
飢
民
流
亡
。
人
君
無
故
、
更
爲
國
門
、
是
謂

寮
德
。
不
出
三
年
三
月
、
外
君
有
獻
重
寶
來
。
人
君
無
故
、
自
脩
社
稷
。

是
以
陰
來
福
。
前
雖
吉
、
以
陰
來
咎
。
不
出
八
年
、
失
位
也
。
人
君
好

素
服
。
是
謂
自
資
。
不
出
三
月
、
國
以
兵
削
地
。
人
君
無
故
田
獵
、
是

謂
賊
德
。
不
出
五
年
、
必
興
兵
。
人
君
及
民
無
故
、
好
爲
短
小
衣
。
是

謂
舎
●革
。
不
出
三
年
九
月
、
邊
賊
相
攻
失
地
也
。
□
人
君
無
故
、
衣
建
國

服
・
上
吉
之
衣
。
是
謂
誰
德
。
君
臣
有
變
政
之
道
。
人
好
婦
人
衣
。
是

謂
德
侵
。
小
兒
道
巷
以
擿
戲
。
佞
人
妬
嫉
、
賢
臣
隱
匿
。
小
兒
道
巷
爲

車
馬
戲
。
不
出
二
年
九
月
、
行
□
馬
。
小
兒
道
巷
戲
小
自
雍
。
是
謂
熒

惑
下
守
。
不
出
一
年
、
兵
城
守
、
民
流
散
爲
。
小
兒
以
土
車
壠
。
是
熒

惑
下
絶
人
道
、
四
夷
來
侵
城
絶
道
。
小
兒
有
陳
職
有
兵
馬
之
戲
。
不
出

一
年
、
必
有
戰
、
流
血
之
憂
也
。
一
云
三
年
内
。
小
兒
道
巷
、
中
邊
群
里

戲
巷
、
是
謂
大
陰
。
言
善
之
惡
、
則
惡
。
人
無
故
好
更
其
名
號
者
、
上

易
正
之
□
。
好
使
軸
車
者
、
有
道
不
通
也
。」
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01
③

革
俗

『
孔
子
百
廿
占
』
に
曰
く
、「

（
一
）

人
王
役
を
好
み
て
、
民
を
疲
苦
せ
し
む
。

刀
鳳
皇
の
屬
爲
に
來
た
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
山
崩
れ
、
民
疾
疫
す
る
な

り
。
人
君
故
無
く
し
て
、
其
の
城
下
に

か佃
る
。
是
れ
を
窮
德
と
謂
ふ
。

必
ず
荒
野
有
り
、
四
境
通
ぜ
ず
。
五
年
を
出
で
ず
し
て
、
兵
と
相
ひ

う政

つ
。
人
君
の
其
の
劍
頭
を
か
ぶ
せ
衣
る
を
好
む
、
是
れ
臣
強
く
主
弱
き
の
應

と
謂
ふ
。
六
年
を
出
で
ず
し
て
、
君

い
ま
し
め

誡

を
し
り
ぞ

却
く
。
人
君
故
無
く
し

て
、
其
の
稱
・
衡
・
斗
・
斛
を
小
さ
く
す
、
是
れ
を
五
穀
入
ら
ず
と
謂
ふ
。

飢
民
流
亡
す
。
人
君
故
無
く
し
て
、

あ
ら
た

更
め
て
國
門
を
爲
す
、
是
れ
を

寮
德
と
謂
ふ
。
三
年
三
月
を
出
で
ず
し
て
、
外
君
に
重
寶
を
獻
じ
て
來

た
る
有
り
。
人
君
故
無
く
し
て
、
自
ら
社
稷
を

お
さ脩

む
。
是
れ
陰
を
以
て

福
を
來
た
す
。

さ
き前

は
吉
と
雖
も
、
陰
を
以
て
咎
を
來
た
す
。
八
年
を
出

で
ず
し
て
、
位
を
失
ふ
な
り
。
人
君
素
服
を
好
む
。
是
れ
を
自
資
と
謂

ふ
。
三
月
を
出
で
ず
し
て
、
國
兵
を
以
て
地
を
削
る
。
人
君
故
無
く
田

獵
す
、
是
れ
を
賊
德
と
謂
ふ
。
五
年
を
出
で
ず
し
て
、
必
ず
兵
を

お
こ興

す
。

人
君
及
び
民
故
無
く
し
て
、
好
み
て
短
小
衣
を
爲
す
。
是
れ
を
舎
革
と

謂
ふ
。
三
年
九
月
を
出
で
ず
し
て
、
邊
賊
相
ひ
攻
め
地
を
失
ふ
な
り
。

人
君
故
無
く
し
て
、
建
國
服
・
上
吉
の
衣
を

き衣
る
。
是
れ
を

す
い誰
と
く德

と
謂

ふ
。
君
臣
政
の
道
を
變
ず
る
有
り
。
人
婦
人
の
衣
を
好
む
。
是
れ
を

德
侵
と
謂
ふ
。
小
兒
道
巷
に
て
以
て
擿
戲
す
。
佞
人
妬
嫉
し
、
賢
臣
隱

匿
す
。
小
兒
道
巷
に
て
車
馬
戲
を
爲
す
。
二
年
九
月
を
出
で
ず
し
て
、

□
馬
を
行
ふ
。
小
兒
道
巷
に
戲
れ
て
小
さ
く
自
ら

ふ
せ雍

ぐ
。
是
れ
熒
惑
下

に
守
る
を
謂
ふ
。
一
年
を
出
で
ず
し
て
、
兵

き
ず城

き
守
り
、
民
流
散
を
爲

す
。
小
兒
に
土
車
を
以
て

う
ね壠

つ
く
る
。
是
れ
熒
惑
下
り
て
人
道
を
絶
ち
、

四
夷
來
た
り
て
城
を
侵
し
道
を
絶
つ
。
小
兒
職
に
兵
馬
の
戲
有
る
を
陳

ぶ
る
有
り
。
一
年
を
出
で
ず
し
て
、
必
ず
戰
ひ
有
り
、
流
血
の
憂
な
り
。

一
に
云
う
三
年
内
と
。
小
兒
道
巷
、
中
邊
群
里
戲
巷
は
、
是
れ
を
大
陰

と
謂
ふ
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
之
を
善
と
す
れ
ば
惡
は
、
則
ち
惡
な
り
。
人

故
無
く
其
の
名
號
を

あ
ら
た

更
む
る
を
好
む
は
、
上
正
し
き
を
易
ふ
る
の
□
。

好
み
て
軸
車
を
使
ふ
者
、
道
有
れ
ど
も
通
ぜ
ざ
る
な
り
。」
と
。

01
④

(

一)

『
孔
子
百
廿
占
』
は
不
詳
。『
隋
志
』
に
著
錄
な
し
。『
本
邦
殘
存
』

子
部
五
行
類
に
、
こ
の
文
及
び
『
天
地
瑞
祥
志
』
第
十
七
、
十
八
、

十
九
に
引
用
さ
れ
る
文
が
収
め
ら
れ
る
。
後
半
の
「
小
兒
」
云
々

の
く
だ
り
は
、
若
杉
家
文
書n

o.

83
「
雜
怪
事
占
法
」（『「
若
杉
家

文
書
」
中
國
天
文
・
五
行
占
資
料
の
研
究
』
大
東
文
化
大
學
東
洋

文
化
研
究
所
二
〇
〇
七
）
に
類
似
の
文
章
が
み
ら
れ
る
。
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五
、

神

【
概
要
】
神
に
關
す
る
諸
書
の
記
述
を
集
め
る
。
そ
の
神
は
、
主
と
し
て

民
間
で
信
仰
さ
れ
て
い
た
神
で
あ
る
。
一
部
、
他
文
獻
に
記
錄
の
殘
ら

な
い
記
述
が
あ
る
。（
佐
野
誠
子
）

01
①神

〈
視
仁
反
平
〉

易
曰
隂
陽
不
測
之
謂
神
也
礼
記
曰
山
林
川
谷
丘
陵
能
出
雲
為
風
雨
見

恠
物
皆
曰
神
是
也
□
□
河
圖
真
記
曰
真
人
在
山
謂
之
神
野
王
曰
細
而
言

之
則
天
曰
神
地
曰
祇
人
曰
鬼
□
大
而
言
之
則
皆
曰
神
也

01
②神

〈
視
仁
反
。
平
。〉

『
易
』
曰
、「
陰
陽
不
測
、
之
謂
神
也
。」『
禮
記
』
曰
、「
山
林
・
川
谷
・

丘
陵
能
出
雲
、
爲
風
雨
、
見
怪
物
。
皆
曰
神
。」
是
也
。
□
□
『
河
圖
眞

記
』
曰
、「
眞
人
在
山
、
謂
之
神
。」

●顧
野
王
曰
、「
細
而
言
之
、
則
天
曰

神
、
地
曰
祇
、
人
曰
鬼
、
□
大
而
言
之
、
則
皆
曰
神
也
。」

01
③神

〈
（
一
）

視
仁
の
反
。
平
。〉

『
易
』
に
曰
く
、「

（
二
）

陰
陽
測
ら
れ
ず
、
之
を
神
と
謂
ふ
な
り
。」
と
。『
禮

記
』
に
曰
く
、「

（
三
）

山
林
・
川
谷
・
丘
陵
能
く
雲
を
出
だ
し
、
風
雨
を
爲
し
、

怪
物
を

あ
ら
わ

見
す
。
皆
神
と
曰
ふ
。」
と
は
、
是
れ
な
り
。『
河
圖
眞
記
』
に

曰
く
、「

（
四
）

眞
人
山
に
在
り
、
之
を
神
と
謂
ふ
。」
と
。
顧
野
王
曰
く
、「

（
五
）さ
い細

に
し
て
之
を
言
へ
ば
、
天
に
則
る
を
神
と
曰
ひ
、
地
を
祇
と
曰
ひ
、
人
を

鬼
と
曰
ひ
、
□

だ
い大

に
し
て
之
を
言
へ
ば
、
則
ち
皆
神
と
曰
ふ
な
り
。」
と
。

01
④

(

一)

「
視
仁
反
」
の
反
切
注
は
他
に
み
え
な
い
。

(

二)

『
周
易
』
繫
辭
上
に
み
え
る
。

(

三)

『
禮
記
』
祭
法
に
み
え
る
。

(

四)

『
河
圖
眞
記
』
は
『
隋
志
』
に
著
錄
さ
れ
ず
。
他
書
に
も
引
用
さ

れ
て
い
な
い
。
関
連
記
述
も
漢
籍
に
見
つ
か
ら
ず
。『
本
邦
殘
存
』

に
も
な
し
。

(

五)

野
王
は
顧
野
王
の
「
顧
」
が
脱
落
し
た
も
の
と
考
え
た
。
た
だ
し
、

顧
野
王
『
玉
篇
』
に
こ
の
文
は
み
ら
れ
な
い
。『
孝
經
』
感
應
章

疏
に
類
似
し
た
表
現
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、『
日
本
國
見
在
書
目

錄
』
五
行
家
に
は
顧
野
王
『
符
瑞
圖
』
と
い
う
書
物
が
著
錄
さ
れ

る
（『
隋
志
』
に
は
み
え
な
い
）。
こ
の
『
符
瑞
圖
』
か
ら
の
引
用

の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

　

02
①

在
傳
曰
㽵
公
卅
二
年
有
神
降
于
莘
〈
有
神
聲
以
接
人
也
莘
蹄
地
也
〉
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恵
王
問
内
史
過
曰
是
何
故
〈
内
史
過
國
大
夫
也
〉
對
曰
國
之
将
興
明
神

降
之
監
其
德
也
将
亡
神
又
降
之
觀
其
悪
也
故
有
得
神
以
興
亦
有
以
亡
虞

憂
商
周
皆
有
之
王
曰
若
為
之
何
對
曰
以
其
物
享
馬
〈
享
祭
也
若
以
甲
乙

曰
至
祭
光
脾
王
用
蒼
服
尚
青
以
此
頼
祭
之
也
〉
王
從
内
史
過
往
聞
號
命

〈
聞
號
請
於
神
求
賜
云
田
之
命
也
〉
反
曰
號
必
亡
矣
虐
而
聽
於
神
〻
居
莘

六
月
號
公
使
祝
應
宗
區
史
嚚
享
焉
神
賜
之
云
田
〈
祝
大
祝
也
宗
〻
人
也

史
大
夫
也
應
區
嚚
名
之
也
〉
史
嚚
曰
號
其
亡
乎
吾
聞
之
國
将
興
聽
於
民

〈
政
慎
民
心
〉
将
亡
聽
於
神
〈
求
福
於
神
〉
神
聡
明
正
直
而
壹
者
也
依
人

而
行
號
多
涼
德
其
何
土
之
能
得
〈
涼
薄
也
為
僖
二
年
晋
滅
下
陽
傳
之
也
〉

02
②

『
□左

傳
』
曰
、「
莊
公
卅
二
年
、
有
神
降
于
莘
。〈
有
神
聲
、
以
接
人
也
。

莘
、

□虢
地
也
。〉
惠
王
問
内
史
過
曰
、『
是
何
故
。』〈
内
史
過
、
國
大
夫
也
。〉

對
曰
、『
國
之
將
興
、
明
神
降
之
。
監
其
德
也
。
將
亡
、
神
又
降
之
。
觀

其
惡
也
。
故
有
得
神
以
興
。
亦
有
以
亡
。
虞
・

□夏
・
商
・
周
皆
有
之
。』

王
曰
、『
若
（

□爲
）
之
何
。』
對
曰
、『
以
其
物
享

□焉
。』〈
享
、
祭
也
。
若
以

甲
乙
曰
至
祭
、

□先
脾

□玉
、
用

□蒼
服
尚
靑
。
以
此

□類
祭
。
之
也
。〉
王
從
。

内
史
過
往
。
聞

□虢
□請

命
。〈
聞

□虢
請
於
神
、
求
賜

□土
田
之
命
也
。〉
反
曰
、

『
□虢

必
亡
矣
。
虐
而
聽
於
神
。
神
居
莘
六
月
。

□虢
公
使
祝
應
・
宗
區
・
史

嚚
享
焉
。
神
賜
之

□土
田
。』〈
祝
、
大
祝
也
。
宗
、
宗
人
也
。
史
、
大

□史

也
。
應
・
區
・
嚚
名
。
之
也
。〉
史
嚚
曰
、『

□虢
其
亡
乎
。
吾
聞
之
、
國
將

興
、
聽
於
民
。〈
政

□順
民
心
。〉
將
亡
、
聽
於
神
。〈
求
福
於
神
。〉
神
聰

明
正
直
而
壹
者
也
。
依
人
而
行
。

□虢
多
涼
德
。
其
何
土
之
能
得
。』〈
涼
、

薄
也
。
爲
僖
二
年
晉
滅
下
陽
傳
。
之
也
。〉。」

02
③

『
左
伝
』
に
曰
く
、「

（
一
）

莊
公
卅
二
年
、
神
有
り

し
ん莘

に
降
る
。〈
神
聲
有
り

て
、
以
て
人
に
接
す
る
な
り
。
莘
は
、

か
く虢

の
地
な
り
。〉
惠
王
内
史
過
に

問
ひ
て
曰
く
、『
是
れ
何
の
故
か
。』
と
。〈
内
史
過
は
、
國
の
大
夫
な
り
。〉

對
へ
て
曰
く
、『
國
の
將
に
興
ら
ん
と
す
れ
ば
、
明
神
之
に
降
る
。
其

の
德
を
か
ん
が
監
み
る
な
り
。
將
に
亡
び
ん
と
す
れ
ば
、
神
又
た
之
に
降
る
。

其
の
惡
を
觀
る
な
り
。
故
に
神
を
得
て
以
て
興
る
有
り
。
亦
た
以
て
亡

ぶ
有
り
。
虞
・
夏
・
商
・
周
皆
之
有
り
。』
と
。
王
曰
く
、『
之
を

い
か
ん

若
何

せ
ん
。』
と
。
對
へ
て
曰
く
、『
其
の
物
を
以
て

ま
つ享

る
。』
と
。〈
享
は
、
祭

な
り
。
若
し
甲
乙
の
曰
を
以
て
祭
る
に
至
れ
ば
、
先
に
脾
玉
も
て
、
蒼

服
を
用
ひ
て
靑
を
尚
ぶ
。
此
の
類
を
以
て
祭
る
。
之
な
り
。〉
王
從
ふ
。

内
史
過
往
く
。
虢
の
命
を
請
ふ
を
聞
く
。〈
虢
の
神
に
請
ひ
、
土
田
を

賜
ふ
の
命
を
求
む
る
を
聞
く
な
り
。〉
反
り
て
曰
く
、『
虢
は
必
ず
亡
び

ん
。
虐
に
し
て
神
に
聽
く
。』
と
。
神
莘
に
居
る
こ
と
六
月
。
虢
公
祝

應
・
宗
區
・
史

ぎ
ん嚚

を
し
て
享
ら
し
む
。
神
之
に
土
田
を
賜
ふ
。〈
祝
は
、

大
祝
な
り
。
宗
は
、
宗
人
な
り
。
史
は
、
大
史
な
り
。
應
・
區
・
嚚
は

名
な
り
。
之
な
り
。〉
史
嚚
曰
く
、『
虢
其
れ
亡
ぶ
か
。
吾
之
を
聞
く
、
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國
將
に
興
ら
ん
と
す
れ
ば
、
民
に
聽
く
。〈
政
民
心
に

し
た
が

順
ふ
。〉
將
に

亡
び
ん
と
す
れ
ば
、
神
に
聽
く
。〈
福
を
神
に
求
む
。〉
神
聰
明
正
直
に

し
て
壹
な
る
者
な
り
。
人
に
依
り
て
行
く
。
虢
は
涼
德
多
し
。
其
れ
何

の
土
を
か
之
を
能
く
得
ん
。』〈
涼
は
、
薄
な
り
。
僖
二
年
晉
下
陽
を
滅

ぼ
す
が
爲
に
傳
ふ
。
之
な
り
。〉。」
と
。

02
④

(

一)

『
春
秋
左
氏
傳
』
莊
公
三
十
二
年
七
月
の
記
事
に
み
え
る
。
注
も

杜
預
注
に
み
え
る
。

　

03
①太

公
金
遺
曰
武
王
伐
紂
之
時
有
神
乗
五
車
兩
騎
止
王
門
外
武
王
使
師

尚
父
謝
神
曰
今
周
王
聖
人
得
民
心
天
伐
殷
立
周
謹
来
授
命
四
海
之
神
与

河
伯
雨
師
耳
武
王
曰
諸
神
聞
各
名
乎
師
尚
父
曰
南
海
之
神
曰
祝
融
東
海

曰
勾
芒
北
海
曰
玄
冥
西
海
曰
辱
収
河
伯
風
伯
雨
師
各
奉
其
軄
也

03
②

『
太
公
金

□匱
』
曰
、「
武
王
伐
紂
之
時
、
有
神
乘
五
車
兩
騎
、
止
王
門
外
。

武
王
使
師
尚
父
謝
。
神
曰
、『
今
周
王
聖
人
得
民
心
。
天
伐
殷
立
周
。
謹

來
授
命
四
海
之
神
、
與
河
伯
・
雨
師
耳
。』
武
王
曰
、『
諸
神
聞
各
名
乎
。』

師
尚
父
曰
、『
南
海
之
神
曰
祝
融
、
東
海
曰
勾
芒
、
北
海
曰
玄
冥
、
西
海

曰
辱
収
、
河
伯
・
風
伯
・
雨
師
各
奉
其
職
也
。』。」

03
②

『
太
公
金
匱
』
に
曰
く
、「

（
一
）

武
王
紂
を
伐
つ
の
時
、
神
の
五
車
兩
騎
に

乘
る
有
り
、
王
門
の
外
に
止
ま
る
。
武
王
師
尚
父
を
し
て
謝
せ
し
む
。

神
曰
く
、『
今
の
周
王
聖
人
に
し
て
民
心
を
得
。
天
殷
を
伐
ち
て
周
を

立
つ
。
謹
み
來
た
り
て
命
を
四
海
の
神
に
授
く
る
は
、
河
伯
・
雨
師
と

與
に
す
る
の
み
。』
と
。
武
王
曰
く
、『
諸
神
各
の
の
名
を
聞
く
か
。』
と
。

師
尚
父
曰
く
、『
南
海
の
神
を
祝
融
と
曰
ひ
、
東
海
を
勾
芒
と
曰
ひ
、
北

海
を
玄
冥
と
曰
ひ
、
西
海
を
辱
收
と
曰
ひ
、
河
伯
・
風
伯
・
雨
師
各
の

其
の
職
に
奉
ず
る
な
り
。』。」
と
。

03
④

(

一)

『
太
公
金
匱
』
は
『
隋
志
』
子
部
兵
家
類
に
著
錄
さ
れ
る
。
撰
者

未
詳
。
こ
の
文
は
、『
藝
文
類
聚
』
卷
二
・
天
部
下
・
雪
及
び
『
太

平
御
覽
』
卷
八
八
二
・
神
鬼
部
二
・
神
下
所
引
の
文
章
に
み
え
る
。

そ
の
他
『
北
堂
書
抄
』
巻
一
四
四
、
一
五
二
、『
太
平
御
覽
』
卷
一

二
、
八
五
九
、『
太
平
廣
記
』
卷
二
九
一
に
も
『
太
公
金
匱
』
あ
る

い
は
『
金
匱
』
か
ら
と
し
た
類
似
の
文
あ
り
。

　

04
①漢

武
帝
故
事
曰
起
栢
梁
臺
高
廿
丈
悉
以
栢
香
聞
數
十
里
以
處
神
〻
君
〻
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者
長
陵
女
子
也
先
是
女
嫁
為
人
妻
生
一
男
數
歳
死
女
子
悼
病
之
歳
中
夭

死
〻
而
有
霊
其
姒
宛
〻
祠
之
〈
守
曰
姒
昆
弟
之
妻
相
謂
為
似
□
□
今
如

妯
〻
娌
〻
兄
弟
婦
也
宛
若
字
也
〉
民
人
多
往
請
福
頗
有
驗
平
原
君
子
事

之
其
後
子
孫
尊
顕
以
為
神
君
聞
其
言
見
其
形
若
神
君
求
出
乃
營
栢
梁
臺

舎
始
霍
去
病
微
時
數
自
禱
神
〻
君
〻
乃
見
其
形
目
餝
脩
欲
与
去
病
交
接

去
病
不
肯
責
神
君
曰
吾
以
神
君
清
潔
故
斉
戒
祈
福
今
現
欲
為
淫
此
非
神

明
也
因
絶
不
復
往
神
君
亦
慙
乃
去
〻
病
疾
焉
上
令
為
禱
神
〻
君
〻
曰
霍

将
軍
精
氣
少
壽
命
不
長
吾
嘗
欲
以
大
一
之
精
補
之
可
得
延
年
霍
将
軍
不

暁
此
意
遂
見
断
絶
今
疾
必
死
非
可
救
也
去
病
竟
薨
也

04
②

『
漢
武
帝
故
事
』
曰
、「
起
柏
梁
臺
。
高
廿
丈
、
悉
以
柏
香
、
聞
數
十

里
。
以
處
神
君
。
神
君
者
、
長
陵
女
子
也
。
先
是
女
嫁
爲
人
妻
、
生
一

男
、
數
歳
死
。
女
子
悼
病
之
、
歳
中
夭
死
。
死
而
有
靈
、
其
姒
宛

□若
、
宛

□若
祠
之
。〈
守
曰
、「
姒
、
昆
弟
之
妻
。
相
謂
爲

□姒
。
今
如
妯
娌
。
妯
娌
、

兄
弟
婦
也
。
宛
若
字
也
。」〉
民
人
多
往
請
福
、
頗
有
驗
。
平
原
君
（

□子
）

事
之
。
其
後
子
孫
尊
顯
。
以
爲
神
君
。
聞
其
言
、
見
其
形
、
若
神
君
求

出
。
乃
營
柏
梁
臺
舎
。
始
霍
去
病
微
時
、
數
自
禱
神
君
。
神
君
乃
見
、
其

形
目
飾
脩
、
欲
與
去
病
交
接
。
去
病
不
肯
。
責
神
君
曰
、『
吾
以
神
君
淸

潔
、
故
齋
戒
祈
福
。
今
現
欲
爲
淫
、
此
非
神
明
也
。』
因
絶
不
復
往
。
神

君
亦
慙
乃
去
。
去
病
疾
焉
。
上
令
爲
禱
神
君
。
神
君
曰
、『
霍
將
軍
精
氣

少
、
壽
命
不
長
。
吾
嘗
欲
以

□太
一
之
精
補
之
、
可
得
延
年
。
霍
將
軍
不

曉
此
意
。
遂
見
斷
絶
。
今
疾
必
死
、
非
可
救
也
。』
去
病
竟
薨
也
。」

04
③

『
漢
武
帝
故
事
』
に
曰
く
、「

（
一
）

柏
梁
臺
を
起
つ
。
高
さ
廿
丈
、
悉
く
柏

香
を
以
て
し
、
數
十
里
に
聞
ゆ
。
以
て
神
君
を

お處
ら
し
む
。
神
君
は
、
長

陵
の
女
子
な
り
。
是
れ
よ
り
先
女
嫁
し
て
人
の
妻
と
爲
り
、
一
男
を
生

み
、
數
歳
に
し
て
死
す
。
女
子
悼
み
て
之
を
病
み
、
歳
中
夭
死
す
。
死

し
て
靈
有
り
、
其
の
姒
の
宛
若
、
宛
若
之
を
祠
る
。〈
守
曰
く
、「
姒
は
、

昆
弟
の
妻
な
り
。
相
ひ
謂
ひ
て
姒
と
爲
す
。
今
の

ち
く妯
り娌

の
如
し
。
妯
娌

は
、
兄
弟
の

つ
ま婦

な
り
。
宛
若
は
字
な
り
。」
と
。〉
民
人
多
く
往
き
て
福

を
請
ひ
、
頗
る
驗
有
り
。
平
原
君
之
に
事
ふ
。
其
の
後
子
孫
尊
顯
す
。

以
て
神
君
と
爲
す
。
其
の
言
を
聞
き
、
其
の
形
を
見
る
は
、
神
君
の
求

め
出
づ
る
が
若
し
。
乃
ち
柏
梁
臺
舎
を
營
む
。
始
め
霍
去
病
微
な
り
し

時
、

し
ば
し

數
ば
自
ら
神
君
に

い
の禱

る
。
神
君
乃
ち

あ
ら
わ

見
れ
、
其
の
形
目
飾
脩
し
、

去
病
と
交
接
せ
ん
と
欲
す
。
去
病
肯
ん
ぜ
ず
。
神
君
を
責
め
て
曰
く
、

『
吾
れ
神
君
を
以
て
淸
潔
と
し
、
故
に
齋
戒
祈
福
す
。
今
現
れ
て
淫
を
爲

さ
ん
と
欲
す
る
は
、
此
れ
神
明
に
非
ざ
る
な
り
。』
と
。
因
り
て
絶
え
て

復
た
往
か
ず
。
神
君
も
亦
た
慙
ぢ
て
乃
ち
去
る
。
去
病
疾
む
。
上
神
君

に
禱
る
を
爲
さ
し
む
。
神
君
曰
く
、『
霍
將
軍
精
氣
少
な
く
し
て
、
壽

命
長
か
ら
ず
。
吾
嘗
て
太
一
の
精
を
以
て
之
を
補
ひ
、
延
年
を
得
べ
け
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ん
と
欲
す
。
霍
將
軍
此
の
意
を

さ
と曉

ら
ず
。
遂
に
斷
絶
せ
ら
る
。
今
の
疾

必
ず
死
し
て
、
救
ふ
べ
き
に
非
ざ
る
な
り
。』
と
。
去
病
竟
に

こ
う薨

ず
る

な
り
。」
と
。

04
④

(

一)

『
漢
武
故
事
』（
魯
迅
『
古
小
説
鉤
沈
』
第
一
三
條
、『
太
平
御
覽
』

卷
七
三
九
・
疾
病
部
二
・
總
叙
疾
病
下
、
卷
九
五
四
・
木
部
三
・

柏
、
卷
九
八
一
・
香
部
一
・
香
、『
續
談
助
』
卷
三
所
引
）
に
み
え

る
。
ま
た
『
史
記
』
卷
一
二
、
孝
武
本
紀
に
も
こ
の
神
君
の
記
事

が
あ
り
、「
守
曰
」
の
注
も
『
史
記
索
隱
』
と
一
部
重
複
す
る
。『
史

記
』
卷
二
八
、
封
禪
書
に
も
同
内
容
が
あ
る
が
、
注
釋
が
附
さ
れ

て
い
な
い
。

　

05
①幽

明
録
曰
晋
永
和
六
年
穎
川
陳
慶
孫
少
覺
問
信
道
術
家
後
有
神
樹
一

株
多
就
福
起
廟
名
為
天
神
廟
慶
孫
烏
牛
甚
丁
肥
行
疾
如
風
忽
空
有
云
我

是
天
神
樂
卿
牛
當
相
祐
助
不
与
者
至
来
月
廿
日
當
煞
汝
児
慶
孫
曰
人
生

有
命
不
由
汝
輩
至
此
日
児
果
死
〻
後
復
言
不
与
牛
至
夏
五
月
當
煞
汝
婦

至
期
復
婦
死
〻
復
神
来
曰
汝
不
与
牛
至
秋
當
煞
汝
也
慶
孫
大
怒
曰
小
鬼

魅
妄
縦
横
擊
人
欲
往
燒
廟
衆
人
諫
止
得
住
至
秋
慶
孫
不
死
家
亦
平
安
鬼

便
来
謝
曰
君
為
人
心
正
天
地
所
無
也
方
受
大
福
也

05
②

『
幽
明
錄
』
曰
、「
晉
永
和
六
年
、
穎
川
陳
慶
孫
、
少
覺
問
信
道
術
。
家

後
有
神
樹
一
株
。
多
就
福
、
起
廟
名
爲
天
神
廟
。
慶
孫
烏
牛
甚
丁
肥
、
行

疾
如
風
。
忽
空
有
云
、『
我
是
天
神
。
樂
卿
牛
。
當
相
祐
助
。
不
與
者
、

至
來
月
廿
日
、
當
殺
汝
兒
。』
慶
孫
曰
、『
人
生
有
命
。
不
由
汝
輩
。』
至

此
日
、
兒
果
死
。
死
後
復
言
、『
不
與
牛
、
至
夏
五
月
、
當
殺
汝
婦
。』
至

期
復
婦
死
。
死
復
神
來
曰
、『
汝
不
與
牛
、
至
秋
、
當
殺
汝
也
。』
慶
孫

大
怒
曰
、『
小
鬼
魅
妄
縱
橫
擊
人
。』
欲
往
燒
廟
。
衆
人
諫
止
得
住
。
至

秋
、
慶
孫
不
死
。
家
亦
平
安
。
鬼
便
來
謝
曰
、『
君
爲
人
、
心
正
、
天
地

所
無
也
。
方
受
大
福
也
。』。」

05
③

『
幽
明
錄
』
に
曰
く
、「

（
一
）

晉
永
和
六
年
、
穎
川
の
陳
慶
孫
、
少
く
し
て

覺
問
し
道
術
を
信
ず
。
家
の
後
ろ
に
神
樹
の
一
株
有
り
。
多
く
福
に
就

き
、
廟
を
起
て
て
名
づ
け
て
天
神
廟
と
爲
す
。
慶
孫
の
烏
牛
甚
だ
丁
肥

に
し
て
、
行
き
て

は
や疾

き
こ
と
風
の
如
し
。
忽
ち
空
よ
り
云
ふ
有
り
、『
我

は
是
れ
天
神
な
り
。
卿
の
牛
を
こ
の樂
む
。
當
に
相
ひ
祐
助
す
べ
し
。
與
へ

ざ
れ
ば
、
來
月
廿
日
に
至
り
、
當
に
汝
の
兒
を
殺
す
べ
し
。』
と
。
慶
孫

曰
く
、『
人
の
生
に
命
有
り
。
汝
の
輩
に
由
ら
ず
。』
と
。
此
の
日
に
至

り
て
、
兒
果
し
て
死
せ
り
。
死
後
復
た
言
ふ
、『
牛
を
與
へ
ざ
れ
ば
、
夏

五
月
に
至
り
、
當
に
汝
の

つ
ま婦

を
殺
す
べ
し
。』
と
。
期
至
り
て
復
た
婦
死
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せ
り
。
死
し
て
復
た
神
來
た
り
て
曰
く
、『
汝
牛
を
與
へ
ざ
れ
ば
、
秋

に
至
り
、
當
に
汝
を
殺
す
べ
き
な
り
。』
と
。
慶
孫
大
い
に
怒
り
て
曰

く
、『
小
鬼
魅
の
妄
縱
し
て
人
を
橫
擊
す
。』
と
。
往
き
て
廟
を
燒
か
ん

と
欲
す
。
衆
人
諫
め
て
止
め
て

と
ど住

む
る
を
得
た
り
。
秋
に
至
り
、
慶
孫

死
せ
ず
。
家
も
亦
た
平
安
な
り
。
鬼
便
ち
來
た
り
て
謝
し
て
曰
く
、『
君

の
人
爲
る
や
、
心
正
し
く
、
天
地
無
き
所
な
り
。

ま
さ方

に
大
福
を
受
く
る

な
り
。』。」
と
。

05
④

(

一)

『
幽
明
錄
』（『
古
小
説
鉤
沈
』
第
一
六
一
條
、『
太
平
廣
記
』
卷
三

一
八
・
鬼
三
所
引
）
に
み
え
る
。

　

06
①搜

神
記
曰
蒋
子
父
者
廣
陵
人
也
嗜
酒
好
色
死
為
當
神
□
曰
蒋
侯
及
呉

先
主
之
初
其
故
吏
見
欠
於
道
乗
白
馬
執
白
羽
如
平
生
見
者
驚
走
父
追
之

謂
曰
我
當
為
此
云
地
之
神
以
福
尓
為
我
立
祠
不
尓
将
有
大
咎
是
歳
夏
大

疫
文
又
下
巫
祝
吾
将
大
啓
私
孫
氏
官
宜
為
吾
立
祠
不
尓
使
虫
入
耳
為
灾

孫
主
以
為
妖
言
禁
諸
詞
之
俄
而
小
虫
如
塵
虻
入
耳
皆
死
孫
主
未
之
信
也

又
下
巫
祝
若
不
祠
我
又
以
大
火
為
灾
是
歳
火
灾
大
發
一
日
數
十
處
火
及

公
宮
及
為
立
廟
堂
号
鍾
山
為
蒋
山
以
表
其
露
今
建
康
北
蒋
山
是
也
自
是

灾
厲
止
息
百
姓
遂
大
事
也

績
搜
神
記
曰
陳
郡
謝
玉
為
瑯
耶
内
史
在
金
城
□
□
□
暴
煞
人
甚
衆
有

一
人
以
小
舩
載
年
少
婦
到
陸
地
而
有
□
槫
其
少
婦
其
夫
抜
刀
大
喚
欲
逐

之
先
奉
事
蒋
侯
乃
喚
求
救
助
如
此
行
十
里
許
忽
有
一
黒
衣
人
為
之
向
導

在
前
隨
之
當
復
廿
里
許
及
虎
入
穴
其
夫
以
刀
當
虎
腰
斫
之
断
虎
死
其
婦

活
向
暁
曰
夢
一
人
語
之
云
蒋
侯
使
我
助
汝
知
不
至
家
□
豬
祠
焉
〈
蒋
侯

神
名
上
已
解
也
〉

06
②

『
搜
神
記
』
曰
、「
蔣
子
文
者
、
廣
陵
人
也
。
嗜
酒
好
色
、
死
爲
當
神
。

□
曰
蔣
侯
。
及
呉
先
主
之
初
、
其
故
吏
見
文
於
道
。
乘
白
馬
、
執
白
羽
、

如
平
生
。
見
者
驚
走
。
文
追
之
謂
曰
、『
我
當
爲
此

□土
地
之
神
、
以
福
爾
。

爲
我
立
祠
。
不
爾
、
將
有
大
咎
。』
是
歳
夏
、
大
疫
。
文
又
下
巫
祝
。『
吾

將
大
啓
祐
孫
氏
官
。
宜
爲
吾
立
祠
。
不
爾
、
使
蟲
入
耳
爲
災
。』
孫
主
以

爲
妖
言
、
禁
諸

□祠
之
。
俄
而
小
蟲
如
塵
虻
、
入
耳
皆
死
。
孫
主
未
之
信

也
。
又
下
巫
祝
。『
若
不
祠
我
、
又
以
大
火
爲
災
。』
是
歳
火
災
大
發
、
一

日
數
十
處
。
火
及
公
宮
（

□及
）。
爲
立
廟
堂
、
號
鍾
山
爲
蔣
山
、
以
表
其

露
。
今
建
康
北
蔣
山
是
也
。
自
是
災
厲
止
息
。
百
姓
遂
大
事
也
。」

『
□續

搜
神
記
』
曰
、「
陳
郡
謝
玉
爲
瑯

□邪
内
史
、
在
金
城
□
□

□虎
暴
、
殺

人
甚
衆
。
有
一
人
、
以
小
船
載
年
少
婦
。
到
陸
地
而
有
□虎
、
□縛
其
少
婦
。

其
夫
拔
刀
大
喚
、
欲
逐
之
。
先
奉
事
蔣
侯
。
乃
喚
求
救
助
。
如
此
行
十

里
許
、
忽
有
一
黑
衣
人
、
爲
之
向
導
在
前
。
隨
之
當
復
廿
里
許
。
及
虎
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入
穴
、
其
夫
以
刀
當
虎
腰
斫
之
斷
。
虎
死
、
其
婦
活
。
向
曉
曰
、『
夢
一

人
。
語
之
云
、「
蔣
侯
使
我
助
汝
、
知
不
。」。』
至
家

□殺
豬
祠
焉
。」〈
蔣

侯
、
神
名
。
上
已
解
也
。〉

06
③

『
搜
神
記
』
に
曰
く
、「

（
一
）

蔣
子
文
は
、
廣
陵
の
人
な
り
。
酒
を
嗜
な
み

色
を
好
み
、
死
し
て
爲
す
に
神
に
當
た
る
。
蔣
侯
と
曰
ふ
。
呉
の
先
主

の
初
め
に
及
び
、
其
の
故
吏
文
を
道
に
見
る
。
白
馬
に
乘
り
、
白
羽
を

執
り
、
平
生
の
如
し
。
見
る
者
驚
き
て
走
る
。
文
之
を
追
ひ
て
謂
ひ
て

曰
く
、『
我
當
に
此
の
土
地
の
神
と
爲
り
、
以
て
な
ん
じ
爾
を
さ
い
わ
い
福
す
べ
し
。
我

の
爲
に
祠
を
立
て
よ
。
爾
ら
ざ
れ
ば
、
將
に
大
咎
有
ら
ん
と
す
。』
と
。

是
の
歳
の
夏
、
大
い
に
疫
あ
り
。
文
又
た
巫
祝
に
下
る
。『
吾
將
に
大

い
に
孫
氏
の
官
を
啓
祐
せ
ん
と
す
。
宜
し
く
吾
の
爲
に
祠
を
立
つ
べ
し
。

爾
ら
ざ
れ
ば
、
蟲
を
し
て
耳
に
入
ら
し
め
災
を
爲
さ
ん
。』
と
。
孫
主
以

て
妖
言
と
爲
し
、
諸
に
之
を
祠
る
を
禁
ず
。
俄
に
し
て
小
蟲
の
塵
虻
の

如
き
も
の
、
耳
に
入
り
て
皆
な
死
す
。
孫
主
未
だ
之
を
信
ぜ
ざ
る
な
り
。

又
た
巫
祝
に
下
る
。『
若
し
我
を
祠
ら
ざ
れ
ば
、
又
た
大
火
を
以
て
災
を

爲
さ
ん
。』
と
。
是
の
歳
火
災
大
い
に
發
し
、
一
日
數
十
處
あ
り
。
火

公
宮
に
及
ぶ
。
爲
に
廟
堂
を
立
て
、
鍾
山
を
號
し
て
蔣
山
と
爲
し
、
以

て
其
の

あ
ら
わ

露
る
る
を
表
す
。
今
建
康
の
北
の
蔣
山
は
是
れ
な
り
。
是
れ
自

り
災
厲
止
息
す
。
百
姓
遂
に
大
い
に
事
ふ
る
な
り
。」
と
。

『
續
搜
神
記
』
に
曰
く
、「

（
二
）

陳
郡
の
謝
玉
瑯
邪
内
史
と
爲
り
、
金
城
に

在
り
□
□
虎
暴
れ
、
人
を
殺
す
こ
と
甚
だ
衆
し
。
一
人
有
り
、
小
船
を

以
て
年
少
の
婦
を
載
す
。
陸
地
に
到
り
て
虎
有
り
、
其
の
少
婦
を
縛
る
。

其
の
夫
刀
を
拔
き
て
大
い
に

よ喚
び
、
之
を
逐
は
ん
と
欲
す
。
先
に
蔣
侯

に
奉
事
す
。
乃
ち
喚
び
て
救
助
を
求
む
。
此
く
の
如
く
し
て
行
く
こ
と

十
里
許
り
、
忽
ち
一
黑
衣
の
人
有
り
、
之
が
爲
に
向
ひ
導
き
て
前
に
在

り
。
之
に
隨
ふ
こ
と
復
た
廿
里
許
り
に
當
た
る
。
虎
の
穴
に
入
る
に
及

び
、
其
の
夫
刀
を
以
て
虎
の
腰
に
當
て
之
を
斫
り
て
斷
つ
。
虎
死
し
て
、

其
の
婦
活
く
。
向
曉
に
曰
ふ
、『
夢
に
一
人
あ
り
。
之
に
語
り
て
云
ふ
、

「
蔣
侯
我
を
し
て
汝
を
助
け
し
む
、
知
る
や

い
な不

や
。」。』
と
。
家
に
至
り

て
豬
を
殺
し
て
祠
る
な
り
。」
と
。〈
蔣
侯
は
、
神
の
名
な
り
。
上
に
已

に
解
く
な
り
。〉

06
④

(

一)

現
行
二
十
卷
本
『
搜
神
記
』
卷
五
に
み
え
る
。

(

二)

現
行
十
卷
本
『
搜
神
後
記
』
に
は
み
え
ず
。
現
行
二
十
卷
本
『
搜

神
記
』
卷
五
に
同
内
容
が
み
ら
れ
る
。
た
だ
、
登
場
人
物
の
生
没

年
か
ら
、
も
と
は
『
天
地
瑞
祥
志
』
の
通
り
『
續
搜
神
記
』
に
あ
っ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

07
①
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神
譜
曰
□
□
八
部
将
軍
第
一
将
軍
姓
五
名
磐
字
仲
才
第
二
将
軍
姓
兪

名
羨
家
字
施
名
横
字
仲
文
第
仲
紀
第
三
将
軍
姓
四
将
軍
姓
許
名
苪
字
仲

伯
第
五
将
軍
姓
曺
名
桓
字
合
先
第
六
将
軍
姓
領
名
湛
字
元
祥
第
七
将
軍

姓
樂
名
喩
第
八
将
軍
姓
楊
名
朝
兒
也

幽
明
録
曰
有
一
人
□
車
遇
寒
雪
不
得
至
告
廟
主
簿
求
在
門
外
亭
屋
中

夜
眠
覺
見
一
人
有
頭
首
兩
臂
以
下
便
無
行
在
空
中
訪
之
於
俗
巫
云
是
八

部
将
軍
也

07
②

『
神
譜
』
曰
、「
□
□
八
部
将
軍
。
第
一
將
軍
姓
五
、
名
磐
、
字
仲
才
。

第
二
將
軍
姓
兪
、
名
羨
家
、
字
施
、
名
橫
、
字
仲
文
、
第
仲
紀
。
第
三

將
軍
、
姓
。
四
將
軍
姓
許
、
名
苪
、
字
仲
伯
。
第
五
將
軍
姓
曹
、
名
桓
、

字
合
先
。
第
六
將
軍
姓
領
、
名
湛
、
字
元
祥
。
第
七
將
軍
姓
樂
、
名
喩
。

第
八
將
軍
姓
楊
、
名
朝
兒
也
。」

『
幽
明
錄
』
曰
、「
有
一
人
□
車
遇
寒
雪
、
不
得
至
。
告
廟
主
簿
、
求

在
門
外
亭
屋
中
。
夜
眠
覺
、
見
一
人
有
頭
首
、
兩
臂
以
下
便
無
、
行
在

空
中
。
訪
之
於
俗
巫
。
云
、『
是
八
部
將
軍
也
。』。」

07
③

『
神
譜
』
に
曰
く
、「

（
一
）

八
部
將
軍
。
第
一
將
軍
姓
は
五
、
名
は
磐
、
字

は
仲
才
。
第
二
將
軍
姓
は
兪
、
名
は
羨
家
、
字
は
施
、
名
は
橫
、
字
は

仲
文
。
第
仲
紀
。
第
三
將
軍
、
姓
。
四
將
軍
姓
は
許
、
名
は
苪
、
字
は

仲
伯
。
第
五
將
軍
姓
は
曹
、
名
は
桓
、
字
は
合
先
。
第
六
將
軍
姓
は
領
、

名
は
湛
、
字
は
元
祥
。
第
七
將
軍
姓
は
樂
、
名
は
喩
。
第
八
將
軍
姓
は

楊
、
名
は
朝
兒
な
り
。」
と
。

『
幽
明
錄
』
に
曰
く
、「

（
二
）

一
人
有
り
。
□
車
寒
雪
に
遇
ひ
、
至
る
を
得

ず
。
廟
の
主
簿
に
告
げ
、
門
外
の
亭
屋
中
に
在
る
を
求
む
。
夜
眠
り
よ

り
覺
む
る
に
、
一
人
の
頭
首
有
り
て
、
兩
臂
以
下
便
ち
無
き
の
、
行
き

て
空
中
に
在
る
を
見
る
。
之
を
俗
巫
に

と訪
ふ
。
云
ふ
、『
是
れ
八
部
將
軍

な
り
。』。」
と
。

07
④

(

一)

『
神
譜
』
は
、『
隋
志
』
に
著
錄
な
し
。『
日
本
國
見
在
書
目
錄
』
に

も
な
し
。
他
書
の
引
用
も
な
い
不
詳
の
書
物
。『
本
邦
殘
存
』
子

部
五
行
類
は
こ
の
文
の
み
を
收
錄
す
る
。
ま
た
引
用
文
に
あ
る
八

部
將
軍
に
關
し
て
も
、
漢
籍
に
關
連
す
る
記
述
は
見
つ
け
ら
れ
な

か
っ
た
。
第
二
將
軍
か
ら
第
三
將
軍
に
か
け
て
の
姓
・
名
・
字
の

記
述
は
文
字
の
錯
誤
が
あ
る
か
。

(
二)

現
行
古
小
説
鉤
沈
本
『
幽
明
錄
』
に
み
え
な
い
佚
文
。
他
の
關
連

資
料
も
な
し
。

　

08
①籍

曰
四
道
王
者
東
曰
呉
王
南
曰
越
王
西
曰
秦
王
北
曰
趙
王
也
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續
搜
神
記
曰
四
道
王
廟
与
新
蔡
國
接
國
家
治
垣
籬
侵
之
謝
太
傅
忽
夢

見
一
人
白
説
其
是
四
道
王
近
与
蒋
□
父
兄
弟
率
數
十
万
衆
助
國
苻
坚
蒋

君
位
隆
重
已
本
非
所
希
但
廟
為
新
蔡
所
侵
甚
為
無
理
公
覺
聞
左
〻
右
〻

云
如
此
公
乃
驚
即
教
令
還
其
所
侵
更
架
屋
宇
也

08
②籍

曰
、「
四
道
王
者
、
東
曰
呉
王
、
南
曰
越
王
、
西
曰
秦
王
、
北
曰
趙

王
也
。」

『
續
搜
神
記
』
曰
、「
四
道
王
廟
、
與
新
蔡
國
接
。
國
家
治
垣
籬
侵
之
。

謝
太
傅
忽
夢
見
一
人
白
説
。『
其
是
四
道
王
。
近
與
蒋

□子
文
兄
弟
率
數
十

萬
衆
、
助
國
苻
堅
。
蔣
君
位
隆
重
、
已
本
非
所
希
。
但
廟
爲
新
蔡
所
侵
。

甚
爲
無
理
。』
公
覺
聞
左
右
。
左
右
云
、『
如
此
。』
公
乃
驚
。
卽
敎
令
還

其
所
侵
、
更
架
屋
宇
也
。」

08
③籍

曰
く
、「

（
一
）

四
道
王
は
、
東
を
呉
王
と
曰
ひ
、
南
を
越
王
と
曰
ひ
、
西

を
秦
王
と
曰
ひ
、
北
を
趙
王
と
曰
ふ
な
り
。」
と
。

『
續
搜
神
記
』
に
曰
く
、「

（
二
）

四
道
王
の
廟
、
新
蔡
國
と
接
す
。
國
家
垣

籬
を
治
む
る
に
之
を
侵
す
。
謝
太
傅
忽
ち
夢
に
一
人
の

も
う白

し
説
く
を
見

る
。『
其
れ
は
是
れ
四
道
王
な
り
。
近
く
蔣
子
文
の
兄
弟
と
數
十
万
衆
を

率
ゐ
、
國
の
苻
堅
を
助
け
ん
と
す
。
蔣
君
の
位
を
隆
重
す
る
は
、
已
に

本
よ
り
の
ぞ希
む
所
に
非
ず
。
但
だ
廟
新
蔡
の
侵
す
所
と
爲
り
、
甚
だ
理
無

き
と
爲
る
。』
と
。
公
覺
め
て
左
右
に
聞
く
。
左
右
云
ふ
、『
此
く
の
如

し
。』
と
。
公
乃
ち
驚
く
。
卽
ち
其
の
侵
す
所
を
還
し
、

あ
ら
た

更
め
て
屋
宇

を
架
せ
し
む
る
な
り
。」
と
。

08
④

(

一)

「
籍
」
が
書
名
な
の
か
人
名
な
の
か
は
不
詳
。
内
容
が
07
の
『
幽

明
錄
』
佚
文
と
は
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
項
目
を
あ

ら
た
め
た
。

(

二)

現
行
十
卷
本
『
搜
神
後
記
』
に
み
え
な
い
佚
文
。
文
中
に
み
え
る

謝
太
傅
は
謝
安
の
こ
と
。
征
討
大
將
軍
と
し
て
前
秦
・
符
堅
軍
を

破
っ
た
。

　

09
①搜

神
記
曰
淮
南
令
枡
縣
有
丁
新
婦
者
本
丹
楊
丁
氏
女
年
十
六
適
令
枡

謝
家
其
姑
嚴
酷
使
役
有
里
不
如
限
者
便
仍
笞
揺
不
可
堪
處
九
月
七
日
自

經
死
遂
有
靈
名
曰
丁
姑
神
嚮
聞
於
民
聞
發
言
於
巫
祝
曰
念
人
家
婦
女
作

息
不
惓
使
避
九
月
七
日
勿
用
作
事
當
言
息
日
呉
平
以
来
思
戀
本
土
以
永

遐
中
九
月
七
日
見
形
著
縹
衣
載
青
蓋
従
一
婢
至
牛
渚
津
水
求
渡
有
兩
男

子
共
乗
舩
捕
魚
仍
呼
求
渡
兩
男
子
咲
調
上
下
之
曰
聽
我
為
婦
者
當
相
渡

也
須
臾
有
一
老
公
乗
舩
載
葦
嫗
亦
求
渡
公
固
出
葦
半
著
舩
使
渡
嫗
去
語

公
曰
吾
是
鬼
神
非
人
也
公
速
還
去
必
有
所
見
亦
當
有
所
得
也
公
還
去
見
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兩
男
子
覆
死
水
中
進
前
數
里
有
魚
千
數
跳
水
邊
風
夾
吹
置
岸
上
公
遂
弃

葦
載
魚
以
㱕
也
嫗
遂
進
丹
楊
従
兩
□
家
至
攝
中
逢
一
男
〻
子
〻
知
不
常

人
下
道
避
之
嫗
謂
之
曰
疾
去
男
子
顧
見
兩
虎
追
〻
嫗
後
亦
周
旋
属
縣
入

人
祠
祭
中
喩
告
巫
保
江
南
人
皆
呼
為
丁
姑
、
九
月
七
九
日
不
用
作
事
□

咸
以
為
息
日
也
今
所
在
□
□

09
②

『
搜
神
記
』
曰
、「
淮
南

□全
□椒

縣
有
丁
新
婦
者
、
本
丹

□陽
丁
氏
女
。
年

十
六
適

□全
□椒

謝
家
。
其
姑
嚴
酷
、
使
役
有
里
、
不
如
限
者
、
便
仍
笞

□捶
。

不
可
堪
處
。
九
月
七
日
、
自
經
死
。
遂
有
靈
、
名
曰
丁
姑
神
。
嚮
聞
於

民
□閒

。
發
言
於
巫
祝
曰
、『
念
人
家
婦
女
作
息
不
惓
。
使
避
九
月
七
日
、

勿
用
作
事
。
當
言
息
日
。』
呉
平
以
來
、
思
戀
本
土
。
以
永
遐
中
九
月
七

日
見
形
、
著
縹
衣
、
載
靑
蓋
、
從
一
婢
至
牛
渚
津
水
、
求
渡
。
有
兩
男
子

共
乘
船
捕
魚
。
仍
呼
求
渡
。
兩
男
子
笑
調
上
下
之
曰
、『
聽
我
爲
婦
者
、

當
相
渡
也
。』
須
臾
有
一
老
公
乘
船
載
葦
。
嫗
亦
求
渡
。
公
固
出
葦
半
、

著
船
使
渡
。
嫗
去
、
語
公
曰
、『
吾
是
鬼
神
。
非
人
也
。
公
速
還
去
、
必

有
所
見
。
亦
當
有
所
得
也
。』
公
還
去
、
見
兩
男
子
覆
死
水
中
。
進
前
數

里
、
有
魚
千
數
跳
。
水
邊
風
夾
吹
、
置
岸
上
。
公
遂
棄
葦
、
載
魚
以
歸

也
。
嫗
遂
進
丹

□陽
、
從
兩
□
家
至
。
攝
中
逢
一
男
子
。
男
子
知
不
常
人
、

下
道
避
之
。
嫗
謂
之
曰
、『
疾
去
。』
男
子
顧
見
、
兩
虎
追
。
追
嫗
後
、
亦

周
旋
屬
縣
入
。
人
祠
祭
中
、
喩
告
巫
保
。
江
南
人
皆
呼
爲
丁
姑
、
九
月

七
（

□九
）
日
不
用
作
事
。
□
咸
以
爲
息
日
也
。
今
所
在
。」

09
③

『
搜
神
記
』
に
曰
く
、「

（
一
）

淮
南
全
椒
縣
に
丁
新
婦
な
る
者
有
り
、
本
は

丹
陽
丁
氏
の
女
な
り
。
年
十
六
全
椒
の
謝
家
に

と
つ適

ぐ
。
其
の
姑
嚴
酷
に

し
て
、
使
役
す
る
に
里
有
り
、
限
り
に
如
か
ざ
る
者
は
、
便
ち
仍
ほ

む
ち
う

笞
捶

つ
。
堪
ふ
べ
か
ら
ざ
る
處
な
り
。
九
月
七
日
、
自
ら

く
び經

り
て
死
せ
り
。

遂
に
靈
有
り
、
名
を
丁
姑
神
と
曰
ふ
。
嚮
民
閒
に
聞
ゆ
。
言
を
巫
祝
に

發
し
て
曰
く
、『
人
家
の
婦
女
の
息
を
作
す
を
念
ひ
て
惓
ま
ず
。
九
月

七
日
を
避
け
し
め
、
事
に

な作
す
に
用
ふ
る
勿
れ
。
當
に
息
日
と
言
ふ
べ

し
。』
と
。
呉
平
ら
か
に
な
り
て
以
來
、
本
土
を
思
戀
す
。
永
遐
中
九
月

七
日
を
以
て
形
を

あ
ら
わ

見
し
、
縹
衣
を
著
、
靑
蓋
を
載
せ
、
一
婢
を
從
へ
て

牛
渚
の
津
水
に
至
り
、
渡
を
求
む
。
兩
男
子
の
共
に
船
に
乘
り
て
魚
を

捕
ふ
る
有
り
。
仍
ほ
呼
び
て
渡
を
求
む
。
兩
男
子
笑
ひ
て
上
下
の
之
を

調
し
て
曰
く
、『
我
に

し
た
が

聽
ひ
て

つ
ま婦

と
爲
る
者
、
當
に
相
ひ
渡
る
べ
き
な

り
。』
と
。
須
臾
に
し
て
一
老
公
の
船
に
乘
り
て
葦
を
載
す
る
有
り
。
嫗

亦
た
渡
を
求
む
。
公
固
よ
り
葦
の
半
ば
を
出
だ
し
、
船
に
著
け
て
渡
ら

し
む
。
嫗
去
る
に
、
公
に
語
り
て
曰
く
、『
吾
は
是
れ
鬼
神
な
り
。
人

に
非
ざ
る
な
り
。
公
速
か
に
還
り
去
れ
ば
、
必
ず
見
る
所
有
り
。
亦
た

當
に
得
る
所
有
る
べ
き
な
り
。』
と
。
公
還
り
去
る
に
、
兩
男
子
の
覆
り

て
水
中
に
死
す
る
を
見
る
。
前
に
進
む
こ
と
數
里
、
魚
の
千
數
跳
ね
る
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有
り
。
水
邊
風

さ
し
は
さ

夾

み
て
吹
き
、
岸
上
に
置
く
。
公
遂
に
葦
を
棄
て
、

魚
を
載
せ
て
以
て
帰
る
な
り
。
嫗
遂
に
丹
陽
に
進
む
。
両
□
に
從
ひ
て

家
に
至
る
。
攝
中
に
一
男
子
に
逢
ふ
。
男
子
常
な
ら
ざ
る
人
な
る
を
知

り
、
道
を
下
り
て
之
を
避
く
。
嫗
之
に
謂
ひ
て
曰
く
、『

は
や疾

く
去
れ
。』

と
。
男
子
顧
み
て
見
る
に
、
兩
虎
追
ふ
。
嫗
を
追
ひ
て
後
、
亦
た
屬
縣

を
周
旋
し
て
入
る
。
人
祠
祭
中
、
巫
保
に

さ
と喩

し
て
告
ぐ
。
江
南
の
人
皆

な
呼
び
て
丁
姑
と
爲
し
、
九
月
七
日
事
を
作
す
に
用
ひ
ず
。
咸
な
以
て

息
日
と
爲
す
な
り
。
今
在
る
所
な
り
。」
と
。

09
④

(

一)

現
行
二
十
卷
本
『
搜
神
記
』
卷
五
に
み
え
る
。

　

10
①異

菀
曰
世
有
紫
女
是
人
妾
為
大
婦
所
嫉
毎
以
穢
事
相
役
正
月
十
五
日

感
激
而
死
名
曰
紫
姑
故
世
人
以
其
日
作
其
形
夜
於
廟
間
或
猪
欄
邊
迎
之

況
曰
子
胥
不
在
〈
是
其
聟
名
也
〉
曺
失
亦
㱕
吉
〈
是
大
婦
名
〉
小
姑
可

出
戯
捉
者
覺
重
便
是
神
来
奠
設
酒
菓
亦
覺
貌
輝
〻
有
色
即
跳
躁
不
住
能

占
衆
事
下
行
来
蝅
桒
尤
畏
又
善
射
鈎
好
則
大
儛
悪
便
仰
眠
𤲶
問
小
過
則

息
不
肯
動
傖
俗
至
此
時
無
不
迎
者
云
一
有
其
事
年
〻
應
以
為
常
平
昌
孟

氏
恒
不
信
躬
試
往
捉
未
就
扶
侍
便
自
動
作
距
跳
透
逞
穿
屋
頂
永
失
所
在

俗
有
此
神
人
莫
不
知
今
以
來
扶
而
自
揺
又
能
穿
屋
而
高
遊
故
具
記
焉

10
②

『
異
苑
』
曰
、「
世
有
紫
女
、
是
人
妾
爲
大
婦
所
嫉
、
毎
以
穢
事
相
役
。

正
月
十
五
日
、
感
激
而
死
。
名
曰
紫
姑
。
故
世
人
以
其
日
作
其
形
、
夜

於
廟
閒
、
或
猪
欄
邊
迎
之
。

□祝
曰
、『
子
胥
不
在
。〈
是
其
壻
名
也
。〉
曹

□夫
亦
歸
、
吉
。〈
是
大
婦
名
。〉
小
姑
可
出
。』
戲

□投
者
覺
重
、
便
是
神
來
。

奠
設
酒
菓
、
亦
覺
貌
輝
輝
有
色
、
卽
跳
躁
不
住
。
能
占
衆
事
。
下
行
來

蠶
桑
、
尤
畏
。
又
善
射
鈎
、
好
則
大
儛
、
惡
便
仰
眠
。

●嬲
問
小
過
、
則
息

不
肯
動
傖
。
俗
至
此
時
、
無
不
迎
者
。
云
一
有
其
事
、
年
年
應
以
爲
常
。

平
昌
孟
氏
、
恒
不
信
。
躬
試
往

□投
。
未
就
扶
侍
、
便
自
動
作
距
、
跳
透

逞
穿
屋
頂
、
永
失
所
在
。
俗
有
此
神
人
、
莫
不
知
。
今
以
來
、
扶
而
自

搖
、
又
能
穿
屋
而
高
遊
。
故
具
記
焉
。」

10
③

『
異
苑
』
に
曰
く
、「

（
一
）

世
に
紫
女
有
り
、
是
れ
人
妾
に
し
て
大
婦
の
嫉

む
所
と
爲
り
、
毎
に
穢
事
を
以
て
相
ひ
役
せ
し
め
ら
る
。
正
月
十
五
日
、

感
激
し
て
死
せ
り
。
名
を
紫
姑
と
曰
ふ
。
故
に
世
人
其
の
日
を
以
て
其

の
形
を
作
り
、
夜
廟
閒
、
或
い
は
猪
欄
邊
に
於
て
之
を
迎
ふ
。
祝
し
て

曰
く
、『
子
胥
在
ら
ず
。〈
是
れ
其
の
壻
の
名
な
り
。〉
曹
夫
も
亦
た
歸
る
、

吉
な
り
。〈
是
れ
大
婦
の
名
な
り
。〉
小
姑
出
づ
べ
し
。』
と
。
戲
れ
に
投

ぐ
る
者
重
さ
を
覺
ゆ
れ
ば
、
便
ち
是
れ
神
來
た
る
。
酒
菓
を
奠
設
す
れ

ば
、
亦
た
貌
の
輝
輝
と
し
て
色
有
る
を
覺
え
、
卽
ち
跳
躁
し
て

や住
ま
ず
。
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能
く
衆
事
を
占
ふ
。
下
行
の
蠶
桑
を
來
た
す
に
、
尤
も
畏
る
。
又
た
善

く
鈎
を
射
、
好
け
れ
ば
則
ち
大
儛
し
、
惡
け
れ
ば
便
ち
仰
眠
す
。
嬲
り

て
小
過
を
問
へ
ば
、
則
ち
息
み
て
動
傖
す
る
を
肯
ぜ
ず
。
俗
に
此
の
時

に
至
れ
ば
、
迎
へ
ざ
る
者
無
し
。
云
ふ
一
に
其
の
事
有
れ
ば
、
年
年
應

に
以
て
常
と
爲
す
べ
し
。
平
昌
の
孟
氏
、
恒
に
信
ぜ
ず
。

み
ず
か

躬
ら
試
し
に

往
き
て
投
ず
。
未
だ
扶
侍
に
就
か
ざ
る
に
、
便
ち
自
ら
動
き
て
距
を
作

し
、
屋
頂
を
跳
透
逞
穿
し
、
永
へ
に
所
在
を
失
ふ
。
俗
に
此
の
神
人
有

る
を
、
知
ら
ざ
る
は
莫
し
。
今
以
來
、
扶
し
て
自
ら
搖
ら
せ
ば
、
又
た

能
く
屋
を
穿
ち
て
高
遊
す
。
故
に
具
さ
に
記
す
。」
と
。

10
④

(

一)

現
行
十
卷
本
『
異
苑
』
卷
五
に
み
え
る
。

　

11
①玉

韜
曰
弩
神
名
遠
望
字
強
張
〻
星
主
之
弓
神
名
曲
張
五
星
主
之
矢
神

名
續
長
熒
惑
主
之
步
収
神
名
大
倉
刀
神
名
脱
光
虚
星
主
之
剱
神
名
飛
揚

角
星
主
之
鈹
神
名
食
傖
弟
神
名
倉
羊
角
星
主
之
戟
神
名
大
将
商
参
星
主

之
鈘
神
名
公
長
相
神
名
鄭
□
杖
神
名
防
皇
右
五
兵
之
神
名
當
誦
有
験
首

呉
時
使
兵
七
千
人
誦
未
過
兵
傷
也
又
曰
姓
張
名
長
生
宇
子
房
月
姓
父
名

子
光
字
沈
北
斗
名
長
史
字
大
萬
人
能
誦
便
不
畏
白
刃
也

11
②

『
玉
韜
』
曰
、「
弩
神
名
遠
望
、
字
強
張
。
張
星
主
之
。
弓
神
名
曲
張
、

五
星
主
之
。
矢
神
名
續
長
、
熒
惑
主
之
。
步
收
神
名
大
倉
、
刀
神
名
脱

光
、
虛
星
主
之
。
劍
神
名
飛
揚
、
角
星
主
之
。
鈹
神
名
食
傖
、
弟
神
名

倉
羊
、
角
星
主
之
。
戟
神
名
大
將
、
商
參
星
主
之
。
鈘
神
名
公
長
、
相

神
名
鄭
□
、
杖
神
名
防
皇
、
右
五
兵
之
神
名
、
當
誦
有
驗
。
首
呉
時
、
使

兵
七
千
人
誦
。
未
過
兵
傷
也
。
又
曰
、
姓
張
、
名
長
生
、
宇
子
房
。
月

姓
父
、
名
子
光
、
字
沈
。
北
斗
名
長
史
、
字
大
萬
。
人
能
誦
、
便
不
畏

白
刃
也
。」

11
③

『
玉
韜
』
に
曰
く
、「

（
一
）

弩
神
の
名
は
遠
望
、
字
は
強
張
。
張
星
之
を
主

ど
る
。
弓
神
の
名
は
曲
張
、
五
星
之
を
主
ど
る
。
矢
神
の
名
は
續
長
、

熒
惑
之
を
主
ど
る
。
步
收
神
の
名
は
大
倉
、
刀
神
の
名
は
脱
光
、
虛
星

之
を
主
ど
る
。
劍
神
の
名
は
飛
揚
、
角
星
之
を
主
ど
る
。

ひ鈹
神
の
名
は

食
傖
、
弟
神
の
名
は
倉
羊
、
角
星
之
を
主
ど
る
。
戟
神
の
名
は
大
將
、

商
參
星
之
を
主
ど
る
。

ぎ鈘
神
の
名
は
公
長
、
相
神
の
名
は
鄭
□
、
杖
神

の
名
は
防
皇
、
右
五
兵
の
神
名
、
當
に
誦
へ
て
驗
有
る
べ
し
。
首
呉
の

時
、
兵
七
千
人
を
し
て
誦
へ
し
む
。
未
だ
兵
傷
を
過
ぎ
ざ
る
な
り
。
又

た
曰
く
、
姓
は
張
、
名
は
長
生
、
宇
は
子
房
。
月
姓
は
父
、
名
は
子
光
、

字
は
沈
。
北
斗
の
名
は
長
史
、
字
は
大
萬
。
人
能
く
誦
ふ
れ
ば
、
便
ち

白
刃
を
畏
れ
ざ
る
な
り
。」
と
。
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11
④

(

一)

『
玉
韜
』
は
『
隋
志
』
子
部
兵
家
類
に
梁
元
帝
撰
と
し
て
著
錄
さ

れ
る
。
佚
書
。『
玉
韜
』
の
佚
文
と
し
て
は
該
當
す
る
も
の
を
見

つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
類
似
し
た
文
を
持
つ
文
章
の
出
處
を
以

下
に
あ
げ
る
。

○

『
抱
朴
子
』
内
篇
雑
應
第
一
五

○

『
太
淸
金
液
神
氣
經
』
卷
中
天
神
姓
名
字
祕
文

○

『
開
元
占
經
』
卷
六
七
北
斗
星
占

○

『
雲
笈
七
籤
』
卷
六
一
諸
家
氣
法
／
辨
雑
呼
神
名

○

『
説
郛
』
卷
二
七
下
『
猗
覺
寮
雑
記
』
朱
翼
※
同
じ
文
が
明
の
類
書

『
説
略
』
お
よ
び
『

え
ん弇

州
四
部
稿
』
に
も
み
え
る
。

　

六
、

鬼

【
概
要
】
鬼
に
関
す
る
言
説
を
集
め
る
。
全
文
が
各
種
書
籍
の
引
用
か
ら

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
か
な
り
の
引
用
文
が
『
太
平
御
覽
』
卷
八
八
三
・

鬼
神
部
三
・
鬼
上
に
も
み
え
る
（
本
項
で
は
、『
太
平
御
覽
』
卷
八
三
三

に
み
え
る
文
の
場
合
は
、
卷
数
の
み
を
示
し
、
分
類
の
表
示
を
省
く
）。

こ
れ
は
、『
天
地
瑞
祥
志
』
の
編
者
が
、
す
べ
て
の
文
獻
に
つ
い
て
原
典

に
あ
た
っ
て
収
集
し
た
わ
け
で
は
な
く
、『
太
平
御
覽
』
と
も
共
通
す
る

す
で
に
失
わ
れ
た
類
書
を
參
照
し
た
可
能
性
を
示
す
。
引
用
文
獻
の
内

容
は
四
つ
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。
鬼
の
定
義
に
關
す
る
も
の
、
志
怪
に

み
え
る
鬼
の
話
、
鬼
夜
哭
な
ど
の
鬼
に
關
す
る
占
い
の
言
説
、
鏡
及
び

桃
を
用
い
た
鬼
よ
け
の
ま
じ
な
い
に
つ
い
て
、
で
あ
る
。（
佐
野
誠
子
）

01
①鬼

〈
侯
尾
反
上
〉

尓
雅
曰
鬼
之
為
言
㱕
也

01
②鬼

〈
侯
尾
反
。
上
。〉

『
爾
雅
』
曰
、「
鬼
之
爲
言
、
歸
也
。」

01
③鬼

〈
（
一
）

侯
尾
の
反
。
上
。〉

『
爾
雅
』
に
曰
く
、「

（
二
）

鬼
の
言
を
爲
す
や
、
歸
な
り
。」
と
。

01
④

(
一)
侯
尾
反
と
い
う
反
切
は
不
詳
。

(

二)
『
爾
雅
』
釋
訓
第
三
に
み
え
る
。

　

02
①
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韓
詩
外
傳
曰
人
死
為
鬼
〻
者
㱕
也
精
氣
㱕
乎
天
宍
﹇
１
﹈
㱕
於
土
血
㱕
於

水
脉
□
㱕
於
澤
聲
㱕
於
雷
動
作
㱕
於
風
明
㱕
於
日
月
骨
㱕
於
木
筋
㱕
於

山
齒
㱕
於
石
膏
㱕
於
露
髪
㱕
於
草
呼
吸
之
氣
復
於
人
也

﹇
１
﹈
人
文
研
本
、
尊
経
閣
本
と
も
「
完
」
に
も
み
え
る
が
、『
韓
詩
外

伝
』
の
本
文
か
ら
す
る
と
「
肉
」
の
異
体
字
の
「
宍
」
の
つ
も
り
で
書

写
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

02
②

『
韓
詩
外
傳
』
曰
、「
人
死
爲
鬼
。
鬼
者
歸
也
。
精
氣
歸
乎
天
、
肉
歸

於
土
、
血
歸
於
水
、
脈
□
歸
於
澤
、
聲
歸
於
雷
、
動
作
歸
於
風
、

□眼
歸

於
日
月
、
骨
歸
於
木
、
筋
歸
於
山
、
齒
歸
於
石
、
膏
歸
於
露
、
髮
歸
於

草
。
呼
吸
之
氣
、
復
於
人
也
。」

02
③

『
韓
詩
外
傳
』
に
曰
く
、「

（
一
）

人
死
し
て
鬼
と
爲
る
。
鬼
は
歸
な
り
。
精

氣
天
に
歸
し
、
肉
土
に
歸
し
、
血
水
に
歸
し
、
脈
□
澤
に
歸
し
、
聲

雷
に
歸
し
、
動
作
風
に
歸
し
、
眼
日
月
に
歸
し
、
骨
木
に
歸
し
、
筋

山
に
歸
し
、
齒
石
に
歸
し
、
膏
露
に
歸
し
、
髮
草
に
歸
す
。
呼
吸
の

氣
、
人
に
復
す
る
な
り
。」
と
。

02
④

(

一)

現
行
『
韓
詩
外
傳
』
に
み
え
な
い
。『
法
苑
珠
林
』
卷
六
（
百
卷

本
。
以
下
同
。）
お
よ
び
及
び
『
太
平
御
覽
』
卷
八
八
三
に
『
韓
詩

外
傳
』
よ
り
と
し
て
同
内
容
が
引
用
さ
れ
る
。

　

03
①礼

記
𥙊
義
曰
宰
我
曰
吾
聞
鬼
神
之
名
不
知
其
所
謂
子
曰
氣
者
神
之
盛

也
魄
也
者
鬼
之
盛
也
今
鬼
与
神
敎
之
至
也
〈
氣
謂
嘘
呼
吸
出
入
也
耳
目

之
聡
明
為
魄
今
鬼
神
而
𥙊
之
聖
人
之
敎
致
也
〉
衆
生
必
死
〻
必
㱕
土
此

謂
鬼
也

03
②

『
禮
記
』
祭
義
曰
、「
宰
我
曰
、『
吾
聞
鬼
神
之
名
、
不
知
其
所
謂
。』
子

曰
、『
氣

□也
者
、
神
之
盛
也
。
魄
也
者
、
鬼
之
盛
也
。
今
鬼
與
神
敎
之
致

也
。』〈
氣
謂
嘘
（

□呼
）
吸
・
出
入
也
。
耳
目
之
聰
明
爲
魄
。
今
鬼
神
而

祭
之
、
聖
人
之
敎
致
也
。〉
衆
生
必
死
、
死
必
歸
土
。
此
謂
鬼
也
。」

03
③

『
禮
記
』
祭
義
に
曰
く
、「

（
一
）

宰
我
曰
く
、『
吾
鬼
神
の
名
を
聞
け
ど
も
、

其
の
謂
ふ
所
を
知
ら
ず
。』
と
。
子
曰
く
、『
氣
な
る
者
は
、
神
の
盛
ん

な
る
な
り
。
魄
な
る
者
は
、
鬼
の
盛
ん
な
る
な
り
。
今
鬼
と
神
と
は
、

敎
へ
の
致
す
と
こ
ろ
な
り
。』
と
。〈
氣
は
嘘
吸
・
出
入
す
る
を
謂
ふ
な

り
。
耳
目
の
聰
明
な
る
も
の
を
魄
と
爲
す
。
今
鬼
神
を
し
て
之
を
祭
る

は
、
聖
人
の
敎
へ
の
致
す
と
こ
ろ
な
り
。〉
衆
生
は
必
ず
死
し
、
死
す
れ

ば
必
ず
土
に
歸
す
。
此
れ
を
鬼
と
謂
ふ
な
り
。」
と
。
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03
④

(

一)

『
禮
記
』
祭
義
篇
に
み
え
る
。
注
も
『
禮
記
』
鄭
玄
注
に
よ
る
。
02

と
03
の
文
章
は
『
法
苑
珠
林
』
卷
六
に
連
續
し
て
引
用
さ
れ
る
。

た
だ
し
、『
法
苑
珠
林
』
に
お
け
る
『
禮
記
』
の
引
用
は
「
敎
之
至

也
」
ま
で
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
條
は
、『
法
苑
珠
林
』
に
お
い
て
出

典
を
『
御
覽
』
と
さ
れ
る
。
中
華
書
局
版
『
法
苑
珠
林
』
點
校
本

は
、
こ
の
『
御
覽
』
は
『
修
文
殿
御
覽
』
を
指
す
の
で
は
な
い
か

と
す
る
。

　

04
①抱

朴
子
曰
人
物
之
死
倶
有
鬼
也
馬
鬼
常
以
晦
夜
出
行
状
如
炎
火
龜
鼈

之
鬼
今
人
病
欬
𣧢
㺅
㩴
之
鬼
令
人
病
瘧
也
□
□

04
②

『
抱
朴
子
』
曰
、「
人
・
物
之
死
、
倶
有
鬼
也
。
馬
鬼
常
以
晦
夜
出
行
、

狀
如
炎
火
。
龜
鼈
之
鬼
、

●令
人
病
欬
殄
。
猴

●玃
之
鬼
、
令
人
病
瘧
也
。」

04
③

『
抱
朴
子
』
に
曰
く
、「

（
一
）

人
・
物
の
死
す
る
や
、
倶
に
鬼
有
る
な
り
。

馬
鬼
常
に
晦
夜
を
以
て
出
行
し
、
狀
は
炎
火
の
如
し
。
龜
鼈
の
鬼
、
人

を
し
て

が
い欬
て
ん殄

を
病
ま
し
む
。
猴
玃
の
鬼
、
人
を
し
て
瘧
を
病
ま
し
む
る

な
り
。」
と
。

04
④

(

一)

現
行
『
抱
朴
子
』
に
み
え
な
い
。『
法
苑
珠
林
』
卷
六
お
よ
び
『
太

平
御
覽
』
卷
八
八
三
に
『
抱
朴
子
』
よ
り
と
し
て
同
内
容
が
み
え

る
。
た
だ
し
「
亀
鼈
」
以
下
の
文
は
『
法
苑
珠
林
』
に
も
『
太
平
御

覽
』
に
も
み
え
な
い
。
暫
定
的
に
『
抱
朴
子
』
佚
文
と
し
て
お
く
。

　

05
①墨

子
曰
周
宣
王
煞
杜
伯
不
辜
杜
伯
曰
死
若
有
知
三
年
必
使
報
之
宣
王

田
於
圃
田
杜
伯
乗
白
馬
素
車
朱
冠
撡
朱
弓
挟
朱
矢
射
王
中
心
折
脊
伏
致

而
死

05
②

『
墨
子
』
曰
、「
周
宣
王
殺
杜
伯
不
辜
。
杜
伯
曰
、『
死
若
有
知
、
三
年

必
使
報
之
。』
宣
王
田
於
圃
田
。
杜
伯
乘
白
馬
・
素
車
、
朱
冠
、
摻
朱
弓
、

挾
朱
矢
、
射
王
。
中
心
折
脊
、
伏

□弢
而
死
。」

05
③

『
墨
子
』
に
曰
く
、「

（
一
）

周
の
宣
王
杜
伯
を
殺
し
て

つ
み辜

あ
ら
ず
。
杜
伯
曰

く
、『
死
し
て
若
し
知
有
ら
ば
、
三
年
し
て
必
ず
之
を
報
ぜ
し
む
。』
と
。

宣
王
圃
田
に

か
り田

す
。
杜
伯
白
馬
・
素
車
に
乘
り
て
、
朱
冠
し
、
朱
弓
を

と摻
り
、
朱
矢
を

さ
し
は
さ

挾
み
、
王
を
射
る
。
心
に

あ中
た
り
脊
を
折
り
、

　

ゆ
み
ぶ
く
ろ

弢

　

に

伏
し
て
死
せ
り
。」
と
。
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05
④

(

一)

『
墨
子
』
卷
八
明
鬼
下
に
み
え
る
。『
法
苑
珠
林
』
卷
七
一
や
『
太

平
御
覽
』
卷
八
八
三
に
も
こ
れ
に
近
い
文
章
が
引
用
さ
れ
る
。

　

06
①列

異
記
曰
常
山
人
行
見
髑
髏
因
理
﹇
一
﹈
蔵
之
以
所
食
具
𥙊
之
後
半
歳
許

有
一
人
課
之
曰
卿
隨
我
去
其
人
曰
子
為
誰
答
曰
吾
是
子
昔
所
埋
髑
髏
也

家
今
有
賔
客
之
會
故
来
諸
子
以
報
舊
恩
遂
至
家
〻
大
會
賔
客
招
魂
□
髑

髏
及
将
入
神
座
共
飲
食
衆
人
無
得
見
也
須
臾
有
載
麻
布
径
㥽
来
入
者
髑

髏
之
神
敬
怖
而
走
日
此
煞
我
者
也
衆
人
怖
而
問
之
曰
載
麻
者
髑
髏
走
也
昔

与
但
行
而
獨
還
家
疑
而
不
發
得
此
遂
發
露
執
而
煞
之
更
迎
髑
髏
之
喪
也

﹇
一
﹈
埋
歟
と
の
傍
書
あ
り

06
②

『
列
異
記
』
曰
、「
常
山
人
行
見
髑
髏
、
因

○埋
藏
之
。
以
所
食
具
祭
之
。

後
半
歳
許
、
有
一
人
課
之
曰
、『
卿
隨
我
去
。』
其
人
曰
、『
子
爲
誰
。』
答

曰
、『
吾
是
子
昔
所
埋
髑
髏
也
。
家
今
有
賓
客
之
會
、
故
來
。
諸
子
以
報

舊
恩
。』
遂
至
家
。
家
大
會
賓
客
、
招
魂
。
□
髑
髏
及
將
入
神
座
、
共
飲

食
、
衆
人
無
得
見
也
。
須
臾
有
載
麻
布

●輕
●幘

來
入
者
。
髑
髏
之
神
、

●驚

怖
而
走
曰
、『
此
殺
我
者
也
。』
衆
人
怖
而
問
之
曰
、『
載
麻
者
。』
髑
髏

走
也
。
昔
與
但
行
而
獨
還
家
、
疑
而
不
發
。
得
此
、
遂
發
露
。
執
而
殺

之
。
更
迎
髑
髏
之
喪
也
。」

06
③

『
列
異
記
』
に
曰
く
、「

（
一
）

常
山
の
人
行
き
て
髑
髏
を
見
、
因
り
て
之
を

埋
藏
す
。
食
す
る
所
を
以
て
具
へ
て
之
を
祭
る
。
後
半
歳
許
り
し
て
、

一
人
有
り
之
に
課
し
て
曰
く
、『
卿
我
に
隨
ひ
て
去
れ
。』
と
。
其
の
人

曰
く
、『
子
誰
を
か
爲
す
。』
と
。
答
へ
て
曰
く
、『
吾
は
是
れ
子
の
昔
埋

め
し
所
の
髑
髏
な
り
。
家
今
賓
客
の
會
有
り
、
故
に
來
た
る
。
諸
子
舊

恩
に
報
ゆ
る
を
以
て
せ
ん
。』
と
。
遂
に
家
に
至
る
。
家
大
い
に
賓
客

を
會
し
、
魂
を
招
く
。
□
髑
髏
將
に
神
座
に
入
ら
ん
と
す
る
に
及
び
、

共
に
飲
食
す
る
も
、
衆
人
見
る
を
得
る
無
き
な
り
。
須
臾
に
し
て
麻
布

の
輕
幘
を
載
せ
て
來
た
り
入
る
者
有
り
。
髑
髏
の
神
、
驚
怖
し
て
走
り

て
曰
く
、『
此
れ
我
を
殺
す
者
な
り
。』
と
。
衆
人
怖
れ
て
之
に
問
ひ
て

曰
く
、『
麻
を
載
す
る
者
な
り
。』
と
。
髑
髏
走
る
な
り
。
昔
與
に
但

だ
行
き
て
獨
り
家
に
還
り
、
疑
へ
ど
も
發
け
ず
。
此
を
得
て
、
遂
に
發

露
す
。
執
り
て
之
を
殺
す
。
更
め
て
髑
髏
の
喪
を
迎
ふ
る
な
り
。」
と
。

06
④

(
一)
『
列
異
記
』
は
不
詳
。『
本
邦
殘
存
』
史
部
雜
傳
類
は
、
魏
・
曹
丕

撰
に
擬
せ
ら
れ
る
（
曹
丕
撰
で
あ
る
と
い
う
眞
僞
は
不
明
）『
列
異

傳
』
を
指
す
か
、
と
す
る
。
た
だ
し
、
魯
迅
『
古
小
説
鉤
沈
』
の

『
列
異
傳
』
に
該
當
條
な
し
。
類
話
も
み
つ
か
ら
ず
。
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07
①續

搜
神
記
曰
襄
城
李
䫃
其
父
為
人
強
正
不
信
妖
耶
有
一
宅
由
来
凶
不

可
居
〻
者
輒
死
父
便
買
居
之
多
年
安
吉
子
孫
昌
為
二
千
石
也
會
内
外
親

戚
酒
食
既
行
李
乃
言
曰
天
下
竟
有
𠮷
凶
此
宅
由
来
言
凶
自
吾
居
之
多
安

吉
乃
得
遷
官
鬼
為
何
在
也
語
訖
如
廁
湏
㬰
有
一
物
如
巻
席
大
高
五
尺
許

正
白
便
還
取
刀
更
往
斫
之
中
断
便
化
為
兩
人
復
横
斫
之
又
成
四
便
奪
取

刀
反
斫
李
煞
其
子
弟
凢
姓
李
必
死
唯
異
姓
無
他
也

07
②

『
續
捜
神
記
』
曰
、「
襄
城
李
䫃
、
其
父
爲
人
強
正
、
不
信
妖

□邪
。
有

一
宅
由
來
凶
不
可
居
。
居
者
輒
死
。
父
便
買
居
之
。
多
年
安
吉
、
子
孫

昌
爲
二
千
石
也
。
會
内
外
親
戚
、
酒
食
既
行
。
李
乃
言
曰
、『
天
下
竟
有

吉
凶
。
此
宅
由
來
言
凶
、
自
吾
居
之
多
安
吉
、
乃
得
遷
官
。
鬼
爲
何
在

也
。』
語
訖
、
如
廁
。
須
臾
有
一
物
。
如
卷
席
大
、
高
五
尺
許
、
正
白
。

便
還
取
刀
、
更
往
斫
之
。
中
斷
便
化
爲
兩
人
、
復
橫
斫
之
、
又
成
四
。
便

奪
取
刀
、
反
斫
李
、
殺
其
子
弟
。
凡
姓
李
必
死
。
唯
異
姓
無
他
也
。」

07
③

『
續
搜
神
記
』
に
曰
く
、「

（
一
）

襄
城
の
李
䫃
、
其
の
父
の
人
爲
る
や
強
正
、

妖
邪
を
信
ぜ
ず
。
一
宅
の
由
來
凶
に
し
て
居
る
べ
か
ら
ざ
る
有
り
。
居

る
者
輒
ち
死
す
。
父
便
ち
買
ひ
て
之
に
居
る
。
多
年
安
吉
に
し
て
、
子

孫

　

さ
か昌

　

へ
て
二
千
石
と
爲
る
な
り
。
内
外
の
親
戚
を
會
し
、
酒
食
既
に
行

は
る
。
李
乃
ち
言
ひ
て
曰
く
、『
天
下
竟
に
吉
凶
有
ら
ん
や
。
此
の
宅

由
來
凶
と
言
へ
ど
も
、
吾
之
に
居
り
て
自
り
多
く
安
吉
に
し
て
、
乃
ち

遷
官
を
得
た
り
。
鬼

な
ん
す

爲
何
れ
ぞ
在
ら
ん
や
。』
と
。
語
り
訖
り
て
、
廁
に

ゆ如
く
。
須
臾
に
し
て
一
物
有
り
。
席
を
卷
く
が
如
く
大
に
し
て
、
高
さ

五
尺
許
り
、
正
に
白
し
。
便
ち
還
り
て
刀
を
取
り
て
、
更
め
て
往
き
て

之
を
斫
る
。

あ
た中

り
て
斷
て
ば
便
ち
化
し
て
兩
人
と
爲
り
、
復
た
橫
ざ
ま

に
之
を
斫
れ
ば
、
又
た
四
と
成
る
。
便
ち
奪
ひ
て
刀
を
取
り
、
反
り
て

李
を
斫
り
、
其
の
子
弟
を
殺
す
。
凡
そ
姓
李
な
る
も
の
必
ず
死
す
。
唯

だ
異
姓
他
無
き
な
り
。」
と
。

07
④

(

一)

現
行
十
卷
本
『
搜
神
後
記
』
卷
七
に
み
え
る
。

　

08
①又

曰
謝
顕
之
家
義
凞
七
年
忽
有
塼
﹇
一
﹈
瓦
扵
空
中
擲
其
家
物
皆
破
敗
如

此
積
日
顕
之
税
曰
若
是
善
神
當
為
人
作
善
若
我
有
犯
神
事
當
告
我
罪
卒

有
塼
數
百
枚
顯
之
大
□
乃
出
移
居
之
百
許
曰
顯
往
看
宅
見
一
人
著
朱
衣

進
賢
冠
謂
顕
之
曰
君
豈
能
以
一
食
朱
恵
之
答
云
即
擧
蘿
飯
与
之
其
自
以

衣
裏
之
銭
廿
八
併
以
与
之
臨
𠮷
語
顕
之
君
可
還
宅
住
顕
之
便
移
遂
無
復

他
也
□
□
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﹇
一
﹈

　

頭
注
「
塼
曰
甎
又

」
と
あ
り
。

08
②又

曰
、「
謝
顯
之
家
、
義
熙
七
年
、
忽
有
塼
瓦
於
空
中
擲
其
家
。
物
皆

破
敗
。
如
此
積
日
。
顯
之

●祝
曰
、『
若
是
善
神
、
當
爲
人
作
善
。
若
我
有

犯
神
事
、
當
告
我
罪
。』
卒
有
塼
數
百
枚
、
顯
之
大
□
乃
出
移
居
之
。
百

許
日
、
顯
往
看
宅
、
見
一
人
著
朱
衣
・
進
賢
冠
。
謂
顯
之
曰
、『
君
豈
能

以
一
食
〔

●朱
〕
惠
之
。』
答
云
、『
卽
擧

●籮
飯
與
之
。』
其
自
以
衣
裏
之
、

錢
廿
八
併
以
與
之
。
臨

●告
語
顯
之
『
君
可
還
宅
住
。』
顯
之
便
移
、
遂
無

復
他
也
。」

08
③又

た
曰
く
、「

（
一
）

謝
顯
之
の
家
、
義
熙
七
年
、
忽
ち
塼
瓦
の
空
中
に
於

て
其
の
家
に
擲
ぐ
る
有
り
。
物
皆
破
敗
す
。
此
く
の
如
く
し
て
日
を
積

む
。
顯
之
祝
し
て
曰
く
、『
若
し
是
れ
善
神
な
れ
ば
、
當
に
人
の
爲
に
善

を
作
す
べ
し
。
若
し
我
神
事
を
犯
す
こ
と
有
れ
ば
、
當
に
我
が
罪
を
告

ぐ
べ
し
。』
と
。
卒
に
塼
の
數
百
枚
有
り
、
顯
之
大
い
に
□
し
、
乃
ち
出

で
て
移
り
て
之
に
居
る
。
百
許
日
し
て
、
顯
往
き
て
宅
を
看
れ
ば
、
一

人
の
朱
衣
・
進
賢
冠
を
著
く
る
を
見
る
。
顯
之
に
謂
ひ
て
曰
く
、『
君
豈

能
く
一
食
を
以
て
之
に
惠
ま
ん
。』
と
。
答
へ
て
云
ふ
、『
卽
ち
籮
飯
を
舉

げ
て
之
に
與
へ
ん
。』
と
。
其
れ
自
ら
衣
を
以
て
之
を

つ
つ裏

み
、
錢
二
十
八

を
併
せ
て
以
て
之
に
與
ふ
。
臨
み
て
顯
之
に
告
語
し
、『
君
宅
に
還
り

て
住
む
べ
し
。』
と
。
顯
之
便
ち
移
り
、
遂
に
復
た
他
無
き
な
り
。」
と
。

08
④

(

一)

現
行
十
卷
本
『
搜
神
後
記
』
に
は
み
え
ず
。
類
話
も
み
つ
か
ら
ず
。

　

09
①甄

異
記
曰
義
凞
四
年
丹
楊
張
炤
家
失
衣
物
意
人
偸
之
忽
聞
空
中
言
還

汝
便
見
所
失
物
在
故
處
尋
又
偸
蔵
炤
妾
遍
素
不
得
住
曰
乃
見
兩
脚
在
廁

屋
中
猶
隱
其
身
炤
抜
刀
欲
斫
便
反
取
唯
見
刀
刃
来
逼
向
人
擧
家
驚
懼
太

傅
参
□
□
慶
子
自
云
不
畏
此
鬼
欲
為
厭
却
往
到
炤
家
正
食
鬼
以
一
升
矯

載
捉
其
柈
中
炤
乃
祀
而
謝
之
於
是
不
復
寝
犯
也

09
②

『
甄
異
記
』
曰
、「
義
熙
四
年
、
丹
楊
張
炤
家
、
失
衣
物
。
意
人
偸
之
。

忽
聞
空
中
言
。『
還
汝
。』
便
見
所
失
物
在
故
處
。
尋
又
偸
藏
炤
妾
、
遍

□索
不
得
。
住
曰
、『
乃
見
兩
脚
在
廁
屋
中
。
猶
隱
其
身
。』
炤
拔
刀
欲
斫
、

便
反
取
。
唯
見
刀
刃
來
逼
向
人
。
擧
家
驚
懼
。
太
傅
參
□
□
慶
子
自
云

『
不
畏
此
鬼
。
欲
爲
厭
。』
却
往
到
炤
家
。
正
食
鬼
、
以
一
升
矯
、
載
捉

其
槃
中
。
炤
乃
祀
而
謝
之
。
於
是
不
復

●侵
犯
也
。」

09
③

『
甄
異
記
』
に
曰
く
、「

（
一
）

義
熙
四
年
、
丹
楊
の
張
炤
の
家
、
衣
物
を
失

ふ
。
人
の
之
を
偸
む
を
意
ふ
。
忽
ち
空
中
の
言
を
聞
く
。『
汝
に
還
さ
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ん
。』
と
。
便
ち
失
ふ
所
の
物
故
處
に
在
る
を
見
る
。
尋
い
で
又
た
炤

の
妾
偸
藏
さ
れ
、
遍
く
索
む
る
も
得
ず
。
住
曰
く
、『
乃
ち
兩
脚
の
廁
屋

中
に
在
る
を
見
る
。
猶
ほ
其
の
身
を
隱
す
が
ご
と
し
。』
と
。
炤

刀
を

拔
き
て
斫
ら
ん
と
欲
す
れ
ば
、
便
ち
反
っ
て
取
ら
る
。
唯
だ
刀
刃
の
來

た
り
て
人
に
逼
り
向
か
ふ
を
見
る
。
家
を
舉
げ
て
驚
懼
す
。
太
傅
參
□

□
慶
子
自
ら
云
ふ
、『
此
の
鬼
を
畏
れ
ず
。
厭
を
爲
さ
ん
と
欲
す
。』
と
。

却
り
て
往
き
て
炤
家
に
到
る
。
正
に
鬼
を
食
せ
ん
と
し
、
一
升
の
矯
を

以
て
、
載
せ
て
其
の

た
ら
い

槃
の
中
に
捉
ふ
。
炤
乃
ち
祀
り
て
之
に
謝
す
。
是

に
於
て
復
た
侵
犯
せ
ざ
る
な
り
。」
と
。

09
④

(

一)

『
甄
異
記
』
は
、『
隋
志
』
史
部
雜
傳
類
に
『
甄
異
傳
』
三
卷
晉
西

戎
主
簿
戴
祚
撰
と
著
錄
さ
れ
る
。
魯
迅
『
古
小
説
鉤
沈
』
に
收
錄

さ
れ
る
『
甄
異
傳
』
に
は
、
こ
の
話
は
み
え
な
い
。
類
話
も
み
つ

か
ら
ず
。

　

10
①許

遜
別
傳
曰
煖
環
居
宅
十
年
之
中
兒
子
奴
婢
廿
人
死
亡
是
非
宅
之
殃

見
有
一
鬼
在
大
樹
上
輒
為
禍
害
伐
此
樹
但
聞
樹
上
啾
〻
作
鼓
吹
音
流
嚮

出
宅
去
環
自
此
平
安
也
□
□

10
②

『
許
遜
別
傳
』
曰
、「
煖
環
居
宅
、
十
年
之
中
、
兒
子
奴
婢
廿
人
死
亡
。

是
非
宅
之
殃
。
見
有
一
鬼
在
大
樹
上
、
輒
爲
禍
害
。
伐
此
樹
、
但
聞
樹

上
啾
啾
作
鼓
吹
、
音
流
嚮
、
出
宅
去
。
環
自
此
平
安
也
。」

10
③

『
許
遜
別
傳
』
に
曰
く
、「

（
一
）

煖
環
の
居
宅
、
十
年
の
中
、
兒
子
奴
婢
廿

人
死
亡
す
。
是
れ
宅
の
殃
に
非
ず
。
一
鬼
の
大
樹
上
に
在
り
て
有
る
を

見
れ
ば
、
輒
ち
禍
害
を
爲
す
。
此
の
樹
を
伐
れ
ば
、
但
だ
樹
上
に
啾
啾

と
鼓
吹
を
作
す
を
聞
き
、
音
流
れ

ひ
び嚮

き
、
宅
を
出
で
て
去
る
。
環
此

れ
自
り
平
安
な
り
。」
と
。

10
④

(

一)

『
許
遜
別
傳
』
は
、『
隋
志
』
に
著
錄
な
し
。
六
朝
の
道
士
許
遜
の

傳
記
と
考
え
ら
れ
る
。『
藝
文
類
聚
』、『
太
平
御
覽
』
に
そ
れ
ぞ
れ

佚
文
が
い
く
つ
か
あ
る
が
、
こ
の
『
天
地
瑞
祥
志
』
の
内
容
は
み

ら
れ
な
い
。『
本
邦
殘
存
』
史
部
雜
傳
類
は
こ
の
條
の
み
を
収
錄

す
る
。

　

11
①幽

明
録
曰
王
輔
𠻸
讀
易
輒
咲
鄭
玄
為
儒
云
老
奴
無
意
于
時
夜
分
忽
聞

外
閣
音
須
臾
便
進
自
云
鄭
玄
責
之
曰
君
年
少
何
軽
穿
數
鑿
久
勾
而
妾
譏

極
有
忿
色
言
竟
使
退
輔
𠻸
心
生
畏
悪
経
少
時
遇
厲
疾
而
卒
也
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11
②

『
幽
明
錄
』
曰
、「
王
輔
嗣
讀
『
易
』、
輒
笑
鄭
玄
爲
儒
、
云
、『
老
奴

無
意
。』
于
時
夜
分
、
忽
然
聞
外
閣
音
。
須
臾
便
進
、
自
云
鄭
玄
。
責
之

曰
、『
君
年
少
何
輕
穿
、
數
鑿

□文
□句

而
□妄

譏
。』
極
有
忿
色
、
言
竟
、

□便

退
。
輔
嗣
心
生
畏
惡
。
經
少
時
、
遇
厲
疾
而
卒
也
。

11
③

『
幽
明
錄
』
に
曰
く
、「

（
一
）

王
輔
嗣
『
易
』
を
讀
み
て
、
輒
ち
鄭
玄
の
儒

爲
る
を
笑
ひ
て
、
云
ふ
、『
老
奴
意
無
し
。』
と
。
時
に
于
い
て
夜
分
、

忽
然
と
外
の
閣
に
音
を
聞
く
。
須
臾
に
し
て
便
ち
進
み
、
自
ら
鄭
玄
な

り
と
云
ふ
。
之
を
責
め
て
曰
く
、『
君
年
少
に
し
て
何
ぞ
輕
し
く
穿
ち
、

數
ば
文
句
を
鑿
ち
、
妄
り
に
譏
ら
ん
。』
と
。
極
め
て
忿
色
有
り
、
言
お竟

は
り
て
、
便
ち
退
く
。
輔
嗣
心
に
畏
惡
を
生
ず
。
少
時
を
經
て
、
厲
疾

に
遇
ひ
て
卒
す
る
な
り
。」
と
。

11
④

(

一)

『
幽
明
錄
』（
魯
迅
『
古
小
説
鉤
沈
』
で
は
第
九
八
條
。『
藝
文
類

聚
』
巻
七
九
・
靈
異
部
下
・
神
、『
太
平
御
覽
』
卷
八
三
三
、『
續

談
助
』
巻
四
所
引
）
に
み
え
る
。

　

12
①幽

明
録
曰
有
新
死
鬼
未
半
年
形
瘦
疲
忽
見
生
時
友
人
死
鬼
来
廿
年
肥

健
相
問
新
鬼
曰
餓
殆
不
自
存
若
知
方
便
久
鬼
云
此
甚
易
耳
但
為
人
作
恠

人
必
怖
當
与
卿
食
新
鬼
往
入
東
頭
一
家
奉
佛
不
得
恠
進
西
廂
有
磨
﹇
一
﹈
鬼

如
人
推
家
主
言
鬼
神
助
磨
至
暮
磨
數
十
斛
麦
鬼
疲
頓
乃
去
遂
罵
久
鬼
卿

何
誰
我
助
人
不
得
一
飲
久
鬼
曰
卿
自
不
遇
耳
此
二
家
奉
佛
道
以
至
心
能

澸
﹇
二
﹈
動
天
地
今
去
可
覔
門
前
竹
竿
家
往
為
作
恠
即
往
果
門
入
見
一
女
子

共
食
鬼
便
令
空
中
行
其
家
見
之
惶
怖
生
来
未
有
此
恠
卜
占
云
有
客
鬼
素

食
可
打
物
并
甘
菓
酒
飯
於
中
𨓀
祀
之
鬼
果
大
得
食
此
後
恒
作
妖
恠
是
鬼

之
業
也

﹇
一
﹈
魔
歟
と
の
傍
書
あ
り
。
た
だ
し
、
文
意
か
ら
す
れ
ば
、「
磨
」
の

ま
ま
で
よ
い
。

﹇
二
﹈
感
歟
と
の
傍
書
あ
り
。

12
②

『
幽
明
錄
』
曰
、「
有
新
死
鬼
。
未
半
年
、
形
瘦
疲
。
忽
見
生
時
友
人
死

鬼
。
來
廿
年
、
肥
健
。
相
問
。
新
鬼
曰
、『
餓
殆
不
自
存
。
若
知
方
便
。』

久
鬼
云
、『
此
甚
易
耳
。
但
爲
人
作
怪
、
人
必
大
怖
、
當
與
卿
食
。』
新
鬼

往
入
東
頭
一
家
。
奉
佛
不
得
怪
。
進
西
廂
、
有
磨
。
鬼
如
人
推
。
家
主

言
、『
鬼
神
助
磨
。』
至
暮
、
磨
數
十
斛
麥
。
鬼
疲
頓
乃
去
。
遂
罵
久
鬼
。

『
卿
何
誰
我
助
人
不
得
一
飲
。』
久
鬼
曰
、『
卿
自
不
遇
耳
。
此
二
家
奉
佛
・

道
、
以
至
心
能

○感
動
天
地
。
今
去
可
覓
門
前
竹
竿
家
往
爲
作
怪
。』
卽
往

果
門
入
、
見
一
女
子
共
食
。
鬼
便
令
空
中
行
。
其
家
見
之
惶
怖
。
生
來
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未
有
此
怪
。
卜
占
云
、『
有
客
鬼

□索
食
。
可
打
物
并
甘
菓
酒
飯
、
於
中
庭

祀
之
。』
鬼
果
大
得
食
。
此
後
恒
作
妖
怪
。
是
鬼
之
業
也
。」

12
③

『
幽
明
錄
』
に
曰
く
、「

（
一
）

新
た
に
死
す
る
鬼
有
り
。
未
だ
半
年
な
ら
ず

し
て
、
形
瘦
せ
疲
る
。
忽
ち
生
時
の
友
人
の
死
鬼
に
見
ふ
。
來
た
る
こ

と
廿
年
、
肥
健
な
り
。
相
ひ
問
ふ
。
新
鬼
曰
く
、『
餓
え
て
殆
ど
自
ら
存

せ
ず
。

な
ん
じ

若

方
便
を
知
る
や
い
な
や
。』
と
。
久
鬼
云
ふ
、『
此
れ
甚
だ
易

き
の
み
。
但
だ
人
の
爲
に
怪
を
作
さ
ば
、
人
必
ず
大
い
に
怖
れ
、
當
に

卿
に
食
を
與
ふ
べ
し
。』
と
。
新
鬼
往
き
て
東
頭
の
一
家
に
入
る
。
佛
を

奉
じ
て
怪
し
む
を
得
ず
。
西
廂
に
進
み
て
、
磨
有
り
。
鬼
人
の
如
く
推

す
。
家
主
言
ふ
。『
鬼
神
磨
を
助
く
。』
と
。
暮
に
至
る
ま
で
、
數
十
斛

の
麥
を
磨
す
。
鬼
疲
頓
し
乃
ち
去
る
。
遂
に
久
鬼
を
罵
る
。『
卿
何
す

れ
ば
誰
か
我
人
を
助
け
て
一
飲
も
得
ざ
ら
ん
。』
と
。
久
鬼
曰
く
、『
卿

自
ら
遇
は
ざ
る
の
み
。』
と
。
此
の
二
家
佛
・
道
を
奉
じ
、
至
心
を
以

て
能
く
天
地
を
感
動
す
。
今
去
り
て
門
前
に
竹
竿
あ
る
家
を
覓
め
て
往

き
て
爲
に
怪
を
作
す
べ
し
。』
と
。
卽
ち
往
き
て
果
し
て
門
に
入
れ
ば
、

一
女
子
の
共
に
食
す
る
を
見
る
。
鬼
便
ち
空
中
を
行
か
し
む
。
其
の
家

之
を
見
て
惶
怖
す
。
生
來
未
だ
此
の
怪
有
ら
ず
。
卜
占
云
ふ
、『
客
鬼
の

食
を

も
と索

む
る
有
り
。
物
を
打
ち
甘
菓
酒
飯
を
并
べ
て
、
中
庭
に
於
て
之

を
祀
る
べ
し
。』
と
。
鬼
果
し
て
大
い
に
食
を
得
た
り
。
此
の
後
恒
に

妖
怪
を
作
す
。
是
れ
鬼
の
業
な
り
。」
と
。

12
④

(

一)

『
幽
明
錄
』（
魯
迅
『
古
小
説
鉤
沈
』
で
は
第
二
五
五
條
。『
太
平

廣
記
』
卷
三
二
一
・
鬼
六
所
引
）
に
み
え
る
。

　

13
①京

房
易
曰
鬼
夜
哭
何
君
有
尸
禄
臣
有
素
飡
朝
有
苞
苴
員
乗
之
人
賢
知

異
望
萬
民
永
畔
則
致
鬼
哭
不
救
疾
病
大
行
國
将
虚
空
其
救
賢
正
位
擧
士

争
博
問
遇
求
福
易
曰
載
鬼
一
車
遇
雨
則
𠮷
者
陰
陽
和
為
雨
是
君
臣
和
乃

鬼
灾
消
也

金
海
曰
鬼
哭
晝
夜
聲
不
出
一
年
兵
戦

董
仲
舒
五
行
逆
従
曰
人
君
蕳
宗
廟
不
禱
各
及
於
水
則
鬼
夜
哭

淮
南
子
曰
倉
頡
作
書
鬼
夜
哭
□
□

晋
陽
秋
曰
苻
坚
未
敗
長
安
市
鬼
夜
哭
一
月
乃
止

鬼
夜
呼
人
長
子
名
曰
白
頭
雞
之
精
以
狗
屎
塗
門
則
已
鬼
夜
呼
人
父
名

黒
頭
雞
之
精
合
□
塗
門
自
死
則
已
鬼
夜
呼
人
母
﹇
一
﹈
名
黃
雞
赤
頭
之
精
取

其
尾
著
𥧄
上
煞
之
鬼
夜
呼
中
子
名
白
腹
黒
毛
赤
雞
之
精
煞
之
則
已
夜
見

女
子
戴
燭
行
者
視
其
所
入
中
有
玉
白
頭
丈
人
好
㫪
者
人
見
以
拔
呼
宜
禾

䅽
室
中
有
鬼
則
聞
鼓
聲
以
家
應
之
則
已
鬼
夜
榑
人
門
以
桃
弓
葦
矢
射
之

﹇
一
﹈「
母
」、
尊
経
閣
本
は
「
毋
」
に
作
る
。
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13
②

『
京
房
易
』
曰
、「
鬼
夜
哭
、
何
。
君
有
尸
禄
、
臣
有
素
餐
、
朝
有
苞

苴
。
員
乘
之
人
、
賢
知
異
望
。
萬
民
永
畔
、
則
致
鬼
哭
。
不
救
、
疾
病

大
行
、
國
將
虛
空
。
其
救
、
賢
正
位
、
擧
士
爭
博
、
問
遇
求
福
。」『
易
』

曰
、「
載
鬼
一
車
、
遇
雨
則
吉
者
。」
陰
陽
和
爲
雨
。
是
君
臣
和
、
乃
鬼

災
消
也
。

『
金
海
』
曰
、「
鬼
哭
晝
夜
聲
、
不
出
一
年
、
兵
戰
。」

董
仲
舒
五
行
逆

□順
曰
、「
人
君

□簡
、
宗
廟
不
禱
、

□咎
及
於

□外
、
則
鬼

夜
哭
。」

『
淮
南
子
』
曰
、「
倉
頡
作
書
、
鬼
夜
哭
。」

『
晉
陽
秋
』
曰
、「
苻
堅
未
敗
、
長
安
市
、
鬼
夜
哭
。
一
月
乃
止
。」

鬼
夜
呼
人
長
子
名
、
曰
白
頭
雞
之
精
。
以
狗
屎
塗
門
、
則
已
。
鬼
夜

呼
人
父
名
、
黑
頭
雞
之
精
、
合
□
塗
門
、
自
死
、
則
已
。
鬼
夜
呼
人
母

名
、
黃
雞
赤
頭
之
精
。
取
其
尾
著
竃
上
、
殺
之
。
鬼
夜
呼
中
子
名
、
白

腹
黑
毛
赤
雞
之
精
。
殺
之
、
則
已
。
夜
見
女
子
戴
燭
行
者
、
視
其
所
入

中
、
有
玉
白
頭
。
丈
人
好
舂
者
、
人
見
以
拔
呼
、
宜
禾

□穀
。
室
中
有
鬼
、

則
聞
鼓
聲
。
以
家
應
之
、
則
已
。
鬼
夜
搏
人
門
、
以
桃
弓
・
葦
矢
射
之
。

13
③

『
京
房
易
』
に
曰
く
、「

（
一
）

鬼
夜
に
哭
す
と
は
、
何
ぞ
。
君
に
尸
禄
有

り
、
臣
に
素
餐
有
り
、
朝
に
苞
苴
有
り
。
員
乘
の
人
と
、
賢
知
と
望
を

異
に
す
。
萬
民
永
へ
に

そ
む畔

け
ば
、
則
ち
鬼
の
哭
す
る
を
致
す
。
救
は
ざ

れ
ば
、
疾
病
大
い
に
行
は
れ
、
國
將
に
虛
空
な
ら
ん
と
す
。
其
の
救
ひ

は
、
賢
位
を
正
し
、
士
を
舉
げ
て
博
を
爭
は
し
め
、
遇
を
問
ひ
て
福
を

求
む
る
な
り
」。
と
。『
易
』
に
曰
く
、「
鬼
を
載
す
る
こ
と
一
車
、
雨
に

遇
へ
ば
則
ち
吉
な
る
者
な
り
。」
と
は
、
陰
陽
和
し
て
雨
と
爲
る
。
是
れ

君
臣
和
す
れ
ば
、
乃
ち
鬼
災
消
ゆ
る
な
り
。

『
金
海
』
に
曰
く
、「

（
二
）

鬼
晝
夜
に
哭
し
て
聲
あ
ら
ば
、
一
年
を
出
で
ず

し
て
、
兵
戰
ふ
。」
と
。

董
仲
舒
五
行
逆
順
に
曰
く
、「

（
三
）

人
君
簡
に
し
て
、
宗
廟
禱
ら
ず
、
咎

外
に
及
べ
ば
、
則
ち
鬼
夜
哭
す
。」
と
。

『
淮
南
子
』
に
曰
く
、「

（
四
）

倉
頡
書
を
作
り
て
、
鬼
夜
哭
す
。」
と
。

『
晉
陽
秋
』
に
曰
く
、「

（
五
）

苻
堅
未
だ
敗
れ
ざ
り
し
と
き
、
長
安
の
市
、

鬼
夜
哭
す
。
一
月
し
て
乃
ち
止
む
。」
と
。

（
六
）

鬼
夜
に
人
の
長
子
の
名
を
呼
ぶ
は
、
白
頭
雞
の
精
と
曰
ふ
。
狗
屎
を

以
て
門
に
塗
れ
ば
、
則
ち
已
む
。
鬼
夜
に
人
の
父
の
名
を
呼
ぶ
は
、
黑

頭
雞
の
精
な
り
。
□
を
合
し
て
門
に
塗
れ
ば
、
自
ら
死
し
て
、
則
ち
已

む
。
鬼
夜
に
人
の
母
の
名
を
呼
ぶ
は
、
黃
雞
赤
頭
の
精
な
り
。
其
の
尾

を
取
り
て
竈
の
上
に
著
く
れ
ば
、
之
を
殺
す
。
鬼
夜
に
中
子
の
名
を
呼

ぶ
は
、
白
腹
黑
毛
赤
雞
の
精
な
り
。
之
を
殺
せ
ば
、
則
ち
已
む
。
夜
女

子
の
燭
を
戴
せ
て
行
く
者
を
見
、
其
の
入
る
所
の
中
を
視
れ
ば
、
玉
の

– 145 –



白
頭
有
り
。
丈
人
の
舂
づ
く
を
好
む
者
、
人

あ
ら
わ

見
る
れ
ば
、
拔
を
以
て
呼

べ
ば
、
禾
穀
に
宜
し
。
室
中
に
鬼
有
れ
ば
、
則
ち
鼓
聲
を
聞
く
。
家
を

以
て
之
に
應
ず
れ
ば
、
則
ち
已
む
。
鬼
夜
人
門
を

う搏
て
ば
、
桃
弓
・
葦

矢
を
以
て
之
を
射
る
。

13
④

(

一)

『
隋
書
』
卷
二
三
、
五
行
志
下
「
夜
妖
」
に
「
京
房
『
易
飛
候
』
曰
、

「
鬼
夜
哭
、
國
將
亡
。」
と
あ
る
。
ま
た
、『
唐
開
元
占
經
』
卷
一
一

三
・
鬼
吟
哭
、『
周
易
』
上
九
に
も
文
の
一
部
に
つ
い
て
類
似
表
現

が
み
え
る
。

(

二)

『
金
海
』
は
『
隋
志
』
子
部
兵
家
類
に
著
錄
さ
れ
る
。
三
十
卷
。

蕭
吉
撰
。『
本
邦
殘
存
』
に
こ
の
條
が
收
錄
さ
れ
る
。
他
に
類
書

の
引
用
な
し
。

(

三)

五
行
逆
順
は
、
董
仲
舒
『
春
秋
繁
露
』
の
篇
名
で
あ
り
、
こ
の
文

が
み
え
る
。
ま
た
、
こ
の
文
は
、『
唐
開
元
占
經
』
卷
一
一
三
・
鬼

吟
哭
及
び
、『
太
平
御
覽
』
巻
八
八
三
に
引
用
さ
れ
る
。

(

四)

『
淮
南
子
』
本
經
訓
に
み
え
る
。

(

五)

『
説
郛
』
第
五
十
九
『
續
晉
陽
秋
』
に
類
似
表
現
が
み
え
る
。『
唐

開
元
占
經
』
卷
一
一
三
・
鬼
吟
哭
及
び
『
淵
鑑
類
函
』
卷
三
二
○
・

靈
異
部
一
・
鬼
二
は
、
同
文
を
『
晉
陽
秋
』
の
も
の
と
す
る
。
ま

た
『
唐
開
元
占
經
』
で
は
、（
一
）
の
京
房
曰
の
引
用
文
の
閒
に

「『
晉
陽
秋
』
曰
、
符
堅
未
敗
、
常
安
市
鬼
夜
哭
、
一
月
乃
止
。」
と

引
用
さ
れ
て
い
る
。

(

六)

出
處
不
詳
。『
天
地
瑞
祥
志
』
同
卷
、
物
精
項
に
引
用
さ
れ
る
『
白

澤
精
怪
圖
』
に
類
似
し
た
諸
々
の
精
に
關
す
る
文
章
が
あ
る
。

　

14
①抱

朴
子
曰
以
明
鏡
懸
於
背
後
則
老
魅
不
敢
近
人
也

14
②

『
抱
朴
子
』
曰
、「
以
明
鏡
懸
於
背
後
、
則
老
魅
不
敢
近
人
也
。」

14
③

『
抱
朴
子
』
に
曰
く
、「

（
一
）

明
鏡
を
以
て
背
後
に
懸
く
れ
ば
、
則
ち
老
魅

敢
て
人
に
近
づ
か
ざ
る
な
り
。」
と
。

14
④

(

一)

『
抱
朴
子
』
内
篇
登
渉
篇
に
み
え
る
。

　

15
①㽵

子
曰
𥖜
雞
於
戸
懸
葦
其
上
臿
桃
其
旁
連
灰
其
下
童
子
人
而
不
畏
鬼

而
鬼
畏
之
是
智
不
如
童
子
也

括
地
圖
曰
桃
都
山
有
大
桃
樹
枝
三
千
里
上
有
金
雞
下
有
二
神
〈
一
名

鬱
一
名
壘
〉
並
執
葦
索
伺
不
祥
之
鬼
天
将
平
旦
金
雞
飛
下
食
諸
悪
鬼
〻
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見
金
雞
二
神
皆
走
遠
去
之
故
天
下
有
悪
疫
病
者
以
神
名
葦
索
金
雞
之
字

懸
門
戸
之
上
也

15
②

『
莊
子
』
曰
、「

□磔
雞
於
戸
、
懸
葦
其
上
、
挿
桃
其
旁
、
連
灰
其
下
、
童

子
□入

而
不
畏
鬼
、
而
鬼
畏
之
。
是
智
不
如
童
子
也
。」

『
括
地
圖
』
曰
、「
桃
都
山
有
大
桃
樹
、
枝
三
千
里
、
上
有
金
雞
、
下

有
二
神
〈
一
名
鬱
、
一
名
壘
。〉
竝
執
葦
索
、
伺
不
祥
之
鬼
。」
天
將
平

旦
、
金
雞
飛
下
、
食
諸
惡
鬼
。
鬼
見
金
雞
・
二
神
皆
走
、
遠
去
。
之
故

天
下
有
惡
疫
病
者
、
以
神
名
葦
索
・
金
雞
之
字
、
懸
門
戸
之
上
也
。

15
③

『
莊
子
』
に
曰
く
、「

（
一
）

雞
を
戸
に
磔
け
、
葦
を
其
の
上
に
懸
け
、
桃
を
其

の
旁
に
挿
し
、
灰
を
其
の
下
に
連
ぬ
れ
ば
、
童
子
入
り
て
鬼
を
畏
れ
ず
、

而
れ
ど
も
鬼
之
を
畏
る
。
是
れ
智
童
子
に
如
か
ざ
れ
ば
な
り
。」
と
。

『
括
地
圖
』
に
曰
く
、「

（
二
）

桃
都
山
に
大
桃
樹
有
り
、
枝
三
千
里
、
上
に

金
雞
有
り
、
下
に
二
神
有
り
〈
一
名
鬱
、
一
名
壘
。〉
竝
び
に
葦
索
を
執

り
て
、
不
祥
の
鬼
を
伺
ふ
。」
と
。

（
三
）

天
將
に
平
旦
な
ら
ん
と
す
る
と
き
、

金
雞
飛
び
下
り
、
諸
惡
鬼
を
食
ら
ふ
。
鬼
金
雞
・
二
神
を
見
て
皆
走
り
、

遠
く
に
去
る
。
之
故
に
天
下
に
惡
疫
病
有
れ
ば
、
神
名
の
葦
索
・
金
雞

の
字
を
以
て
、
門
戸
の
上
に
懸
く
る
な
り
。

15
④

(

一)

現
行
『
莊
子
』
に
は
み
え
ず
。
梁
・
宗
懍
『
荊
楚
歳
時
記
』
正
月

七
日
項
の
隋
・
杜
公
瞻
注
及
び
『
藝
文
類
聚
』
巻
八
六
・
菓
部
上
・

桃
に
『
莊
子
』
か
ら
と
し
て
引
用
さ
れ
る
。

(

二)

無
名
氏
撰
『
括
地
圖
』
は
『
隋
志
』
に
著
錄
な
し
。
梁
・
宗
懍
『
荊

楚
歳
時
記
』
正
月
七
日
隋
・
杜
公
瞻
注
に
こ
の
文
に
類
似
し
た
佚

文
が
み
え
る
。
ま
た
、
同
じ
よ
う
な
『
括
地
圖
』
の
佚
文
が
『
太

平
御
覽
』
卷
二
九
・
時
序
部
十
四
・
元
日
、『
類
説
』
卷
六
、『
天

中
記
』
卷
四
・
元
日
な
ど
に
引
用
さ
れ
る
。『
括
地
圖
』
を
出
處
と

す
る
の
で
な
け
れ
ば
、
桃
都
山
に
つ
い
て
の
同
言
説
（
鬼
に
関
す

る
内
容
は
含
ま
れ
な
い
こ
と
も
あ
る
）
は
、
晉
・
郭
氏
撰
『
玄
中

記
』、
晋
・
袁
山
松
撰
『
郡
國
志
』、
梁
・
任
昉
撰
『
述
異
記
』
卷

下
、
梁
・
元
帝
蕭
繹
撰
『
金
樓
子
』
卷
五
な
ど
（
前
二
者
は
類
書

引
用
の
佚
文
）
に
も
み
え
る
。
似
た
よ
う
な
文
が
『
論
衡
』
が
引

く
『
山
海
經
』
に
も
あ
る
。
鬼
門
の
故
事
で
あ
る
。

(
三)

「
天
將
平
旦
」
以
下
は
、『
括
地
圖
』
の
佚
文
と
し
て
み
つ
か
ら

ず
、
他
の
書
を
出
典
と
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
た
だ
し
、
い

ま
の
と
こ
ろ
出
典
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
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七
、

魂
魄

【
概
要
】
魂
魄
に
つ
い
て
の
言
説
を
載
せ
る
。
引
用
さ
れ
る
の
は
、『
春

秋
左
氏
傳
』
及
び
『
楚
辭
』「
招
魂
」
の
み
で
あ
る
。『
楚
辞
』
は
王
逸

注
を
引
用
し
な
が
ら
も
、
一
部
に
京
房
や
洪
範
の
言
説
な
ど
を
利
用
し

た
薩
守
真
に
よ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
注
が
ま
じ
る
。（
佐
野
誠
子
）

01
①魂

魄
〈
胡
昆
反
平
普
格
反
入
〉

左
氏
傳
昭
七
年
子
産
對
趙
景
子
曰
人
生
始
化
曰
魄
既
生
魄
陽
曰
魂
〈
杜

預
曰
魄
形
也
陽
氣
〉
用
物
精
多
則
魂
強
是
以
有
精
爽
至
於
神
明
返
失
返

婦
強
死
其
魂
魄
獨
能
憑
依
於
人
以
以
爲
淫
厲
況
復
良
雷
乎
□
□

01
②魂

魄
〈
胡
昆
反
、
平
。
普
格
反
、
入
。〉

『
左
氏
傳
』
昭
七
年
、「
子
產
對
趙
景
子
曰
、『
人
生
始
化
曰
魄
、
既
生

魄
。
陽
曰
魂
。〈
杜
預
曰
、「
魄
、
形
也
。
陽
、
氣
。」〉
用
物
精
多
、
則

魂
強
。
是
以
有
精
爽
至
於
神
明
。

□匹
□夫
□匹

婦
強
死
、
其
魂
魄
獨
能
憑
依

於
人
、（

□以
）
以
爲
淫
厲
。
況
復
良

□霄
乎
。』。」

01
③魂

魄
〈

（
一
）

胡
昆
の
反
、
平
。

（
二
）

普
格
の
反
、
入
。〉

『
左
氏
傳
』
昭
七
年
に
、「

（
三
）

子
產
趙
景
子
に
對
し
て
曰
く
、『
人
生
ま

れ
て
始
め
て
化
す
る
を
魄
と
曰
ひ
、
既
に
魄
を
生
ず
。
陽
を
魂
と
曰
ふ
。

〈
杜
預
曰
く
、「
魄
は
、
形
な
り
。
陽
は
、
気
な
り
。」
と
。〉
物
を
用
ふ
る

に
精
多
け
れ
ば
、
則
ち
魂
強
し
。
是
を
以
て
精
爽
の
神
明
に
至
る
有
り
。

匹
夫
匹
婦
も
強
死
す
れ
ば
、
其
の
魂
魄
獨
り
能
く
人
に
憑
依
し
て
、
以

て
淫
厲
を
爲
す
。
況
ん
や
復
た
良
霄
を
や
。』。」
と
。

01
④

(

一)

胡
昆
反
は
、『
玉
篇
』
卷
二
十
「
魂
」
字
に
、「
胡
昆
切
」
の
音
注

が
あ
る
。

(

二)

普
格
反
は
、『
玉
篇
』
巻
二
十
「
魄
」
字
に
、「
普
格
切
」
の
音
注

が
あ
る
。

(

三)

『
春
秋
左
氏
傳
』
昭
公
七
年
に
み
え
る
。
注
も
同
箇
所
の
杜
預
注

に
み
え
る
。

　

02
①昭

廿
五
年
春
魯
叔
孫
昭
子
𨉂
于
宋
〻
元
公
與
燕
飲
酒
樂
語
相
泣
〈
師

古
曰
昭
子
叔
孫
婼
也
元
公
宋
平
公
子
也
相
泣
相
對
而
俱
泣
也
〉
樂
祁
佐

〈
師
古
曰
樂
祁
宗
司
城
子
梁
也
佐
〻
酒
之
也
〉
告
人
曰
今
茲
君
與
叔
孫
其

皆
死
乎
吾
聞
之
哀
樂
而
樂
哀
皆
喪
心
也
〈
師
古
曰
哀
樂
可
樂
而
反
哀
也

樂
哀
可
哀
而
反
樂
也
喪
失
也
〉
心
之
精
爽
是
謂
魂
〻
魄
〻
去
之
何
以
能

久
冬
十
月
叔
孫
昭
子
死
十
一
月
宋
元
公
卒
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02
②昭

廿
五
年
春
、
魯
叔
孫
昭
子
聘
于
宋
。
宋
元
公
與
燕
、
飲
酒
樂
、
語
相

泣
。〈
師
古
曰
、「
昭
子
、
叔
孫
婼
也
。
元
公
、
宋
平
公
子
也
。
相
泣
、
相

對
而
俱
泣
也
。」〉
樂
祁
佐
。〈
師
古
曰
、「
樂
祁
、
宋
司
城
子
梁
也
。
佐
、

佐
酒
。」
之
也
。〉
告
人
曰
、「
今
茲
君
與
叔
孫
其
皆
死
乎
。
吾
聞
之
、
哀

樂
而
樂
哀
、
皆
喪
心
也
。〈
師
古
曰
、「
哀
樂
、
可
樂
而
反
哀
也
。
樂
哀
、

可
哀
而
反
樂
也
。
喪
、
失
也
。」〉
心
之
精
爽
、
是
謂
魂
魄
。
魂
魄
去
之
、

何
以
能
久
。」
冬
十
月
、
叔
孫
昭
子
死
。
十
一
月
、
宋
元
公
卒
。

02
③

（
一
）

昭
廿
五
年
春
、
魯
の
叔
孫
昭
子
宋
に
聘
せ
ら
る
。
宋
の
元
公

と
も與

に
燕

し
、
酒
を
飲
み
て
樂
し
み
、
語
り
て
相
ひ
泣
く
。〈
師
古
曰
く
、「
昭
子

は
、
叔
孫
婼
な
り
。
元
公
は
、
宋
の
平
公
子
な
り
。
相
ひ
泣
く
は
、
相
ひ

對
し
て
俱
に
泣
く
な
り
。」
と
。〉
樂
祁

た
す佐

く
。〈
師
古
曰
く
、「
樂
祁
は
、

宋
の
司
城
子
梁
な
り
。
佐
は
、
酒
を
佐
く
。」
と
。
之
な
り
。〉
人
に
告

げ
て
曰
く
、「
今
茲
に
君
と
叔
孫
と
其
れ
皆
死
す
る
か
。
吾
之
を
聞
く
、

樂
し
き
を
哀
し
み
て
哀
し
き
を
樂
し
む
、
皆
心
を
喪
ふ
な
り
。〈
師
古
曰

く
、「
樂
し
き
を
哀
し
む
は
、
樂
し
む
べ
く
し
て
反
り
て
哀
し
む
な
り
。

哀
し
き
を
樂
し
む
は
、
哀
し
む
べ
く
し
て
反
り
て
樂
し
む
な
り
。
喪
は
、

失
な
り
。」
と
。〉
心
の
精
爽
、
是
れ
魂
魄
と
謂
ふ
。
魂
魄
之
を
去
れ
ば
、

何
ぞ
以
て
能
く
久
し
か
ら
ん
。」
と
。
冬
十
月
、
叔
孫
昭
子
死
す
。
十
一

月
、
宋
の
元
公
卒
す
。

02
④

(

一)

『
春
秋
左
氏
傳
』
昭
公
二
十
五
年
及
び
『
漢
書
』
卷
二
七
下
之
上
、

五
行
志
下
之
上
に
み
え
る
。
注
は
『
漢
書
』
に
つ
け
ら
れ
た
顔
師

古
注
に
よ
っ
て
い
る
。

　

＊
03
は
『
楚
辞
』「
招
魂
」
及
び
そ
の
後
漢
・
王
逸
注
を
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

省
略
し
つ
つ
連
続
し
て
引
用
す
る
。
長
い
た
め
、
七
つ
に
分
節
す
る
。

03–

１
①

楚
辞
招
魂
者
宋
玉
之
所
作
也
〈
以
乎
﹇
一
﹈
曰
招
以
言
曰
召
〉
魂
者
身
之

精
也
宋
玉
憐
哀
屈
原
忠
而
片
弃
憂
愁
山
澤
魂
魄
放
逸
厥
□
命
将
落
故
作

招
魂
欲
以
復
其
精
神
延
其
年
壽
外
陳
四
方
之
悪
内
崇
楚
國
之
美
以
諷
陳

懐
王
兾
其
覺
悟
而
還
之
也

﹇
一
﹈「
乎
」、
尊
経
閣
本
は
「
手
」
に
作
る
。

03–

１
②

『
楚
辭
』、
招
魂
者
、
宋
玉
之
所
作
也
。〈
以

○手
曰
招
、
以
言
曰
召
。〉
魂

者
、
身
之
精
也
。
宋
玉
憐
哀
屈
原
忠
而

□斥
棄
、
憂
愁
山
澤
、
魂
魄
放
逸
、

厥
命
將
落
。
故
作
「
招
魂
」。
欲
以
復
其
精
神
、
延
其
年
壽
。
外
陳
四
方

之
惡
、
内
崇
楚
國
之
美
、
以
諷
陳
懷
王
。
冀
其
覺
悟
而
還
之
也
。
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03–
１
③

『
楚
辭
』
に
、

（
一
）

招
魂
は
、
宋
玉
の
作
る
所
な
り
。〈
手
を
以
て
す
る
を

招
と
曰
ひ
、
言
を
以
て
す
る
を
召
と
曰
ふ
。〉
魂
は
、
身
の
精
な
り
。
宋

玉
屈
原
の
忠
に
し
て
斥
け
棄
て
ら
れ
、
山
澤
に
憂
愁
し
、
魂
魄
放
逸
し
、

厥
の
命
將
に
落
ち
ん
と
す
る
を
憐
哀
す
。
故
に
「
招
魂
」
を
作
る
。
以

て
其
の
精
神
を
復
し
、
其
の
年
壽
を
延
ば
さ
ん
と
欲
す
。
外
は
四
方
の

惡
を
陳
べ
、
内
は
楚
国
の
美
を

と
う
と

崇
び
て
、
以
て
陳
の
懷
王
を
諷
す
。
其

の
覺
え
悟
り
て
之
を
還
さ
ん
こ
と
を
冀
ふ
な
り
。

03–

１
④

(

一)

『
楚
辭
』「
招
魂
」
王
逸
に
よ
る
序
文
部
分
に
み
え
る
。

　

03–

２
①

清
以

潔
子
〈
不
求
曰
清
不
愛
曰

不
汙
曰
潔
也
〉
身
服
義
而
未
沬

〈
〻
己
也
言
身
服
仁
義
之
曽
有
解
已
之
時
也
〉
主
此
盛
德
子
牽
於
俗
而
蕪

穢
〈
不
治
曰
蕪
草
多
曰
穢
之
也
〉
上
無
所
考
此
盛
德
子
〈
考
校
〉
長
離
殃

而
愁
苦
〈
言
己
行
忠
信
而
遇
闇
主
上
无
所
校
己
之
盛
德
長
遭
殃
怒
苦
而

已
〉
帝
𠮷
巫
陽
〈
帝
謂
天
帝
也
女
曰
巫
陽
其
名
也
〉
曰
有
人
於
下
我
欲

輔
之
〈
人
謂
賢
人
屈
原
也
帝
𠮷
巫
陽
賢
人
在
下
方
我
欲
輔
盛
其
志
以
厲

黎
民
也
〉
魂
魄
離
散
女
筮
弔
﹇
一
﹈
之
〈
魂
者
身
之
精
魄
者
性
之
決
所
以
經

緯
五
蔵
保
守
形
體
也
筮
問
占
也
言
天
帝
哀
屈
原
魂
魄
散
使
巫
陽
占
求
㱕

其
身
之
也
〉
巫
陽
對
曰
掌
夢
〈
言
招
魂
者
本
掌
夢
之
官
所
主
軄
也
〉
上

帝
其
命
難
従
〈
天
帝
難
従
掌
夢
之
官
欲
使
巫
陽
之
也
〉
若
必
筮
與
之
恐

後
謝
不
能
復
用
巫
陽
〈
謝
去
也
巫
陽
言
如
必
欲
先
巫
聞
求
魂
所
在
然
後

与
之
恐
後
世
怠
懈
必
去
卜
筮
之
法
不
能
脩
用
但
招
之
可
也
〉

﹇
一
﹈「
弔
」、
尊
経
閣
本
は
「
予
」
に
作
る
。

03–

２
②

淸
以
廉
潔

□兮
、〈
不
求
曰
淸
、
不

□受
曰
廉
、
不
汚
曰
潔
也
。〉
身
服
義

而
未
沬
。〈
沬
、
已
也
。
言
身
服
仁
義

□未
曾
有

□懈
已
之
時
也
。〉
主
此
盛

德
□兮

、
牽
於
俗
而
蕪
穢
。〈
不
治
曰
蕪
、
草
多
曰
穢
。
之
也
。〉
上
無
所

考
此
盛
德

□兮
、〈
考
、
校
。〉
長
離
殃
而
愁
苦
。〈
言
己
行
忠
信
、
而
遇
闇

主
、
上
無
所
校
己
之
盛
德
、
長
遭
殃
怒
苦
而
已
。〉
帝

□告
巫
陽
、〈
帝
、
謂

天
帝
也
。
女
曰
巫
、
陽
、
其
名
也
。〉
曰
、
有
人
於
下
、
我
欲
輔
之
。〈
人

謂
賢
人
。

□則
屈
原
也
。
帝

□告
巫
陽
賢
人
在
下
方
、
我
欲
輔
盛
其
志
、
以

厲
黎
民
也
。〉
魂
魄
離
散
。
女
筮

○予
之
。〈
魂
者
、
身
之
精
。
魄
者
、
性

之
決
。
所
以
經
緯
五
藏
、
保
守
形
體
也
。
筮
、
問
占
也
。
言
天
帝
哀
屈

原
魂
魄
散
、
使
巫
陽
占
、
求
歸
其
身
。
之
也
。〉
巫
陽
對
曰
、
掌
夢
。〈
言

招
魂
者
、
本
掌
夢
之
官
所
主
職
也
。〉
上
帝
其
命
難
從
。〈
天
帝
難
從
掌

夢
之
官
、
欲
使
巫
陽
。
之
也
。〉
若
必
筮
與
之
、
恐
後
謝
、
不
能
復
用
巫

陽
。〈
謝
、
去
也
。
巫
陽
言
、『
如
必
欲
先
巫
、
聞
求
魂
所
在
、
然
後
與

之
、
恐
後
世
怠
懈
。
必
去
卜
筮
之
法
、
不
能
脩
用
。
但
招
之
可
也
。』。〉
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03–
２
③

（
一
）

淸
ら
か
に
し
て
以
て
廉
潔
に
。〈
求
め
ざ
る
を
淸
と
曰
ひ
、
受
け
ざ

る
を
廉
と
曰
ひ
、
汚
れ
ざ
る
を
潔
と
曰
ふ
な
り
。〉
身
は
義
を
服
し
て
未

だ
や沬

め
ず
。〈
沬
は
已
な
り
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
身
は
仁
義
を
服
し
未
だ
曾

て
懈
た
り
已
む
の
時
有
ら
ざ
る
な
り
。〉
此
の
盛
德
を
主
ど
り
、
俗
に
牽

か
れ
て
蕪
穢
す
。〈
治
め
ざ
る
を
蕪
と
曰
ひ
、
草
多
き
を
穢
と
曰
ふ
。
之

な
り
。〉
上
此
の
盛
德
を
考
ふ
る
所
無
く
、〈
考
は
、
校
な
り
。〉
長
く

わ
ざ
わ
い

殃

に
か
か離

り
て
愁
ひ
苦
し
む
。〈
言
ふ
こ
こ
ろ
は
己
忠
信
を
行
へ
ど
も
、

闇
主
に
遇
ひ
、
上
に
己
の
盛
德
を
校
す
る
所
無
く
、
長
ら
く
殃
に
遭
ひ

て
怒
苦
す
る
の
み
。〉
帝
巫
の
陽
に
告
げ
て
、〈
帝
は
、
天
帝
を
謂
ふ
な

り
。
女
を
巫
と
曰
ひ
、
陽
は
、
其
の
名
な
り
。〉
曰
く
、
人
の
下
に
有
り
、

我
之
を
輔
け
ん
と
欲
す
。〈
人
は
賢
人
を
謂
ふ
。
則
ち
屈
原
な
り
。
帝

巫
の
陽
に
賢
人
下
方
に
在
り
と
告
げ
、
我
其
の
志
を
盛
ん
に
す
る
を
輔

け
、
以
て
黎
民
を
厲
ま
さ
ん
と
欲
す
る
な
り
。〉
魂
魄
離
散
す
。

な
ん
じ

女

　

ぜ
い筮

し
て
之
に
予
へ
よ
。〈
魂
は
、
身
の
精
な
り
。
魄
は
、
性
の
決
な
り
。
五

藏
の
經
緯
す
る
所
以
に
し
て
、
形
體
を
保
守
す
る
な
り
。
筮
は
、
問
占

す
る
な
り
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
天
帝
屈
原
の
魂
魄
の
散
じ
る
を
哀
れ
み
、

巫
の
陽
を
し
て
占
は
し
め
、
其
の
身
に
歸
る
を
求
む
。
之
な
り
。〉
巫
の

陽
對
へ
て
曰
く
、
掌
夢
な
り
。〈
言
ふ
こ
こ
ろ
は
招
魂
は
、
本
と
掌
夢
の

官
の
主
職
す
る
所
な
り
。〉
上
帝
其
の
命
に
從
ひ
難
し
。〈
天
帝
掌
夢

の
官
に
從
ひ
難
く
、
巫
の
陽
を
使
は
ん
と
欲
す
。
之
な
り
。〉
若
し
必
ず

筮
し
て
之
を
與
ふ
れ
ば
、
恐
ら
く

さ謝
る
に

お
く後

れ
、
復
た
巫
の
陽
を
用
ふ

る
能
は
ざ
ら
ん
。〈
謝
は
、
去
な
り
。
巫
の
陽
言
ふ
、『

も如
し
必
ず
巫
を

先
ん
ぜ
し
め
ん
と
欲
し
て
、
魂
の
所
在
を
求
む
る
を
聞
き
、
然
る
後
に

之
を
與
ふ
れ
ば
、
後
世
の
怠
懈
す
る
を
恐
る
。
必
ず
卜
筮
の
法
を
去
り
、

脩
用
す
る
能
は
ず
。
但
だ
之
を
招
く
可
な
り
。』
と
。〉

03–

２
④

(

一)

『
楚
辭
』「
招
魂
」。
注
も
王
逸
注
に
み
え
る
。

　

03–

３
①

乃
下
招
曰
〈
巫
陽
受
天
帝
之
命
目
下
招
屈
原
之
魂
之
也
〉
魂
兮
歸
來

〈
還
㱕
屈
原
身
也
〉
去
君
之
恒
幹
〈
〻
體
也
〉
何
為
四
方
〈
言
何
為
去
君

之
常
體
而
遠
之
四
方
乎
夫
人
須
魂
而
生
魂
侍
人
而
榮
二
者
別
離
令
﹇
一
﹈
則

隕
零
也
〉
舎
君
之
樂
處
而
離
彼
不
祥
〈
君
者
楚
君
〉

﹇
一
﹈「
令
」、
尊
経
閣
本
は
「
命
」
に
作
る
。

03–
３
②

乃
下
招
曰
、〈
巫
陽
受
天
帝
之
命
、
目
下
招
屈
原
之
魂
。
之
也
。〉
魂

兮
歸
來
、〈
還
歸
屈
原
身
也
。〉
去
君
之
恒
幹
、〈
幹
、
體
也
。〉
何
爲
四

方
、〈
言
何
爲
去
君
之
常
體
而
遠
之
四
方
乎
。
夫
人
須
魂
而
生
、
魂

□待
人
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而
榮
。
二
者
別
離
、

○命
則
隕
零
也
。〉
舎
君
之
樂
處
而
離
彼
不
祥
。〈
君

者
、
楚
君
。〉

03–

３
③

（
一
）

乃
ち
下
り
招
き
て
曰
く
、〈
巫
の
陽
天
帝
の
命
を
受
け
、
目
下
屈
原

の
魂
を
招
く
。
之
な
り
。〉
魂
よ
歸
り
來
た
れ
、〈
屈
原
の
身
に
還
り
歸

す
な
り
。〉
君
の
恒
幹
を
去
り
、〈
幹
は
、
體
な
り
。〉
何
爲
れ
ぞ
四
方
し
、

〈
言
ふ
こ
こ
ろ
は
何
爲
れ
ぞ
君
の
常
體
を
去
り
て
遠
く
四
方
に
之
く
か
。

夫
れ
人
須
ら
く
魂
あ
り
て
生
じ
、
魂
人
を
待
ち
て
榮
ふ
べ
し
。
二
者

別
離
す
れ
ば
、
命
則
ち
零
に
隕
つ
る
な
り
。〉
君
の
樂
處
を
舎
て
て
、
彼

の
不
祥
に

か
か離

る
。〈
君
は
、
楚
君
な
り
。〉

03–

３
④

(

一)

『
楚
辭
』「
招
魂
」。
注
も
王
逸
注
に
み
え
る
。

　

03–

４
①

魂
兮
㱕
来
東
方
不
可
以
託
長
人
刃
唯
是
索
〈
言
東
方
有
長
人
國
求
人

魂
而
食
之
也
〉
十
日
代
出
流
金
𤍜
石
〈
守
曰
其
國
君
闇
群
臣
争
起
故
京

房
易
伝
曰
无
道
之
臣
与
君
争
起
其
日
七
八
並
出
之
也
〉

03–

４
②

魂
兮
歸
來
、
東
方
不
可
以
託
、
長
人
刃
、
唯
是
索
。〈
言
東
方
有
長
人

國
、
求
人
魂
而
食
。
之
也
。〉
十
日
代
出
、
流
金

□鑠
石
。〈
守
曰
、「
其
國

君
闇
、
群
臣
爭
起
。
故
京
房
『
易
傳
』
曰
、『
無
道
之
臣
與
君
爭
起
、
其

日
七
八
竝
出
。』。」
之
也
。〉

03–

４
③

（
一
）

魂
よ
歸
り
來
た
れ
、
東
方
以
て
託
す
べ
か
ら
ず
、
長
人
は
刃
、
唯
だ

是
れ

も
と索

む
。〈
言
ふ
こ
こ
ろ
は
東
方
に
長
人
國
有
り
、
人
の
魂
を
求
め
て

食
ら
ふ
。
之
な
り
。〉
十
日
代
は
る
が
は
る
出
で
、
金
を
流
し
石
を

と鑠
か

す
。〈
守
曰
く
、「
其
の
國
君
闇
な
れ
ば
、
群
臣
爭
ひ
起
つ
。
故
に
京
房

『
易
傳
』
に
曰
く
、『

（
二
）

無
道
の
臣
と
君
と
爭
ひ
起
て
ば
、
其
の
日
七
八
竝

び
に
出
づ
。』。」
と
。
之
な
り
。〉

03–

４
④

(

一)

『
楚
辭
』「
招
魂
」
お
よ
び
王
逸
注
。

(

二)

京
房
『
易
傳
』
は
、
王
逸
注
に
は
な
い
も
の
。『
唐
開
元
占
經
』
卷

六
に
京
氏
曰
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
文
に
類
似
の
表
現
が
あ
る
。

　

03–

５
①

魂
兮
㱕
来
南
方
不
可
以
止
得
人
以
祀
以
其
宍
骨
爲
醘
〈
言
南
方
之
俗

人
无
信
不
可
久
留
止
也
〉
蝮
虵
奏
封
椂
﹇
一
﹈
千
里
〈
守
曰
蝮
首
大
如
臂
身

廣
三
寸
毒
虵
煞
人
也
蓁
〻
衆
盛
㒵
也
封
狐

也
言
南
孤
也
言
南
方
之
國

君
失
國
家
之
礼
故
洪
範
曰
人
君
不
得
□
□
□
□
□
龍
虵
之
孽
兮
也
棄
妖

狐
自
遠
方
来
告
其
君
悪
之
也
〉
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﹇
一
﹈
原
文
判
読
し
難
し
。
下
に
「
禄
欤
」
と
の
書
き
込
み
あ
り
。

03–

５
②

魂
兮
歸
來
、
南
方
不
可
以
止
。
得
人

□肉
以
祀
、
以
其
肉
骨
爲

□醢
。〈
言

南
方
之
俗
人
無
信
、
不
可
久
留
止
也
。〉
蝮
蛇

□蓁
□蓁

、
封

□狐
千
里
。〈
守

曰
、「
蝮
首
大
如
臂
、
身
廣
三
寸
、
毒
蛇
殺
人
也
。
蓁
蓁
、
衆
盛
貌
也
。

封
狐
、

也
、
言
南

●狐
也
。
言
南
方
之
國
君
、
失
國
家
之
禮
。
故
洪
範

曰
、『
人
君
不
得
龍
蛇
之
孽
兮
也
。』
棄
妖
狐
、
自
遠
方
来
、
告
其
君
惡
。」

之
也
。〉

03–

５
③

（
一
）

魂
よ
歸
り
來
た
れ
、
南
方
以
て
止
ま
る
べ
か
ら
ず
。
人
肉
を
得
れ
ば

祀
を
以
て
し
、
其
の
肉
骨
を
以
て

か
い醢

と
爲
す
。〈
言
ふ
こ
こ
ろ
は
南
方
の

俗
人
信
無
く
、
久
し
く
留
止
す
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。〉
蝮
蛇
蓁
蓁
と
し
て
、

封
狐
は
千
里
な
り
。〈
守
曰
く
、「

（
二
）

蝮
は
首
大
な
る
こ
と
臂
の
如
く
、
身

廣
さ
三
寸
、
毒
蛇
人
を
殺
す
な
り
。
蓁
蓁
は
、
衆
の
盛
ん
な
る
貌
な
り
。

封
狐
は
、

な
り
、
南
の
狐
を
言
ふ
な
り
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
南
方
の
國

君
、
國
家
の
禮
を
失
ふ
。
故
に
洪
範
曰
く
、『

（
三
）

人
君
龍
蛇
の
孽
を
得
ざ

る
な
り
。』
と
。
妖
狐
を
棄
て
、
遠
方
自
り
來
た
る
、
其
れ
君
の
惡
を
告

ぐ
。」
と
。
之
な
り
。〉

03–

５
④

(

一)

『
楚
辭
』「
招
魂
」
お
よ
び
王
逸
注
に
み
え
る
。

(

二)

「
守
曰
」
で
引
用
さ
れ
て
い
る
蝮
の
解
説
は
、『
爾
雅
』
の
蝮
虺
の

説
明
に
類
似
内
容
が
み
え
る
。

(

三)

洪
範
曰
の
部
分
は
、
出
典
未
詳
。

　

03–

６
①

魂
兮
㱕
来
兮
西
方
之
國
五
穀
不
生
菆
葌
是
食
其
土
爛
人
求
水
無
所
得

〈
守
曰
菆
小
葉
草
名
也
葌
香
蘭
之
類
也
西
方
之
國
有
常
旱
災
洪
範
曰
刑
罰

妄
加
羣
隂
不
附
則
陽
氣
勝
故
常
旱
傷
百
穀
但
食
草
木
其
宍
不
能
熱
燋
猶

如
爛
之
也
〉

03–

６
②

魂
兮
歸
来
兮
、
西
方
之
國
五
穀
不
生
、
菆
葌
是
食
。
其
土
爛
人
、
求

水
無
所
得
。〈
守
曰
、「
菆
、
小
葉
草
名
也
。
葌
、
香
蘭
之
類
也
。
西
方

之
國
、

□常
□有

旱
災
。
洪
範
曰
、『
刑
罰
妄
加
、
群
陰
不
附
、
則
陽
氣
勝
。

故
常
旱
傷
百
穀
。
但
食
草
木
、
其
肉
不
能
熱
。
燋
猶
如
爛
。』。」
之
也
。〉

03–

６
③

（
一
）

魂
よ
歸
り
來
た
れ
、
西
方
の
國
五
穀
生
ぜ
ず
、

し
ゅ
う
か
ん

菆
葌

　

是
れ
食
ら

ふ
。
其
の
土
は
人
を

た
だ爛

れ
し
め
、
水
を
求
む
れ
ど
も
得
る
所
無
し
〈
守

曰
く
、「

（
二
）

菆
は
、
小
葉
の
草
の
名
な
り
。
葌
は
、
香
蘭
の
類
な
り
。
西
方

の
国
、
常
に
旱
災
有
り
。
洪
範
曰
く
、『

（
三
）

刑
罰
妄
り
に
加
へ
、
群
陰
附
せ
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ざ
れ
ば
、
則
ち
陽
氣
勝
る
。
故
に
常
に
旱
し
百
穀
を
傷
る
。
但
だ
草
木

を
食
ら
ひ
、
其
の
肉
熱
す
る
能
は
ず
。
燋
は
猶
ほ
爛
の
如
し
。』。」
と
。

之
な
り
。〉

03–

６
④

(

一)

『
楚
辭
』「
招
魂
」
お
よ
び
王
逸
注
に
み
え
る
。

(

二)

菆
葌
の
説
明
は
、『
爾
雅
』
釈
草
に
「
菆
、
小
葉
也
。」
と
い
う
表

現
が
み
え
る
。
ま
た
、『
広
韻
』
上
平
聲
二
十
七
刪
に
は
「
葌
、
香

草
。」
と
あ
る
。

(

三)

洪
範
曰
の
部
分
は
、『
漢
書
』
卷
二
七
中
之
上
、
五
行
志
中
之
上
に

み
え
る
。
た
だ
し
、
洪
範
五
行
傳
か
ら
の
引
用
で
は
な
く
、『
漢

書
』
五
行
志
中
の
「
説
」（
洪
範
五
行
傳
の
解
説
）
部
分
。『
漢
書
』

で
「
説
曰
」
が
脱
落
し
て
い
る
た
め
に
誤
讀
し
た
か
。

　

03–

７
①

魂
兮
㱕
来
北
方
不
可
以
止
増
冰
峨
〻
飛
雪
千
里
〈
守
曰
北
方
之
國
有

常
寒
灾
漢
五
行
志
聽
不
明
是
謂
不
謀
厥
罰
恒
寒
也
秦
始
皇
其
政
忽
暴
則

夏
寒
有
凍
死
者
此
類
也
〉
魂
兮
歸
来
及
故
居
〈
守
曰
楚
君
貴
其
才
士
而

天
弃
忌
也
〉
云
〻
〈
爰
死
人
招
魂
埋
在
葬
書
又
有
招
魂
丸
在
醫
方
之
也
〉

03–

７
②

魂
兮
歸
來
、
北
方
不
可
以
止
。
増
冰
峨
峨
、
飛
雪
千
里
。〈
守
曰
、「
北

方
之
國
、
常
寒
災
。『
漢
五
行
志
』
聽
不
明
、『
是
謂
不
謀
、
厥
罰
恒
寒

也
。』
秦
始
皇
其
政
忽
暴
、
則
夏
寒
有
凍
死
者
、
此
類
也
。」〉
魂
兮
歸
來

□反
故
居
。〈
守
曰
、「
楚
君
貴
其
才
士
而
天
棄
忌
也
。」〉
云
云
。〈
爰
死
人

招
魂
埋
在
葬
書
。
又
有
招
魂
丸
。
在
醫
方
。
之
也
。〉

03–

７
③

（
一
）

魂
よ
歸
り
來
た
れ
、
北
方
以
て
止
ま
る
べ
か
ら
ず
。
増
氷
は
峨
峨
と

し
、
飛
雪
は
千
里
な
り
〈
守
曰
く
、「
北
方
の
國
、
常
寒
の
災
有
り
。『
漢

五
行
志
』
聽
不
明
に
、『

（
二
）

是
れ
謀
ら
ず
と
謂
ひ
、
厥
の
罰
は
恒
寒
な
り
。』

と
。
秦
の
始
皇
其
の
政
忽
ち
暴
な
れ
ば
、
則
ち
夏
寒
く
凍
死
す
る
者
有

る
は
、
此
の
類
な
り
。」
と
。〉
魂
よ
歸
り
來
た
り
、
故
居
に
反
れ
。〈
守
曰

く
、「
楚
君
其
の
才
士
を
貴
ぶ
も
天
忌
を
棄
つ
る
な
り
。」
と
。〉
云
々
。

〈
爰
に
死
人
の
招
魂
葬
書
に
埋
在
す
。

（
三
）

又
た
招
魂
丸
有
り
。
醫
方
に
在

り
。
之
な
り
。〉

03–

７
④

(
一)

『
楚
辭
』「
招
魂
」
お
よ
び
王
逸
注
に
み
え
る
。

(
二)
『
漢
五
行
志
』
の
部
分
は
、『
漢
書
』
巻
二
七
中
之
下
、
五
行
志
中

之
下
に
み
え
る
。
ま
た
『
太
平
御
覽
』
卷
八
七
九
・
咎
徵
部
六
・

寒
で
も
洪
範
『
五
行
傳
』
曰
、
と
し
て
同
内
容
が
あ
り
、
續
い
て

『
史
記
』
の
秦
始
皇
帝
時
の
大
寒
の
記
事
が
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
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と
、
こ
の
注
釈
と
共
通
し
て
い
る
。

(

三)

招
魂
丸
な
る
藥
に
関
し
て
は
、他
に
記
述
を
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

八
、

物
精

【
概
要
】

本
項
目
は
「
物
精
」、
す
な
わ
ち
所
謂
「
老
物
の
精
」
に
關
す
る
諸
書

の
記
述
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
。
冒
頭
の
『
抱
朴
子
』
の
引
用
に
み
え

る
よ
う
に
、
あ
ら
ゆ
る
年
經
り
た
る
動
植
物
や
鑛
物
、
器
物
、
建
造
物

は
、
そ
の
精
が
人
の
姿
を
象
り
、
遂
に
は
人
々
を
惑
わ
し
、
害
す
る
も

の
と
考
え
ら
れ
た
。
尤
も
物
精
は
、
人
の
姿
だ
け
で
な
く
、
動
物
や
器

物
、
ま
た
樣
々
な
異
形
の
姿
を
取
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
い
ず
れ
に
し

て
も
、
こ
う
し
た
物
精
か
ら
身
を
守
る
た
め
の
知
識
が
平
生
か
ら
求
め

ら
れ
た
譯
で
あ
る
。
と
り
わ
け
修
行
の
た
め
に
深
山
に
入
る
神
仙
道
家

に
は
、
そ
れ
は
必
須
の
技
能
で
あ
っ
た
。
本
項
に
『
抱
朴
子
』
登
涉
篇

か
ら
の
引
用
が
多
く
み
え
る
の
は
、
そ
う
し
た
事
情
か
ら
で
あ
る
。

引
用
元
は
『
抱
朴
子
』
を
は
じ
め
、『
山
海
經
』『
白
澤
圖
』『
玄
中
記
』

が
中
心
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
『
白
澤
圖
』『
玄
中
記
』
は
既
に
散
佚
し
て

お
り
、
特
に
『
白
澤
圖
』
に
つ
い
て
は
、
他
書
に
み
え
な
い
佚
文
が
多
く

載
錄
さ
れ
て
お
り
、
た
い
へ
ん
貴
重
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
う
し
た
對

校
資
料
の
な
い
佚
文
で
は
、
意
味
の
通
じ
な
い
字
句
を
改
め
る
こ
と
が

出
來
ず
、
と
き
お
り
苦
し
い
訓
讀
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
こ

の
點
は
ど
う
か
御
諒
解
頂
き
た
い
。

な
お
體
例
上
で
は
、
判
別
し
が
た
い
が
、
出
典
や
そ
の
佚
文
と
照
ら

し
合
わ
せ
て
み
る
と
、
所
ど
こ
ろ
に
書
名
が
脱
落
し
た
と
思
わ
れ
る
個

所
が
見
受
け
ら
れ
た
。
こ
の
點
に
つ
い
て
は
、
判
斷
で
き
る
限
り
④
に

注
記
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
本
項
目
の
整
理
に
あ
た
り
、
凡
例
に
加
え
て

次
の
点
を
補
足
し
て
お
き
た
い
。

ま
ず
『
玄
中
記
』『
白
澤
圖
』
は
、
佚
書
の
た
め
、
前
者
は
魯
迅
輯
『
古

小
説
鉤
沈
』、
後
者
は
拙
稿
「『
白
澤
圖
』
輯
校
―
附
解
題
」

（
一
）

及
び
游
自

勇
「『
白
澤
圖
』
與
『
白
澤
精
怪
圖
』
關
係
析
論
」

（
二
）

に
そ
れ
ぞ
れ
收
錄
の

輯
本
を
參
照
し
た
。
そ
の
上
で
、
適
宜
、
原
典
に
當
た
っ
た
。

原
典
の
確
認
は
、
基
本
的
に
は
各
輯
本
に
注
記
さ
れ
た
出
典
の
範
圍

に
留
め
た
が
、『
古
小
説
鉤
沈
』
と
游
氏
輯
本
は
卷
數
の
み
の
記
載
の
た

め
、
卷
に
加
え
て
、
篇
・
部
・
類
・
條
な
ど
を
補
足
し
た
。
ま
た
『
抱

朴
子
』
の
み
王
明
『
抱
朴
子
内
篇
校
釋
（
增
訂
本
）』（
新
編
諸
子
集
成
、

中
華
書
局
、
一
九
八
五
年
版
）
に
よ
り
頁
數
を
付
し
た
。
輯
本
の
卷
數

表
記
が
誤
っ
て
い
る
場
合
は
特
に
斷
り
な
く
改
め
て
い
る
。

な
お
本
譯
注
の
編
集
方
針
に
よ
り
、
對
校
資
料
の
原
文
は
掲
載
し
な
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か
っ
た
が
、
特
に
必
要
な
個
所
の
み
、
④
に
一
部
の
原
文
を
引
用
す
る

な
ど
し
、『
天
地
瑞
祥
志
』
と
の
字
句
の
異
同
を
示
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
異
體
字
の
確
認
に
あ
た
っ
て
は
、
臺
灣
敎
育
部
『
異
體

字
字
典
』
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

（
三
）

を
參
照
し
た
。（
佐
々
木
聡
）

(

一)

『
東
北
大
學
中
國
語
學
文
學
論
集
』
第
一
四
號
（
二
〇
〇

九
）
所
收
。
東
北
大
學
リ
ポ
ジ
ト
リT

O
U
R

よ
り
閲
覽
可
能

（h
ttp

:/
/
ir.lib

ra
ry.to

h
ok

u
.ac.jp

/re/h
an

d
le/10097/49024

）

こ
れ
以
前
の
輯
本
に
つ
い
て
は
拙
稿
の
解
題
一
一
四
頁
を
參
照
さ

れ
た
い
。

(

二)

『
出
土
文
獻
硏
究
』
第
十
輯
（
二
〇
一
一
）
所
收
。
な
お
游
氏
輯

本
で
は
、
拙
輯
本
と
の
相
違
點
は
、
誤
り
も
含
め
細
か
く
御
指
摘

を
頂
い
た
。
本
稿
の
作
成
に
當
た
っ
て
も
游
氏
輯
本
を
參
照
し
た

が
、
拙
輯
本
か
ら
の
改
訂
點
や
游
氏
輯
本
と
の
相
違
を
全
て
書
く

と
あ
ま
り
に
煩
雜
に
過
ぎ
る
た
め
、
單
純
な
斷
句
や
誤
字
の
訂
正

な
ど
は
特
に
注
記
し
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
理
校
に
よ
る
校
訂
な

ど
で
游
氏
の
解
釋
を
下
敷
き
に
し
た
個
所
は
注
記
し
た
。

(

三)

臺
灣
敎
育
部
『
異
體
字
字
典
』

h
ttp

:/
/
d
ict.va

ria
n
ts.m

o
e.ed

u
.tw

/m
ain

.h
tm

　

01
①物

精
〈
子
盈
反
平
〉

抱
朴
子
曰
万
物
之
老
者
其
精
悉
能
假
託
人
形
以
惑
人
唯
不
能
於
鏡
中

易
其
形
耳
是
以
古
之
人
入
山
道
士
皆
明
鏡
縣
於
背
後
則
老
魅
不
敢
近
人

也
昔
張
盍
蹹
及
偶
家
成
二
人
並
行
山
忽
有
一
人
著
黄
衣
到
其
前
曰
勞
乎
道

士
於
是
二
人
視
鏡
中
乃
庶
也
因
曰
汝
是
老
庶
何
敢
詐
為
人
形
乃
即
走
去

01
②物

精
〈
子
盈
反
、
平
〉

『
抱
朴
子
』
曰
、「
萬
物
之
老
者
、
其
精
悉
能
假
託
人
形
、
以
惑
人
。
唯

不
能
於
鏡
中
易
其
形
耳
。
是
以
古
之
（

□人
）
入
山
道
士
皆
明
鏡
縣
於
背

後
。
則
老
魅
不
敢
近
人
也
。」「
昔
張
盍
蹹
及
偶
家
成
二
人
、
竝
行
山
、
忽

有
一
人
著
黃
衣
、
到
其
前
曰
、『
勞
乎
道
士
。』
於
是
、
二
人
視
鏡
中
乃

□鹿
也
。
因
曰
、『
汝
是
老

□鹿
、
何
敢
詐
爲
人
形
。』
乃
卽
走
去
。」

01
③物

精
〈

（
一
）

子
盈
の
反
、
平
〉

『
抱
朴
子
』
に
曰
く
、「

（
二
）

萬
物
の
老
い
た
る
者
は
、
其
の
精
悉
く
能
く

人
形
に
假
託
し
、
以
て
人
を
惑
は
す
。
唯
だ
鏡
中
に
於
い
て
其
の
形
を

か易
ふ
る
の
み
。
是
を
以
て
古
へ
の
山
に
入
る
道
士
は
皆
な
明
鏡
も
て
背

後
に

か縣
く
。
則
ち
老
魅
敢
へ
て
人
に
近
か
ざ
る
な
り
。」
と
。「

（
三
）

昔
、
張

盍
蹹
及
び
偶
家
成
の
二
人
、
竝
び
に
山
を
行
く
に
、
忽
と
し
て
一
人
の
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黃
衣
を
著
る
も
の
有
り
、
其
の
前
に
到
り
て
曰
く
、『
勞
な
る
か
な
、
道

士
よ
。』
と
。
是
に
於
い
て
、
二
人
鏡
中
を
視
る
に
乃
ち
鹿
な
り
。
因

り
て
曰
く
、『
汝
是
れ
老
鹿
な
り
、
何
ぞ
敢
へ
て
詐
り
て
人
形
を
爲
す

や
。』
と
。
乃
ち
卽
ち
走
り
去
る
。」
と
。

01
④

(

一)

『
廣
韻
』
卷
二
に
「
精
、
子
盈
切
」
と
み
え
る
。

(

二)

『
抱
朴
子
』
登
渉
篇
・
三
〇
〇
頁
。「
以
惑
人
」
は
『
抱
朴
子
』
は

「
以
眩
惑
人
目
而
常
試
」
に
作
る
。『
抱
朴
子
』
は
「
明
鏡
」
の
下

に
「
徑
九
寸
已
上
」
の
五
字
が
あ
る
。

(

三)

『
抱
朴
子
』
登
渉
篇
・
三
〇
〇
頁
。
本
條
は
『
抱
朴
子
』
は
「
昔

張
蓋
蹹
及
偶
高
成
二
人
、
竝
精
思
於
蜀
雲
臺
山
石
室
中
、
忽
有
一

人
著
黃
練
單
衣
葛
巾
、
往
到
其
前
曰
、「
勞
乎
道
士
。
乃
辛
苦
幽

隱
。」
於
是
二
人
顧
視
鏡
中
、
乃
是
鹿
也
。
因
問
之
曰
、「
汝
是
山

中
老
鹿
、
何
敢
詐
爲
人
形
。」
言
未
絶
、
而
來
人
卽
成
鹿
而
走
去
。」

に
作
り
、
異
同
や
節
略
が
か
な
り
み
え
る
。

　

02
①玄

中
記
曰
山
精
如
人
一
足
長
三
四
人
食
山
蟹
夜
行
晝
蔵
人
晝
日
不
見

夜
聞
其
聲
如
鬼
神
千
歳
蟾
蜍
食
之
名
曰
山
渗
也

02
②

『
玄
中
記
』
曰
、「
山
精
如
人
一
足
、
長
三
四

□尺
。
食
山
蟹
。
夜
行
晝

藏
、
人
晝
日
不
見
、
夜
聞
其
聲
、
如
鬼
神
。
千
歳
蟾
蜍
、
食
之
。
名
曰

山
滲
也
。」

02
③

『
玄
中
記
』
に
曰
く
、「

（
一
）

山
精
人
の
一
足
な
る
が
如
し
。

た
け長

三
四
尺
に

し
て
、
山
蟹
を
食
ふ
。
夜
行
き
晝
藏
る
れ
ば
、
人
晝
日
に
見
ず
、
夜
其

の
聲
を
聞
く
に
、
鬼
神
の
如
し
。
千
歳
の
蟾
蜍
之
を
食
ふ
。
名
は
山
滲

と
曰
ふ
な
り
。」
と
。

02
④

(

一)

魯
迅
『
古
小
説
鉤
沈
』
所
輯
『
玄
中
記
』
第
五
七
條
。
本
條
は
『
太

平
御
覽
』
卷
八
八
六
・
妖
異
部
二
・
精
に
『
玄
中
記
』、
ま
た
『
杜

工
部
草
堂
詩
箋
』
卷
三
「
陪
鄭
廣
文
遊
何
將
軍
山
林
十
首
」
第
八

首
「
山
精
白
日
藏
」
句
の
注
に
『

マ
マ元

中
記
』
と
し
て
引
か
れ
る
。

な
お
い
ず
れ
も
「
如
鬼
神
」
の
三
字
、「
名
曰
山
滲
也
」
の
五
字
は

無
し
。

　

03
①抱

朴
子
内
篇
曰
山
精
形
如
小
児
而
獨
足
〻
向
後
喜
来
犯
人
〻
入
夜
聞

其
聲
咲
語
其
名
曰
蚊
知
而
呼
即
不
敢
犯
人
也
一
名
熱
宍
亦
可
呼
也
又
山

精
或
如
鼓
赤
色
一
足
名
曰
暉
又
或
如
人
長
九
尺
衣
裘
戴
笠
名
曰
今
累
又
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或
如
今
龍
而
五
色
赤
角
名
曰
飛
龍
見
之
皆
其
名
呼
之
不
敢
為
害
也

03
②

『
抱
朴
子
』
内
篇
曰
、「
山
精
形
如
小
兒
而
獨
足
、
足
向
後
、
喜
來
犯

人
。
人
入

□山
夜
聞
其
聲
咲
語
、
其
名
曰
蚊
。
知
而
呼
、
卽
不
敢
犯
人
也
。

一
名
熱
肉
。
亦
可
呼
也
。
又
山
精
或
如
鼓
赤
色
一
足
、
名
曰
暉
。
又
或

如
人
、
長
九
尺
、
衣
裘
戴
笠
。
名
曰
今
累
。
又
或
如
今
龍
而
五
色
、
赤

角
、
名
曰
飛
龍
。
見
之
、
皆
其
名
呼
之
、
不
敢
爲
害
也
。」

03
③

『
抱
朴
子
』
内
篇
に
曰
く
、「

（
一
）

山
精

す
が
た

形
は
小
兒
の
如
く
し
て
獨
足
、
足

は
後
を
向
き
、
來
た
り
て
人
を
犯
す
を
喜
ぶ
。
人
山
に
入
り
夜
に
其
の

聲
の
咲
語
す
る
を
聞
け
ば
、
其
の
名
は
蚊
と
曰
ふ
。
知
り
て
呼
べ
ば
、

卽
ち
敢
へ
て
人
を
犯
さ
ざ
る
な
り
。
一
名
は
熱
肉
と
い
ふ
。
亦
た
呼
ぶ

べ
き
な
り
。
又
た
山
精
或
い
は
鼓
の
赤
色
な
る
が
如
く
し
て
一
足
、
名

は
暉
と
曰
ふ
。
又
た
或
い
は
人
の
如
く
、
長
九
尺
に
し
て
、
裘
を
衣
て

笠
を
戴
く
。
名
は
今
累
と
曰
ふ
。
又
た
或
い
は
今
の
龍
の
如
く
し
て
五

色
、
赤
角
あ
り
、
名
は
飛
龍
と
曰
ふ
。
之
を
見
る
に
、
皆
な
其
の
名
も

て
之
を
呼
べ
ば
、
敢
へ
て
害
を
爲
さ
ざ
る
な
り
。」
と
。

03
④

(

一)

『
抱
朴
子
』
内
篇
・
登
渉
篇
・
三
〇
三
頁
お
よ
び
三
一
七
頁
注
〔
三

二
〕〔
三
三
〕〔
三
四
〕〔
三
七
〕。

　

04
①山

海
経
曰
山
精
如
人
而
有
毛
也

04
②

『
山
海
經
』
曰
、「
山
精
如
人
而
有
毛
也
。」

04
③

『
山
海
經
』
に
曰
く
、「

（
一
）

山
精
人
の
如
く
し
て
毛
有
る
な
り
。」
と
。

04
④

(

一)

『
山
海
經
』
に
こ
の
文
な
し
。『
異
苑
』
卷
三
・
呉
孫
皓
條
に
「『
山

海
經
』
云
、
山
精
如
人
而
有
毛
。
此
蔣
山
精
也
。」
と
あ
り
、『
太

平
御
覽
』
卷
三
九
七
・
山
部
・
山
精
も
『
異
苑
』
同
條
を
引
く
。

　

05
①水

山
之
間
見
吏
者
名
曰
四
激
呼
其
名
之
則
吉
也

　

山
中
見
吏
君
但
聞

聲
不
見
形
呼
之
不
止
者
以
白
石
擲
之
則
息
〈
一
云
以
葦
為
殳
刺
之
即
去
〉

入
山
中
寅
日
有
種
虞
吏
者
虎
也
稱
當
路
君
者
狼
也
稱
令
長
者
老
狸
也

　

卯
日
稱
大
夫
者
菟
也
稱
東
王
父
者
麋
也
稱
西
王
母
者
鹿
也

　

辰
日
稱
雨

師
者
龍
也
稱
河
泊
者
魚
也
稱
無
膓
公
子
者
蟹
也

　

巳
日
稱
寡
人
者
杜
中

虵
也
稱
時
君
者
龜
也

　

午
日
稱
三
公
者
馬
也
稱
仙
人
者
老
樹
也

　

未
日

稱
主
人
者
羊
也
稱
吏
者
麞
也

　

申
日
稱
人
君
者
猴
也
稱
九
卿
者
猨
也
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酉
日
稱
将
軍
者
老
雞
也
稱
賊
捕
者
雞
也

　

戌
日
稱
人
姓
字
者
犬
也
稱

成
陽
公
仲
者
狐
也

　

亥
日
稱
臣
君
者
猪
也
稱
婦
人
者
金
玉
也

　

子
日
稱

社
君
者
鼠
也
稱
神
人
者
伏
翼
也

　

丑
日
稱
書
生
者
牛
也
知
其
物
則
不
能

為
害
也

05
②

「
水
山
之
閒
、
見
吏
者
、
名
曰
四
激
。
呼
其
名
之
則
吉
也
。」「
山
中
見

吏
、

□若
但
聞
聲
不
見
形
、
呼
之
不
止
者
、
以
白
石
擲
之
則
息
。〈
一
云
、

以
葦
爲
殳
、
刺
之
、
卽
去
。〉」「
入
山
中
、
寅
日
有

□稱
虞
吏
者
虎
也
。
稱

當
路
君
者
狼
也
。
稱
令
長
者
老
狸
也
。
卯
日
稱
大
夫
者
菟
也
。
稱
東
王

父
者
麋
也
。
稱
西
王
母
者
鹿
也
。
辰
日
稱
雨
師
者
龍
也
。
稱
河

□伯
者
魚

也
。
稱
無
膓
公
子
者
蟹
也
。
巳
日
稱
寡
人
者
杜
中
虵
也
。
稱
時
君
者
龜

也
。
午
日
稱
三
公
者
馬
也
。
稱
仙
人
者
老
樹
也
。
未
日
稱
主
人
者
羊
也
。

稱
吏
者
麞
也
。
申
日
稱
人
君
者
猴
也
。
稱
九
卿
者
猨
也
。
酉
日
稱
將
軍

者
老
雞
也
。
稱
賊
捕
者
雞
也
。
戌
日
稱
人
姓
字
者
犬
也
。
稱
成
陽
公
仲

者
狐
也
。
亥
日
稱
臣
君
者
猪
也
。
稱
婦
人
者
金
玉
也
。
子
日
稱
社
君
者

鼠
也
。
稱
神
人
者
伏
翼
也
。
丑
日
稱
書
生
者
牛
也
。
知
其
物
、
則
不
能

爲
害
也
。」

05
③

「
（
一
）

水
山
の
閒
、
吏
を
見
る
は
、
名
は
四
激
と
曰
ふ
。
其
の
名
を
呼
べ

ば
、
之
﹇
一
﹈
れ
則
ち
吉
な
り
。」
と
。「

（
二
）

山
中
に
吏
を
見
る
、
若
し
く
は
但

だ
聲
を
聞
く
の
み
に
し
て
形
を
見
ず
、
之
を
呼
び
て
止
ま
ざ
る
は
、
白

石
を
以
て
之
に
擲
ぐ
れ
ば
則
ち
息
む
。〈
一
に
云
へ
ら
く
、「
葦
を
以
て

殳
を
爲
り
、
之
を
刺
せ
ば
、
卽
ち
去
る
。」〉
と
。「

（
三
）

山
中
に
入
り
、
寅

日
に
虞
吏
を
稱
す
る
者
有
れ
ば
虎
な
り
。
當
路
君
を
稱
す
る
者
は
狼
な

り
。
令
長
を
稱
す
る
者
は
老
狸
な
り
。
卯
日
に
大
夫
を
稱
す
る
者
は
菟

な
り
。
東
王
父
を
稱
す
る
者
は
麋
な
り
。
西
王
母
を
稱
す
る
者
は
鹿
な

り
。
辰
日
に
雨
師
を
稱
す
る
者
は
龍
な
り
。
河
伯
を
稱
す
る
者
は
魚
な

り
。
無
膓
公
子
を
稱
す
る
者
は
蟹
な
り
。
巳
日
に
寡
人
を
稱
す
る
者
は

杜
中
の
虵
な
り
。
時
君
を
稱
す
る
者
は
龜
な
り
。
午
日
に
三
公
を
稱
す

る
者
は
馬
な
り
。
仙
人
を
稱
す
る
者
は
老
樹
な
り
。
未
日
に
主
人
を
稱

す
る
者
は
羊
な
り
。
吏
を
稱
す
る
者
は
麞
な
り
。
申
日
に
人
君
を
稱
す

る
者
は
猴
な
り
。
九
卿
を
稱
す
る
者
は
猨
な
り
。
酉
日
に
將
軍
を
稱
す

る
者
は
老
雞
な
り
。
賊
捕
を
稱
す
る
者
は
雞
な
り
。
戌
日
に
人
の
姓
字

を
稱
す
る
者
は
犬
な
り
。
成
陽
公
仲
を
稱
す
る
者
は
狐
な
り
。
亥
日
に

臣
君
を
稱
す
る
者
は
猪
な
り
。
婦
人
を
稱
す
る
者
は
金
玉
な
り
。
子
日

に
社
君
を
稱
す
る
者
は
鼠
な
り
。
神
人
を
稱
す
る
者
は
伏
翼
な
り
。
丑

日
に
書
生
を
稱
す
る
者
は
牛
な
り
。
其
の
物
を
知
れ
ば
、
則
ち
害
を
爲

す
能
は
ざ
る
な
り
。」
と
。

﹇
一
﹈
こ
れ
ま
で
の
研
究
会
で
の
検
討
か
ら
、『
天
地
瑞
祥
志
』
で
は
「
之
」

字
は
「
是
」
字
と
通
用
さ
れ
る
場
合
が
多
い
こ
と
が
分
か
っ
て
い
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る
。
そ
の
た
め
、
こ
こ
で
も
衍
字
と
は
せ
ず
、「
之
れ
則
ち
」
と
読

ん
で
お
く
。
以
下
同
じ
。

05
④

(

一)

以
下
『
抱
朴
子
』
内
篇
・
登
涉
篇
・
三
〇
四
頁
に
ほ
ぼ
同
文
が
み

え
る
。
書
名
の
脱
落
を
疑
う
。

(

二)

『
抱
朴
子
』
内
篇
・
登
涉
篇
・
三
〇
四
頁
。
割
注
の
内
容
は
、『
抱

朴
子
』
登
涉
篇
で
は
本
文
に
作
り
、「
一
法
以
葦
爲
矛
以
刺
之
卽

吉
。」
と
あ
る
。

(

三)

『
抱
朴
子
』
内
篇
・
登
涉
篇
・
三
〇
四
頁
。
本
條
、
卯
日
「
大
夫
」

は
『
抱
朴
子
』
は
「
丈
人
」
に
作
り
、
ま
た
申
日
「
猨
」
は
「
猿
」

に
、
酉
日
「
稱
賊
捕
者
鷄
也
」
は
「
稱
賊
捕
者
雉
也
」
に
、
亥
日

「
臣
君
」
は
「
神
君
」
に
、
そ
れ
ぞ
れ
作
る
。

　

06
①白

澤
圖
曰
火
之
精
名
宋
无
忌
持
挋
大
家
人
無
故
失
火
者
以
其
名
呼
之

著
絳
緷
赤
㽞
在
項
後
一
曰
火
之
精
名
必
方
狀
如
鳥
一
足
以
其
名
呼
之
則

去
土
之
精
名
曰
戚
羊
其
名
呼
之
則
去
木
之
精
名
彭
侯
狀
如
黒
𤘽
无
尾
享

而
食
之
千
載
木
其
中
有
虫
名
曰
賈
詘
狀
如

有
兩
頭
享
而
食
之
物
宍
味

06
②

『
白
澤
圖
』
曰
、「
火
之
精
、
名
宋
無
忌
。
持

□炬
□火

。
家
人
無
故
失
火

者
、
以
其
名
呼
之
。
著
絳
緷
、
赤
留
在
項
後
。
一
曰
、
火
之
精
、
名
必
方
。

狀
如
鳥
一
足
。
以
其
名
呼
之
則
去
。」「
土
之
精
、
名
曰
戚
羊
。
其
名
呼

之
則
去
。」「
木
之
精
、
名
彭
侯
。
狀
如
黑
𤘽
無
尾
。
享
而
食
之
。」「
千
載

木
其
中
有
蟲
、
名
曰
賈
詘
。
狀
如

□豕
有
兩
頭
。
享
而
食
之
。
物
肉
味
。」

06
③

『
白
澤
圖
』
に
曰
く
、「

（
一
）

火
の
精
、
名
は
宋
無
忌
と
い
ふ
。
炬
火
を
持

つ
。
家
人
故
無
く
失
火
す
れ
ば
、
其
の
名
を
以
て
之
を
呼
ぶ
。

あ
か絳

き
こ
ん緷

（
束
ね
た
羽
）
を

つ著
け
、
赤
き

こ
ぶ留
う
な
じ

項
後
に
在
り
。
一
に
曰
く
、
火
の
精
、

名
は
必
方
と
い
ふ
。
狀
は
鳥
の
一
足
な
る
が
如
し
。
其
の
名
を
以
て
之

を
呼
べ
ば
則
ち
去
る
。」
と
。「

（
二
）

土
の
精
、
名
は
戚
羊
と
曰
ふ
。
其
の
名

も
て
之
を
呼
べ
ば
則
ち
去
る
。」
と
。「

（
三
）

木
の
精
、
名
は
彭
侯
と
い
ふ
。

狀
は
黑
き

　

こ
う
し

𤘽

　

の
尾
無
き
が
如
し
。

に享
て
之
を
食
ふ
。」
と
。「

（
四
）

千
載
の
木

は
其
の
中
に
蟲
有
り
、
名
は
賈
詘
と
曰
ふ
。
狀
は
豕
の
兩
頭
有
る
が
如

し
。
享
て
之
を
食
へ
ば
、
物
肉
の
味
あ
り
。」

06
④

(
一)

拙
稿
「『
白
澤
圖
』
輯
校
」
第
5
・
11
條
、
游
氏
輯
本
第
29
・
30
條
。

「
火
之
精
名
宋
無
忌
」
は
『
玉
燭
寶
典
』
卷
二
、『
藝
文
類
聚
』
卷

八
〇
・
火
部
・
火
、『
史
記
索
隱
』
卷
九
・
封
禪
書
六
、「
一
曰
火

之
〜
呼
之
則
去
」
は
『
法
苑
珠
林
』
卷
四
五
・
審
察
篇
四
三
・
感

應
緣
、『
太
平
御
覽
』
卷
八
八
六
・
妖
異
部
二
・
精
に
『
白
澤
圖
』
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と
し
て
引
か
れ
る
。
た
だ
し
「
持
挋
大
家
〜
㽞
在
項
後
」
の
二
十

三
字
は
他
書
に
見
え
ず
。
游
氏
輯
本
は
理
校
に
よ
り
「
挋
大
」
を

「
矩
火
」
と
推
定
す
る
。
本
稿
で
は
こ
れ
を
踏
ま
え
、「
炬
火
」（
た

い
ま
つ
の
火
）
と
し
た
。

(

二)

拙
稿
「『
白
澤
圖
』
輯
校
」
第
38
條
、
游
氏
輯
本
第
31
條
。
本
條
は

他
書
に
『
白
澤
圖
』
の
佚
文
と
し
て
み
え
な
い
。
あ
る
い
は
、
唐
・

陳
藏
器
『
本
草
拾
遺
』（
宋
・
唐
愼
微
『
證
類
本
草
』
卷
五
・
玉
石

下
品
・
陳
藏
器
餘
・
諸
水
有
毒
）
に
「
諸
水
有
毒
水
府
龍
宮
、
不
可

觸
犯
。
水
中
亦
有
赤
脈
、
不
可
斷
之
。
井
水
沸
、
不
可
食
之
。
已

上
竝
害
人
。
東
晉
溫
嶠
以
物
照
水
爲
神
所
怒
。
楚
詞
云
鱗
屋
貝
闕

言
河
泊
所
居
。
國
語
云
季
桓
子
穿
井
獲
土
缶
。
仲
尼
曰
水
之
怪
魍

魎
、
土
之
羵
羊
。
水
有
脈
及
沸
。
竝
見
『
白
澤
圖
』
。
」
と
あ
る

の
は
、
本
條
を
指
し
た
可
能
性
も
あ
る
。（
拙
稿
「『
白
澤
圖
』
輯

校
」
一
〇
二
頁
參
照
）。

(

三)

拙
稿
「『
白
澤
圖
』
輯
校
」
第
2
條
、
游
氏
輯
本
第
27
條
。
本
條

は
現
行
二
十
卷
本
『
搜
神
記
』
卷
一
八
・
第
四
一
八
條
（
同
條
は

『
太
平
廣
記
』
卷
四
一
五
・
草
木
部
一
〇
等
に
『
搜
神
記
』
と
し

て
引
か
れ
る
＊
王
紹
楹
注
參
照
）、『
法
苑
珠
林
』
卷
四
五
・
審
察

篇
四
三
・
感
應
緣
、『
太
平
御
覽
』
卷
八
八
六
・
妖
異
部
二
・
精
に

『
白
澤
圖
』
と
し
て
引
か
れ
る
。
な
お
『
天
地
瑞
祥
志
』
以
外
は
、

い
ず
れ
も
「
𤘽
」
を
「
狗
」
に
作
る
。

(

四)

拙
稿
「『
白
澤
圖
』
輯
校
」
第
12
條
、
游
氏
輯
本
第
51
條
。
本
條

は
『
法
苑
珠
林
』
卷
四
五
・
審
察
篇
四
三
・
感
應
緣
、『
太
平
御

覽
』
卷
八
八
六
・
妖
異
部
二
・
精
に
『
白
澤
圖
』
と
し
て
引
か
れ

る
。「
豕
」
は
原
字
は
「

」
に
作
る
。
游
氏
は
こ
れ
を
「
豕
」
の

異
體
字
と
見
な
し
、「
豚
」
に
讀
み
替
え
る
。
お
そ
ら
く
「
𧰬
」
な

ど
の
字
體
を
踏
ま
え
た
判
斷
だ
が
、『
法
苑
珠
林
』『
太
平
御
覽
』

は
「
豚
」
に
作
る
か
ら
、
妥
當
な
判
斷
で
あ
る
。
た
だ
「

」
は

む
し
ろ
「

」
に
近
く
、
こ
れ
は
「
豸
」
の
異
體
字
で
も
あ
る
（
臺

灣
敎
育
部
『
異
體
字
字
典
』「
豸
」
字
を
參
照
）。
尤
も
、
用
例
は

『
龍
龕
手
鑑
』
で
あ
り
、
唐
代
に
こ
の
異
體
字
が
用
い
ら
れ
た
か
は

不
明
。
し
た
が
っ
て
、
可
能
性
は
高
く
は
な
い
が
、
そ
も
そ
も
本

文
の
「
蟲
有
り
」
と
い
う
字
義
を
ど
う
考
え
る
か
と
い
う
問
題
も

あ
り
、
念
の
た
め
「
豸
」
と
讀
み
「
な
が
む
し
」
や
「
胴
の
長
い

け
も
の
」
と
し
て
も
解
し
う
る
點
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　

07
①捜

神
記
曰
呉
先
主
時
陸
敬
升
﹇
一
﹈

為
建
安
郡
使
人
伐
大
禅
樹
下
數
斧

有
血
出
樹
断
有
物
面
狗
身
従
樹
中
出
敬
叔
﹇
二
﹈
曰
此
名
形
侯
乃
食
之
味
如

狗
也
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﹇
一
﹈
京
大
本
原
字
は
「
升
」
の
草
書
体
「

」
に
作
る
。
お
そ
ら
く
は

後
出
の
「

」
の
譌
字
。

﹇
二
﹈
京
大
本
原
字
は
「
叔
」
の
異
体
字
「

」
に
作
る
。

07
②

『
搜
神
記
』
曰
、「
呉
先
主
時
、
陸
敬

□叔
爲
建
安
郡

□太
□守

。
使
人
伐
大

□樟
樹
、
下
數
斧
、
有
血
出
。
樹
斷
、
有
物

□人
面
狗
身
、
從
樹
中
出
。
敬

叔
曰
、「
此
名
形
侯
。」
乃
食
之
味
如
狗
也
。」

07
③

『
搜
神
記
』
に
曰
く
、「

（
一
）

呉
の
先
主
の
時
、
陸
敬
叔
建
安
郡
太
守
爲
り

し
に
、
人
を
し
て
大
樟
樹
を
伐
ら
し
む
。
下
す
こ
と
數
斧
に
し
て
、
血

の
出
づ
る
こ
と
有
り
。
樹
斷
た
れ
て
、
物
の
人
面
狗
身
な
る
有
り
、
樹

中
從
り
出
づ
。
敬
叔
曰
く
、「
此
の
名
形
侯
な
り
。」
と
。
乃
ち
之
を
食

ふ
に
味
狗
の
如
き
な
り
。」
と
。

07
④

(

一)

現
行
二
十
卷
本
『
搜
神
記
』
卷
一
八
・
第
四
一
八
條
（
同
條
は
『
太

平
廣
記
』
卷
四
一
五
・
草
木
部
一
〇
等
に
『
搜
神
記
』
と
し
て
引
か

れ
る
＊
王
紹
楹
注
參
照
）。「
此
名
形
侯
」
は
『
搜
神
記
』
は
「
此

名
彭
侯
」
に
作
る
。
な
お
右
の
記
事
に
は
み
え
な
い
が
、『
搜
神

記
』
で
は
、
本
條
末
に
『
白
澤
圖
』
を
引
く
（
拙
稿
「『
白
澤
圖
』

輯
校
」
第
2
條
參
照
）。

　

08
①玄

中
記
曰
千
歳
樹
為
青
羊
万
歳
樹
為
牛
〻
多
出
遊
人
間
也
昔
秦
始
皇

時
南
山
有
梓
樹
大
數
百
圍
始
皇
伐
之
天
輒
大
風
雨
□
飛
沙
石
人
皆
病
走

有
一
人
不
能
去
夜
聞
鬼
来
問
樹
言
柰
何
秦
王
天
下
凶
暴
相
伐
不
止
子
不

困
耶
樹
曰
来
即
作
風
雨
鬼
曰
秦
皇
使
三
百
人
被
髪
以
赤
糸
繞
樹
而
伐
即

聞
病
人
告
秦
皇
〻
伐
之
断
中
有
一
青
牛
出
走
入
河
至
桓
帝
出
遊
河
上
有

一
青
牛
従
河
中
出
湯
帝
大
尉
何
公
時
為
殿
中
将
軍
為
人
勇
力
往
還
之
牛

以
手
挽
牛
左
足
脱
遂
煞
牛
也
〈
守
曰
青
牛
之
士
此
始
也
来
之
也
〉

08
②

『
玄
中
記
』
曰
、「
千
歳
樹
爲
靑
羊
、
萬
歳
樹
爲

□靑
牛
。
牛
多
出
遊
人

閒
也
。」「
昔
秦
始
皇
時
、
南
山
有
梓
樹
、
大
數
百
圍
。
始
皇
伐
之
、
天
輒

大
風
雨
（

□□
）
飛
沙
石
、
人
皆
疾

□走
。
有
一
人
不
能
去
、
夜
聞
鬼
來
問

樹
。
言
、『
奈
何
、
秦
王
天
下
凶
暴
、
相
伐
不
止
。
子
不
困
耶
。』
樹
曰
、

『
來
卽
作
風
雨
。』
鬼
曰
、『
秦
皇
使
三
百
人
被
髮
、
以
赤
絲
繞
樹
而
伐
。』

●聞
●卽

病
人
告
秦
皇
。
皇
伐
之
。
斷
中
有
一
靑
牛
、
出
走
入
河
。」「
至
桓

帝
、
出
遊
河
上
、
有
一
靑
牛
、
從
河
中
出

□蕩
帝
。
大
尉
何
公
、
時
爲
殿
中

將
軍
、
爲
人
勇
力
、
往
還
之
牛
、
以
手
挽
牛
左
足
脱
、
遂
殺
牛
也
。〈
守

曰
、「
靑
牛
之
士
此
始
也
。（

●來
）
之
也
。」〉」

08
③
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『
玄
中
記
』
に
曰
く
、「

（
一
）

千
歳
の
樹
靑
羊
と
爲
り
、
萬
歳
の
樹
靑
牛

と
爲
る
。
牛
多
く
人
閒
に
出
遊
す
る
な
り
。」
と
。「

（
二
）

昔
秦
始
皇
の
時
、

南
山
に
梓
樹
有
り
、
大
な
る
こ
と
數
百
圍
。
始
皇
之
を
伐
ら
ん
と
す
る

に
、
天
輒
ち
大
い
に
風
雨
あ
り
て
沙
石
を
飛
ば
せ
ば
、
人
皆
な
疾
走
す
。

一
人
の
去
る
能
は
ざ
る
も
の
有
り
、
夜
鬼
の
來
た
り
て
樹
に
問
ふ
を
聞

く
。
言
へ
ら
く
、『
奈
何
せ
ん
、
秦
王
天
下
の
凶
暴
な
り
、
相
ひ
伐
り

て
止
ま
ず
。
子
困
ぜ
ざ
る
や
。』
と
。
樹
曰
く
、『
來
た
れ
ば
卽
ち
風
雨

を
作
さ
ん
。』
と
。
鬼
曰
く
、『
秦
皇
三
百
人
を
し
て
被
髮
し
て
赤
絲
を

以
て
樹
に

め
ぐ繞

ら
し
て
伐
ら
し
む
る
は
。』
と
。
聞
き
て
卽
ち
病
人
秦
皇
に

告
ぐ
。
皇
之
を
伐
る
。
斷
つ
る
に
中
に
一
靑
牛
有
り
、
出
で
て
走
り
河

に
入
る
。」
と
。「

（
三
）

桓
帝
に
至
り
、
河
の
上
に
出
遊
す
る
に
、
一
靑
牛
有

り
、
河
の
中
從
り
出
で
て
帝
を

う
ご蕩

か
す
。
大
尉
何
公
、
時
に
殿
中
將
軍

爲
り
て
、
人
と
爲
り
勇
力
な
り
。
往
還
す
る
の
牛
、
手
を
以
て
牛
の
左

足
を
挽
き
て
脱
し
、
遂
に
牛
を
殺
す
な
り
。〈
守
曰
く
、「
靑
牛
の
士
此

よ
り
始
ま
る
な
り
。
之
れ
な
り
。」〉」
と
。

08
④

(

一)

魯
迅
『
古
小
説
鉤
沈
』
所
輯
『
玄
中
記
』
第
四
三
條
。
本
條
は
『
太

平
御
覽
』
卷
八
八
六
・
妖
異
部
二
・
精
に
當
該
箇
所
全
文
を
引
く
。

そ
の
ほ
か
、
初
句
「
千
歳
樹
爲
靑
羊
」
は
『
太
平
御
覽
』
卷
九
〇

二
・
獸
部
・
羊
、
次
句
「
萬
歳
樹
爲
靑
牛
」
は
『
藝
文
類
聚
』
卷
九

四
・
獸
部
中
・
牛
、『
初
學
記
』
卷
二
九
・
獸
部
・
牛
、『
太
平
御

覽
』
卷
九
〇
〇
・
獸
部
一
二
・
牛
下
、『
白
孔
六
帖
』
卷
九
六
・
牛
、

初
句
・
次
句
が
『
藝
文
類
聚
』
卷
八
八
・
木
部
上
・
木
、『
法
苑
珠

林
』
卷
二
八
・
神
異
篇
第
二
〇
・
感
應
緣
に
そ
れ
ぞ
れ
引
か
れ
る
。

『
藝
文
類
聚
』
卷
八
八
・『
法
苑
珠
林
』
卷
二
八
は
「
千
歳
…
…
」
句

の
前
に
「
百
歳
之
樹
其
汁
赤
如
血
」
と
あ
り
。

(

二)

魯
迅
『
古
小
説
鉤
沈
』
所
輯
『
玄
中
記
』
第
四
五
條
。
本
條
は
『
太

平
御
覽
』
卷
六
八
〇
・
儀
式
部
・
旄
頭
、
同
卷
九
五
八
・
木
部
七
・

梓
、『
法
苑
珠
林
』
卷
六
六
〜
六
七
・
怨
苦
篇
七
七
・
感
應
緣
、『
北

堂
書
鈔
』
卷
一
三
〇
・
髦
頭
七
に
『
玄
中
記
』
と
し
て
引
か
れ
る

が
、
如
上
の
佚
文
と
比
べ
て
字
句
の
異
同
や
節
略
が
み
え
る
。
例

え
ば
、『
法
苑
珠
林
』
に
は
「
秦
始
皇
時
、
終
南
山
有
梓
樹
、
大

數
百
圍
、
蔭
宮
中
。
始
皇
惡
之
、
興
兵
伐
之
。
天
輒
大
風
雨
飛
沙

石
、
人
皆
疾
走
。
至
夜
、
瘡
皆
合
。
有
一
人
中
風
雨
、
傷
蹇
不
能

去
、
留
宿
。
夜
聞
有
鬼
來
問
樹
、
言
、『
秦
王
凶
暴
相
伐
、
得
不
困

耶
。』
樹
曰
、『
來
卽
作
風
雨
擊
之
、
其
奈
吾
何
。』
又
曰
、『
秦
王

使
三
百
人
被
頭
以
赤
絲
繞
樹
伐
、
汝
得
無
敗
乎
。』
樹
寞
然
無
聲
。

病
人
報
秦
王
、
案
言
伐
之
。
樹
斷
、
中
有
一
靑
牛
出
、
逐
之
、
走

入
河
。
於
是
秦
王
立
旄
頭
騎
。」
と
あ
る
。

(

三)

魯
迅
『
古
小
説
鉤
沈
』
所
輯
『
玄
中
記
』
第
四
四
條
。
本
條
は
『
北
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堂
書
鈔
』
卷
六
四
・
驍
騎
將
軍
一
一
三
、『
太
平
御
覽
』
卷
二
三
九
・

職
官
部
三
七
・
殿
中
將
軍
、
同
卷
九
〇
〇
・
獸
部
一
二
・
牛
下
に

そ
れ
ぞ
れ
『
玄
中
記
』
と
し
て
引
か
れ
る
が
、
如
上
の
佚
文
と
比

べ
て
字
句
の
異
同
や
節
略
が
み
え
る
。
例
え
ば
『
太
平
御
覽
』
卷

二
三
九
に
は
「
漢
桓
帝
時
、
出
遊
河
上
。
忽
有
一
靑
牛
、
從
河
中

出
、
直
走
盪
桓
帝
。
邉
人
皆
走
。
太
尉
何
公
爲
殿
中
將
軍
、
有
勇

力
、
輒
走
逆
之
。
牛
見
公
往
乃
反
走
還
河
。
未
下
河
、
公
及
牛
、

乃
以
手
拔
牛
左
足
脱
、
以
右
手
持
斧
斫
牛
頭
、
殺
之
。
此
靑
牛
者

是
萬
年
木
精
也
。」
と
あ
り
、
特
に
傍
線
部
は
『
天
地
瑞
祥
志
』
で
は

か
な
り
節
略
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
ま
ま
で
は
理
解
が
難
し
く
な
っ

て
い
る
。

　

＊
『
古
小
説
鉤
沈
』
所
輯
『
玄
中
記
』
は
以
上
の
内
容
を
三
條
の
佚
文

に
分
け
る
。
こ
れ
は
佚
文
が
個
別
に
引
か
れ
て
殘
る
こ
と
に
據
る
と
思

わ
れ
る
。
對
し
て
、『
天
地
瑞
祥
志
』
で
は
三
條
が
一
つ
な
が
り
の
文
脈

で
引
か
れ
て
お
り
、
三
條
が
一
段
の
内
容
で
あ
っ
た
可
能
性
も
窺
え
る
。

そ
の
た
め
、
注
釋
を
つ
け
る
便
宜
上
「

　

」
で
三
つ
に
區
切
り
は
し
た

が
、
訓
讀
で
は
敢
え
て
繫
げ
て
讀
む
こ
と
と
し
た
。
始
皇
帝
の
と
き
黃

河
に
逃
げ
た
樹
精
が
、
漢
の
桓
帝
の
と
き
に
ま
だ
黃
河
に
棲
み
つ
い
て

お
り
現
れ
た
と
い
う
の
は
、
説
話
と
し
て
も
面
白
い
。

09
①抱

朴
子
曰
大
樹
能
語
言
者
非
樹
語
其
精
名
曰
雲
陽
呼
名
之
則
去
也

09
②

『
抱
朴
子
』
曰
、「
大
樹
能
語
言
者
、
非
樹
語
。
其
精
名
曰
雲
陽
。
呼

名
之
則
去
也
。」

09
③

『
抱
朴
子
』
に
曰
く
、「

（
一
）

大
樹
の
能
く
語
言
す
る
は
、
樹
語
る
に
非
ず
。

其
の
精
名
は
雲
陽
と
曰
ふ
。
名
を
呼
べ
ば
之
れ
則
ち
去
る
な
り
。」
と
。

09
④

(

一)

『
抱
朴
子
』
内
篇
・
登
渉
篇
・
三
〇
四
頁
。『
抱
朴
子
』
は
「
則
去
」

を
「
則
吉
」
に
作
る
。

　

＊
以
下
10
〜
14
は
書
名
を
缺
く
も
の
の
、『
抱
朴
子
』
及
び
類
書
等
に

引
か
れ
る
『
白
澤
圖
』『
玄
中
記
』
に
同
じ
内
容
が
み
え
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
お
そ
ら
く
書
名
を
脱
落
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

10
①金

之
精
名
倉
𠹔
状
如
彖
居
人
家
使
不
宜
妻
呼
名
之
則
去

10
②

「
金
之
精
、
名
倉
𠹔
。
狀
如
彖
、
居
人
家
、
使
不
宜
妻
。
呼
名
之
則
去
。」

– 164 –



10
③

「
（
一
）

金
の
精
、
名
は
倉
𠹔
と
い
ふ
。
狀
は
彖
の
如
く
、
人
家
に
居
り
、
妻

に
宜
か
ら
ざ
ら
し
む
。
名
を
呼
べ
ば
之
れ
則
ち
去
る
。」
と
。

10
④

(

一)

拙
稿
「『
白
澤
圖
』「
輯
校
」
第
15
條
、
游
氏
輯
本
第
25
條
。
本
條

は
書
名
は
な
い
が
、『
法
苑
珠
林
』
卷
四
五
・
審
察
篇
四
三
・
感
應

緣
、『
太
平
御
覽
』
卷
八
八
六
・
妖
異
部
二
・
精
、『
太
平
御
覽
』
卷

八
一
一
・
珍
寳
部
一
〇
・
金
下
）
な
ど
に
『
白
澤
圖
』
と
し
て
引

か
れ
る
。
な
お
『
太
平
御
覽
』
卷
八
一
一
の
み
「
白
鼠
、
以
黃
昏

時
見
於
丘
陵
之
閒
、
視
所
出
入
、
中
有
金
。」
の
句
に
接
續
す
る
。

游
氏
は
白
鼠
の
前
に
「
一
云
名
」
の
三
字
が
脱
落
し
て
い
る
可
能

性
を
指
摘
す
る
。
た
だ
し
『
太
平
御
覽
』
卷
九
一
一
・
獸
部
二
三

に
引
く
『
地
鏡
圖
』
に
「
靑
玉
之
像
爲
女
人
、
黃
金
之
見
、
爲
火

及
白
鼠
」
な
ど
と
あ
る
こ
と
か
ら
見
て
、
こ
の
箇
所
は
精
の
姿
を

指
す
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
一
云
名
」
は
む

し
ろ
「
一
云
」
と
す
べ
き
か
。
な
お
『
事
類
賦
注
』
卷
九
・
寶
貨

部
・
金
賦
「
入
夜
方
驚
於
白
鼠
」
句
注
引
『
白
澤
圖
』
は
「
白
鼠

以
」
以
下
の
み
を
載
せ
る
。

　

11
①

又
金
精
為
車
馬
銅
精
為
僮
奴
鈆
錫
精
為
老
婦

11
②

「
又
金
精
爲
車
馬
、
銅
精
爲
僮
奴
、
鈆
錫
精
爲
老
婦
。」

11
③

「
（
一
）

又
た
金
の
精
車
馬
と
爲
り
、
銅
の
精
僮
奴
と
爲
り
、
鈆
錫
の
精
老

婦
と
爲
る
。」
と
。

11
④

(

一)

魯
迅
『
古
小
説
鉤
沈
』
所
輯
『
玄
中
記
』
第
六
一
條
。
本
條
は
書

名
は
な
い
が
、
諸
書
に
『
玄
中
記
』
と
し
て
引
か
れ
る
。
全
文
は

『
太
平
御
覽
』
卷
八
八
六
・
妖
異
部
二
・
精
に
「
玉
精
爲
白
虎
、
金

精
爲
車
馬
、
銅
精
爲
僮
奴
、
鈆
精
爲
老
婦
」
と
あ
り
、
次
句
の
み

は
同
卷
八
一
三
・
珍
寶
部
十
二
・
銅
に
「
銅
之
精
爲
童
奴
」
と
あ

り
、
三
句
の
み
は
同
卷
八
一
二
・
珍
寶
部
十
一
・
鉛
に
「
鉛
錫
之

精
爲
老
婢
」、
同
卷
九
一
二
・
獸
部
二
十
四
・
狸
に
「
鈆
錫
之
精
爲

狐
狸
」、『
廣
韻
』
卷
五
・
上
聲
・
錫
二
三
に
「
鉛
錫
之
精
爲
婢
」
と

あ
る
。
い
ず
れ
も
『
玄
中
記
』
か
ら
の
引
用
。

　

12
①又

絶
水
有
金
精
名
侯
伯
狀
如
人
長
五
尺
五
綵
衣
呼
則
得

12
②
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「
又
絶
水
有
金
、
精
名
侯
伯
。
狀
如
人
、
長
五
尺
五
綵
衣
。
呼
則
得
。」

12
③

「
（
一
）

又
た
絶
え
た
る
水
に
金
有
れ
ば
、
精
名
は
侯
伯
と
い
ふ
。
狀
は
人

の
如
く
、
長
五
尺
、
五
綵
衣
な
り
。
呼
べ
ば
則
ち
得
。」
と
。

12
④

(

一)

拙
稿
「『
白
澤
圖
』
輯
校
」
第
25
條
、
游
氏
輯
本
第
26
條
。
本
條

は
書
名
は
な
い
が
、『
法
苑
珠
林
』
卷
四
五
・
審
察
篇
四
三
・
感
應

緣
、『
太
平
御
覽
』
卷
八
八
六
・
妖
異
部
二
・
精
に
『
白
澤
圖
』
と

し
て
引
か
れ
る
。「
呼
則
得
」
は
『
法
苑
珠
林
』『
太
平
御
覽
』
い

ず
れ
も
「
以
其
名
呼
之
則
去
」
に
作
る
。

　

13
①山

中
夜
見
胡
人
者
銅
䥫
精
也
〈
秦
人
謂
之
百
俄
木
也
〉

13
②

「
山
中
夜
見
胡
人
者
銅
鐵
精
也
。〈
秦
人
謂
之
百
俄
木
也
。〉」

13
③

「
（
一
）

山
中
に
夜
に
胡
人
を
見
る
は
銅
鐵
の
精
な
り
。〈
秦
人
は
之
を
百
俄

木
と
謂
ふ
な
り
。〉」
と
。

13
④

(

一)

本
條
は
書
名
は
な
い
が
、『
抱
朴
子
』
内
篇
・
登
涉
篇
・
三
〇
四
頁

に
み
え
る
。
な
お
『
抱
朴
子
』
に
は
本
條
に
續
け
て「
見
秦
〔
人
〕

者
、
百
歳
木
之
精
。
勿
怪
之
、
竝
不
能
爲
害
。」
と
あ
り
、
右
の
割

注
に
近
い
字
句
が
み
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
割
注
は
こ
の
個
所
が

訛
傳
し
た
可
能
性
も
あ
る
。

　

14
①銀

精
名
曰
网
﹇
一
﹈
象
状
如
小
児
赤
目
黒
色
大
耳
長
爪
以
索
縛
之
則
得
大

水
若
折
財
赤
生
精
黄
羊
狀
如
黄
牛
而
逆
鱗
呼
名
之
則
去

　

水
石
精
名
慶

忌
狀
如
人
乗
車
蓋
呼
則
入
水
取
魚
又
石
精
状
駕
九
頭
取
麦
置
石
臼
舂
三

日
三
夜
焦
則
已
也
王
精
名
岱
委
状
如
美
女
青
衣
以
桃
戈
刾
之
呼
名
則
得

〈
又
玉
精
白
虎
為
〉
夜
行
見
女
子
戴
燭
行
入
石
之
中
則
有
玉
也

　

左
右
有

山
石
水
生
其
間
水
出
流
千
歳
不
絶
其
精
名
曰
善
﹇
二
﹈
状
如
小
児
黒
色
其
呼

之
使
取
飲
食
故
池
之
精
名
意
状
如
彖
呼
之
則
去
精
名
疾
状
如
嬰
児
一
足

見
呼
無
害
故
澤
之
精
名
冤
其
状
如
虵
一
身
兩
頭
五
采
文
呼
之
可
使
取
金

銀
井
精
名
必
狀
如
宍
犬
五
斤
享
而
食
之

﹇
一
﹈
京
大
本
原
字
は
「
𠕀
」
に
作
る
。「
网
」
の
譌
字
。

﹇
二
﹈
傍
書
「
本
作
若
」

14
②

「
銀
精
、
名
曰

□罔
象
。
狀
如
小
兒
、
赤
目
黑
色
、
大
耳
長
爪
。
以
索
縛
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之
則
得
。」「
大
水
若
折
財
赤
生
精
、
黃
羊
、
狀
如
黃
牛
而
逆
鱗
。
呼
名
之

則
去
。」「
水
石
精
、
名
慶
忌
。
狀
如
人
、
乘
車
蓋
。
呼
則
入
水
取
魚
。」

「
又
石
精
、
狀
駕
九
頭
。
取
麥
置
石
臼
、
舂
三
日
三
夜
、
焦
則
已
也
。」「

□玉
精
名
岱
委
。
狀
如
美
女
靑
衣
。
以
桃
戈
刾
之
、
呼
名
則
得
。〈
又
玉
精

●爲
●白
●虎

。〉」「
夜
行
見
女
子
戴
燭
行
、
入
石
之
中
、
則
有
玉
也
。」「
左
右

有
山
石
、
水
生
其
閒
、
水
出
流
千
歳
不
絶
、
其
精
名
曰
善
。
狀
如
小
兒

黑
色
。
其
呼
之
使
取
飮
食
。」「
故
池
之
精
、
名
意
。
狀
如
彖
。
呼
之
則

去
。」「

●□
精
名
疾
。
狀
如
嬰
兒
一
足
。
見
呼
無
害
。」「
故
澤
之
精
、
名

冤
。
其
狀
如
虵
一
身
兩
頭
五
采
文
。
呼
之
可
使
取
金
銀
。」「
井
精
名
必
。

狀
如

●犬
、

●肉
五
斤
、
享
而
食
之
。」

14
③

「
（
一
）

銀
の
精
、
名
は
罔
象
と
曰
ふ
。
狀
は
小
兒
の
如
く
、
赤
目
黑
色
に
し

て
、
大
耳
長
爪
あ
り
。
索
を
以
て
之
を
縛
れ
ば
則
ち
得
。」
と
。「

（
二
）

大
水

折
財
の
若
く
赤
け
れ
ば
精
を
生
じ
、
黃
羊
と
い
ふ
、
狀
は
黃
牛
の
如
く

し
て
逆
鱗
あ
り
。
名
を
呼
べ
ば
之
れ
則
ち
去
る
。」
と
。「

（
三
）

水
石
の
精
、

名
は
慶
忌
と
い
ふ
。
狀
は
人
の
如
く
し
て
、
車
蓋
に
乘
る
。
呼
べ
ば
則

ち
水
に
入
り
て
魚
を
取
る
。」
と
。「

（
四
）

又
た
石
精
、
狀
は
九
頭
を
駕
す
る

が
ご
と
し
。
麥
を
取
り
て
石
臼
に
置
き
、
舂
く
こ
と
三
日
三
夜
、
焦
が

せ
ば
則
ち
已
む
な
り
。」
と
。「

（
五
）

玉
精
名
は
岱
委
と
い
ふ
。
狀
は
美
女
の

靑
衣
な
る
が
如
し
。
桃
の
戈
を
以
て
之
を
刾
し
、
名
を
呼
べ
ば
則
ち
得
。

〈
又
た
玉
精
白
虎
と
爲
る
。〉
夜
行
き
て
女
子
の
燭
を
戴
き
行
く
を
見
る

に
、
石
の
中
に
入
れ
ば
、
則
ち
玉
有
る
な
り
。」
と
。「

（
六
）

左
右
に
山
石
有

り
、
水
其
の
閒
に
生
じ
、
水
出
で
て
流
る
る
こ
と
千
歳
絶
え
ざ
れ
ば
、

其
の
精
名
は
善
と
曰
ふ
。
狀
は
小
兒
の
黑
色
な
る
が
如
し
。

も其
し
之
を

呼
べ
ば
飮
食
を
取
ら
し
む
。」
と
。「

（
七
）

故
池
の
精
、
名
は
意
と
い
ふ
。
狀

は
彖
の
如
し
。
之
を
呼
べ
ば
則
ち
去
る
。」
と
。「

（
八
）

□
精
名
は
疾
と
い

ふ
。
狀
は
嬰
兒
の
一
足
な
る
が
如
し
。
見
て
呼
べ
ば
害
無
し
。」
と
。「

（
九
）

故
澤
の
精
、
名
は
冤
と
い
ふ
。
其
の
狀
は
虵
の
如
く
一
身
兩
頭
に
し
て

五
采
文
あ
り
。
之
を
呼
べ
ば
金
銀
を
取
ら
し
む
べ
し
。」
と
。「

（
一〇
）

井
の
精

名
は
必
と
い
ふ
。
狀
は
犬
の
如
く
、
肉
五
斤
、

に享
て
之
を
食
ふ
。」
と
。

14
④本

條
以
下
は
、
書
名
は
な
い
も
の
の
、
諸
書
に
『
白
澤
圖
』
と
し
て
引

か
れ
る
條
が
多
い
。
ま
た
、
全
體
的
に
形
式
も
統
一
さ
れ
て
お
り
、
對

應
す
る
佚
文
の
な
い
條
も
含
め
て
、『
白
澤
圖
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
可

能
性
は
高
い
と
思
わ
れ
る
。

(
一)

拙
稿
「『
白
澤
圖
』
輯
校
」
第
16
條
、
游
氏
輯
本
第
28
條
。
本
條
は

『
法
苑
珠
林
』
卷
四
五
・
審
察
篇
四
三
・
感
應
緣
、『
太
平
御
覽
』
卷

八
八
六
・
妖
異
部
二
・
精
に
い
ず
れ
も
『
白
澤
圖
』
と
し
て
引
く
。

ま
た
『
法
苑
珠
林
』『
太
平
御
覽
』
は
、
い
ず
れ
も
「
水
之
精
」
と

し
、
末
尾
に
「
烹
之
吉
」
の
三
字
あ
り
。
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(

二)
本
條
は
他
の
類
書
に
み
え
な
い
。
前
後
か
ら
考
え
て
『
白
澤
圖
』

の
佚
文
の
可
能
性
が
高
い
。「
折
財
」
に
つ
い
て
は
、
恐
ら
く
誤
字

と
思
わ
れ
る
が
、
不
詳
。

(

三)

拙
稿
「『
白
澤
圖
』
輯
校
」
第
29
條
、
游
氏
輯
本
第
4
條
。
た
だ

し
か
つ
て
拙
稿
で
は
、
對
應
條
は
後
述
16
①
〜
④
（
一
二
）『
白

澤
圖
』
佚
文
「
故
川
石
精
、
名
慶
忌
。
…
…
」
と
見
な
し
た
。
游

氏
も
體
例
上
は
「『
抱
朴
子
』
云
…
…
」
に
繫
が
る
と
考
え
つ
つ

も
、
内
容
の
類
似
か
ら
『
白
澤
圖
』
の
佚
文
と
見
な
す
よ
う
で
あ

る
。
い
ま
改
め
て
檢
討
し
て
み
る
と
、『
法
苑
珠
林
』
卷
四
五
・
審

察
篇
四
三
・
感
應
緣
に
引
く
『
白
澤
圖
』
に
「
故
水
石
者
精
名
慶

忌
。
狀
如
人
乘
車
蓋
。
一
日
馳
千
里
。
以
其
名
呼
之
、
則
可
使
入

水
取
魚
。」
と
あ
り
、
ま
た
『
太
平
御
覽
』
卷
八
八
六
・
妖
異
部

二
・
精
も
ほ
ぼ
同
じ
『
白
澤
圖
』
の
佚
文
を
引
く
。
こ
の
點
か
ら

見
て
、
本
條
は
『
白
澤
圖
』
の
佚
文
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
一

方
で
、
後
述
の
16
④
（
一
二
）
は
『
管
子
』
水
地
篇
の
文
に
近
く
、

あ
る
い
は
こ
ち
ら
の
書
名
が
誤
り
、
も
し
く
は
『
白
澤
圖
』
か
ら

の
引
用
の
中
に
『
管
子
』
の
文
章
が
紛
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。

(

四)

當
該
箇
所
は
他
の
類
書
に
『
白
澤
圖
』
か
ら
の
引
用
と
し
て
見
え

ず
。
た
だ
し
、「
石
精
」
は
張
良
に
兵
書
を
授
け
た
と
い
う
「
黃

石
公
」（『
史
記
』
卷
五
五
・
留
侯
世
家
）
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、

人
々
に
廣
く
浸
透
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。『
白
澤
圖
』
と
同
時

期
の
道
敎
經
典
『
女
靑
鬼
律
』
に
も
「
石
精
之
鬼
名

肉
子
〈

於
巾
反
〉」
と
あ
る
。

(

五)

拙
稿
「『
白
澤
圖
』
輯
校
」
第
7
・
14
條
、
游
氏
輯
本
第
32
條
。

本
條
は
『
藝
文
類
聚
』
卷
八
三
・
寶
玉
上
・
玉
、『
法
苑
珠
林
』
卷

四
五
・
審
察
篇
四
三
・
感
應
緣
、『
太
平
御
覽
』
卷
八
八
六
・
妖
異

部
二
・
精
に
『
白
澤
圖
』
と
し
て
引
か
れ
る
。
ま
た
『
太
平
御
覽
』

卷
八
〇
五
・
珍
寶
部
四
・
玉
下
は
「
白
玉
圖
」
と
し
て
本
條
を
引

く
。
た
だ
し
、『
藝
文
類
聚
』
お
よ
び
『
太
平
御
覽
』
に
の
み
「
夜

行
見
女
【
子
】
戴
燭
【
行
者
、
潛
從
其
所
亡
則
】
入
石
、
石
中
有

玉
也
。」（【

　

】
内
は
御
覽
の
み
に
み
え
る
字
句
）
の
句
が
み
え

る
。
そ
の
ほ
か
、
割
注
は
『
玄
中
記
』
に
據
っ
た
も
の
か
（
前
出

11
④
（
二
）
を
參
照
）。

(

六)

拙
稿
「『
白
澤
圖
』
輯
校
」
第
27
條
、
游
氏
輯
本
第
45
條
。
本
條
は

『
法
苑
珠
林
』
卷
四
五
・
審
察
篇
四
三
・
感
應
緣
、『
太
平
御
覽
』
卷

八
八
六
・
妖
異
部
二
・
精
に
『
白
澤
圖
』
と
し
て
引
か
れ
る
。『
法

苑
珠
林
』『
太
平
御
覽
』
は
い
ず
れ
も
精
名
を
「
喜
」
に
作
る
。

(

七)
拙
稿
「『
白
澤
圖
』
輯
校
」
第
23
條
、
游
氏
輯
本
第
2
條
。
本
條

は
、『
法
苑
珠
林
』
卷
四
五
・
審
察
篇
四
三
・
感
應
緣
、『
太
平
御

覽
』
巻
八
八
六
・
妖
異
部
二
・
精
に
『
白
澤
圖
』
と
し
て
引
か
れ
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る
。『
法
苑
珠
林
』
は
、「
故
池
」
を
「
故
臼
」
に
作
る
。

(

八)

當
該
箇
所
は
他
の
類
書
に
『
白
澤
圖
』
か
ら
の
引
用
と
し
て
見
え

ず
。
臺
灣
國
家
圖
書
館
所
藏
『
禮
緯
含
文
嘉
』
精
魅
篇
に
「
大
石

精
、
一
足
小
兒
、
名
是
。
見
之
、
呼
名
、
不
爲
害
。」
と
あ
る
の

が
、
比
較
的
近
い
か
（
拙
稿
「《
禮
緯
含
文
嘉
》
精
魅
篇
的
辟
邪
思

想
與
鬼
神
觀
」『
復
旦
學
報
（
社
會
科
學
版
）』
二
〇
一
四
年
・
第

五
期
・
一
三
頁
②
參
照
）。

(

九)

拙
稿
「『
白
澤
圖
』
輯
校
」
第
18
條
、
游
氏
輯
本
第
22
條
。
本
條
は

『
法
苑
珠
林
』
卷
四
五
・
審
察
篇
四
三
・
感
應
緣
、『
太
平
御
覽
』
卷

八
八
六
・
妖
異
部
二
・
精
に
い
ず
れ
も
『
白
澤
圖
』
と
し
て
引
か

れ
る
。『
太
平
御
覽
』
は
「
故
澤
」
を
「
古
宅
」
に
作
り
、「
名
曰

揮
文
。
又
曰
山
冕
。」
と
述
べ
る
。『
法
苑
珠
林
』
も
精
名
を
「
冕
」

と
す
る
。
大
正
新
脩
大
藏
經
本
『
法
苑
珠
林
』
は
、「
冕
」
の
異
體

字
「

」
に
作
る
が
、
こ
れ
は
『
天
地
瑞
祥
志
』
が
「
冤
」
に
作

る
の
に
近
い
。
實
際
「
冕
」
の
異
體
字
を
「
冤
」
で
作
る
例
も
あ

る
（
臺
灣
敎
育
部
『
異
體
字
字
典
』「
冕
」
參
照
）。

(

一〇)

當
該
箇
所
は
他
の
類
書
に
『
白
澤
圖
』
か
ら
の
引
用
と
し
て
見
え

ず
。『
白
澤
圖
』
佚
文
と
し
て
は
、「
故
井
故
淵
之
精
」
や
「
井
神
」

が
み
え
る
が
、
精
名
や
姿
、
特
徵
な
ど
全
く
異
な
る
（
拙
稿
「『
白

澤
圖
』
輯
校
」
第
24
條
、
游
氏
輯
本
第
12
條
）。 　

＊
以
下
、
卷
末
ま
で
『
白
澤
圖
』
か
ら
の
引
用
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、

あ
ま
り
に
長
い
た
め
、
全
體
を
二
分
割
し
て
提
示
す
る
。

15
①白

澤
圖
曰
室
之
精
名
緩
龍
狀
如
小
児
長
一
尺
四
寸
黒
衣
赤
㥽
大
冠
帶

剱
持
戟
其
名
呼
之
則
去
也
夜
見
堂
下
有
小
児
被
髪
走
名
曰
溝
其
名
呼
無

咎
也

　

廁
之
精
名
曰
倚
底
青
衣
時
白
杖
其
名
呼
無
害
不
呼
則
死
也

　

百

年
廁
精
名
旗
得
状
如
人
悪
聞
人
音
故
至
廁
而
咳
也
築
室
三
年
不
居
其
精

忽
名
長
七
尺
見
者
有
福
也
一
云
小
児
長
三
尺
而
無
髪
見
則
掩
鼻
見
之
有

福
也
故
戸
精
名
其
狀
如
人
見
人
則
伏
撡
匕
﹇
一
﹈
呼
之
取
鼠

　

古
門
之
精
名

曰
野
状
如
未
儒
見
人
則
拜
其
名
呼
冝
飲
食
也
又
一
名
屯
門
状
如

无
手

足
呼
則
去

　

古
臺
屋
之
精
名
曰
両
﹇
二
﹈

貴
状
如
赤
狗
其
名
呼
使
人
目
明
也

　

古
溷
之
精
名
曰
卑
状
如
美
女
而
時
鏡
呼
之
使
人
知
愧
也

　

古
癈
﹇
三
﹈
丘

墓
之
精
名
曰
元
状
老
伇
青
衣
而
撡
杵
好
舂
其
名
呼
之
使
人
冝
禾
穀
也

　

丘
墓
之
精
名
曰
狼
鬼
與
人
闘
不
休
為
桃
弓
㯤
矢
羽
以
鵄
羽
以
射
之
鬼
化

為
飃
風
脱
履
投
之
不
能
化
也
故
道
住
之
精
名
曰
忌
状
如
野
人
行
歌
呼
之

使
人
不
迷
也
故
𨑲
﹇
四
﹈

之
精
名
跋
如
大
夫
青
衣
大
耳
呼
之
使
人
冝
君
将

﹇
一
﹈
京
大
本
原
字
は
「
ヒ
」（「
々
」
と
同
じ
意
味
の
記
號
）
と
も
取
れ

る
が
、
こ
こ
で
は
「
匕
」
と
見
な
す
。
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﹇
二
﹈
京
大
本
原
字
は
「

」
に
作
る
。「
両
」
の
草
書
。

﹇
三
﹈
京
大
本
原
字
は
「

」
と
あ
り
、「
𤶣
」
の
草
書
に
も
見
え
る
が
、

意
味
が
通
じ
な
い
た
め
、「
癈
」
の
草
書
「

」
が
崩
れ
た
も
の
と

判
斷
し
た
。

﹇
四
﹈
京
大
本
原
字
は
「

」
に
作
る
が
、
不
詳
。
尊
經
閣
本
原
字
は
旁

を
「

」
に
作
り
、「
迕
」
か
「
𨑲
」（
廷
の
異
體
字
）
に
近
い
。
字

義
を
勘
案
し
て
後
者
を
取
っ
て
お
く
。

15
②

『
白
澤
圖
』
曰
、「
室
之
精
、
名
緩
龍
。
狀
如
小
兒
、
長
一
尺
四
寸
、
黑

衣
赤

□幘
大
冠
、
帶
剱
持
戟
。
其
名
呼
之
則
去
也
。」「
夜
見
堂
下
有
小
兒
、

被
髮
走
。
名
曰
溝
。
其
名
呼
無
咎
也
。」「
廁
之
精
、
名
曰
倚
底
。
靑
衣

□持

白
杖
。
其
名
呼
、
無
害
。
不
呼
則
死
也
。」「
百
年
廁
精
、
名
旗
得
。
狀
如

人
。
惡
聞
人
音
、
故
至
廁
而
咳
也
。」「
築
室
三
年
不
居
、
其
精

□名
□忽

。
長

七
尺
。
見
者
有
福
也
。
一
云
、
小
兒
長
三
尺
而
無
髮
。
見
則
掩
鼻
。
見

之
有
福
也
。」「
故
戸
精
、
名
其
。
狀
如
人
。
見
人
則
伏
。
操
匕
呼
之
、
取

鼠
。」「
古
門
之
精
、
名
曰
野
。
狀
如

□朱
儒
。
見
人
則
拜
。
其
名
呼
、
宜

飮
食
也
。
又
一
名
屯
門
。
狀
如

、
无
手
足
。
呼
則
去
。」「
古
臺
屋
之

精
、
名
曰
兩
貴
。
狀
如
赤
狗
。
其
名
呼
、
使
人
目
明
也
。」「
古
溷
之
精
、

名
曰
卑
。
狀
如
美
女
而

□持
鏡
。
呼
之
、
使
人
知
愧
也
。」「
古
癈
丘
墓
之

精
、
名
曰
元
。
狀
老
役
。
靑
衣
而
操
杵
、
好
舂
。
其
名
呼
之
、
使
人
宜

禾
穀
也
。」「
丘
墓
之
精
、
名
曰
狼
鬼
。
與
人
鬭
不
休
。
爲
桃
弓
棘
矢
、
羽

以
鵄
羽
、
以
射
之
、
鬼
化
爲
飃
風
。
脱
履
投
之
、
不
能
化
也
。」「
故
道
住

□徑
之
精
、
名
曰
忌
。
狀
如
野
人
。
行
歌
。
呼
之
、
使
人
不
迷
也
。」「
故

廷
之
精
、
名
跋
。
如
大
夫
、
靑
衣
大
耳
。
呼
之
、
使
人
宜
君
將
。」

15
③

『
白
澤
圖
』
に
曰
く
、「

（
一
）

室
の
精
、
名
は
緩
龍
と
い
ふ
。
狀
は
小
兒
の

如
く
、
長
一
尺
四
寸
、
黑
衣
・
赤
幘
・
大
冠
に
し
て
、
剱
を
帶
び
戟
を

持
つ
。
其
の
名
も
て
之
を
呼
べ
ば
則
ち
去
る
な
り
。」
と
。「

（
二
）

夜
に
堂
下

に
小
兒
有
り
て
、
被
髮
に
し
て
走
る
を
見
る
。
名
は
溝
と
曰
ふ
。
其
の

名
も
て
呼
べ
ば
咎
無
き
な
り
。」
と
。「

（
三
）

廁
の
精
、
名
は
倚
底
と
曰
ふ
。

靑
衣
に
し
て
白
杖
を
持
つ
。
其
の
名
も
て
呼
べ
ば
、
害
無
し
。
呼
ば
ず

ん
ば
則
ち
死
す
る
な
り
。」
と
。「

（
四
）

百
年
の
廁
精
、
名
は
旗
得
と
い
ふ
。

狀
は
人
の
如
し
。
人
の
音
を
聞
く
を
惡
む
、
故
に
廁
に
至
り
て
咳
す
る

な
り
。」
と
。「

（
五
）

室
を
築
き
て
三
年
居
ら
ず
、
其
の
精
名
は
忽
と
い
ふ
。

長
七
尺
な
り
。
見
る
者
は
福
有
る
な
り
。
一
に
云
へ
ら
く
、
小
兒
の
長

三
尺
に
し
て
無
髮
あ
り
。
見
れ
ば
則
ち
鼻
を
掩
ふ
。
之
を
見
れ
ば
福
有

る
な
り
。」
と
。「

（
六
）

故
き
戸
の
精
、
名
は
其
と
い
ふ
。
狀
は
人
の
如
し
。

人
を
見
れ
ば
則
ち
伏
す
。
匕
を

と操
り
之
を
呼
べ
ば
、
鼠
を
取
ら
し
む
。」

と
。「

（
七
）

古
き
門
の
精
、
名
は
野
と
曰
ふ
。
狀
は
朱
儒
の
如
し
。
人
を
見

れ
ば
則
ち
拜
す
。
其
の
名
も
て
呼
べ
ば
、
飮
食
に
宜
し
き
な
り
。
又
た
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一
名
は
屯
門
と
い
ふ
。
狀
は

の
如
く
、
手
足
无
し
。
呼
べ
ば
則
ち
去

る
。」
と
。「

（
八
）

古
き
臺
屋
の
精
、
名
は
兩
貴
と
曰
ふ
。
狀
は
赤
狗
の
如
し
。

其
の
名
も
て
呼
べ
ば
、
人
を
し
て
目
明
き
な
ら
し
む
る
な
り
。」
と
。「

（
九
）

古
き

か
わ
や

溷
の
精
、
名
は
卑
と
曰
ふ
。
狀
は
美
女
の
如
く
し
て
鏡
を
持
つ
。

之
を
呼
べ
ば
、
人
を
し
て
愧
を
知
ら
し
む
る
な
り
。」
と
。「

（
一〇
）

古
き

は
い癈

せ

ら
る
丘
墓
の
精
、
名
は
元
と
曰
ふ
。
狀
は
老
い
た
る

え
き
ふ

役
の
ご
と
し
。
靑

衣
に
し
て
杵
を
操
り
、

う
す舂

づ
く
こ
と
を
好
む
。
其
の
名
も
て
之
を
呼
べ

ば
、
人
を
し
て
禾
穀
に
宜
か
ら
し
む
る
な
り
。」
と
。「

（
一一
）

丘
墓
の
精
、
名

は
狼
鬼
と
曰
ふ
。
人
と
鬭
ひ
て

や休
ま
ず
。
桃
弓
・
棘
矢
を

つ
く爲

り
、
羽
つ

け
る
に

と
び鵄

の
羽
を
以
て
し
、
以
て
之
を
射
れ
ば
、
鬼
化
し
て
飃
風
と
爲

る
。
履
を
脱
ぎ
て
之
に
投
ず
れ
ば
、
化
す
る
能
は
ざ
る
な
り
。」
と
。「

（
一二
）

故
き

み道
ち徑

の
精
、
名
は
忌
と
曰
ふ
。
狀
は
野
人
の
如
し
。
行
き
て
歌
ふ
。

之
を
呼
べ
ば
、
人
を
し
て
迷
は
ざ
ら
し
む
る
な
り
。」
と
。「

（
一三
）

故
き

に
わ廷

の

精
、
名
は
跋
と
い
ふ
。
大
夫
の
如
く
、
靑
衣
に
し
て
大
い
な
る
耳
あ
り
。

之
を
呼
べ
ば
、
人
を
し
て
君
將
に
宜
し
か
ら
し
む
。」
と
。

15
④

(

一)

拙
稿
「『
白
澤
圖
』
輯
校
」
第
32
條
、
游
氏
輯
本
第
17
條
。
本
條
は

『
法
苑
珠
林
』
卷
四
五
・
審
察
篇
四
三
・
感
應
緣
、『
太
平
御
覽
』
卷

八
八
六
・
妖
異
部
二
・
精
に
『
白
澤
圖
』
と
し
て
引
か
れ
る
。『
法

苑
珠
林
』
は
「
緩
龍
」
を
「
孫
龍
」
に
、『
太
平
御
覽
』
は
「
徯
龍
」

に
作
る
。

(

二)

拙
稿
「『
白
澤
圖
』
輯
校
」
第
35
條
、
游
氏
輯
本
第
46
條
。
本
條
は

『
法
苑
珠
林
』
卷
四
五
・
審
察
篇
四
三
・
感
應
緣
、『
太
平
御
覽
』
卷

八
八
六
・
妖
異
部
二
・
精
に
『
白
澤
圖
』
と
し
て
引
か
れ
る
。『
法

苑
珠
林
』『
太
平
御
覽
』
は
い
ず
れ
も
「
被
髮
走
」
の
下
に
「
勿
惡

之
」
の
三
字
あ
り
。

(

三)

拙
稿
「『
白
澤
圖
』
輯
校
」
第
4
條
、
游
氏
輯
本
第
34
條
。
本
條

は
『
法
苑
珠
林
』
卷
四
五
・
審
察
篇
四
三
・
感
應
緣
、『
太
平
御

覽
』
卷
八
八
六
・
妖
異
部
二
・
精
に
『
白
澤
圖
』
と
し
て
引
か
れ

る
。
ま
た
『
玉
燭
寶
典
』
卷
一
は
「
厠
神
名
依
衣
」
の
み
を
引
く
。

『
法
苑
珠
林
』
は
精
名
を
「
名
曰
倚
衣
」（「
衣
」
は
下
文
に
掛
か
る

か
）
と
し
、
ま
た
『
太
平
御
覽
』
は
「
名
曰
依
倚
」
に
作
る
。

(

四)

拙
稿
「『
白
澤
圖
』
輯
校
」
第
39
條
、
游
氏
輯
本
第
35
條
。
本
條

は
『
天
地
瑞
祥
志
』
に
の
み
み
え
る
。

(
五)

拙
稿
「『
白
澤
圖
』
輯
校
」
第
〔
8
〕・
9
・
10
條
、
游
氏
輯
本

第
47
・〔
48
〕・
49
條
（〔

　

〕
は
類
型
の
條
）。
本
條
は
『
法
苑
珠

林
』
卷
四
五
・
審
察
篇
四
三
・
感
應
緣
に
『
白
澤
圖
』
と
し
て
引

か
れ
る
。
ま
た
、『
太
平
御
覽
』
卷
八
八
六
・
妖
異
部
二
・
精
に
は

「
一
云
」
以
下
の
み
が
引
か
れ
る
。
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(

六)
拙
稿
「『
白
澤
圖
』
輯
校
」
第
40
條
、
游
氏
輯
本
第
9
條
。
本
條

は
『
天
地
瑞
祥
志
』
に
の
み
み
え
る
。

(

七)

拙
稿
「『
白
澤
圖
』
輯
校
」
第
17
・
31
條
、
游
氏
輯
本
第
13
・
16
條
。

本
條
は
『
法
苑
珠
林
』
卷
四
五
・
審
察
篇
四
三
・
感
應
緣
、『
太

平
御
覽
』
卷
八
八
六
・
妖
異
部
二
・
精
に
『
白
澤
圖
』
と
し
て
引

か
れ
る
。
た
だ
し
『
法
苑
珠
林
』『
太
平
御
覽
』
は
別
條
に
作
る
。

「
一
云
」
以
下
は
『
法
苑
珠
林
』
は
「
故
市
之
精
名
曰
問
其
狀
如

囤
…
…
」（
＊
大
正
藏
本
「
故
市
之
精
名
曰
門
其
狀
如
囷
…
…
」）
に

作
り
、『
太
平
御
覽
』
は
「
故
市
之
精
名
曰
毛
門
其
狀
如
囷
…
…
」

に
作
る
。

(

八)

拙
稿
「『
白
澤
圖
』
輯
校
」
第
26
條
、
游
氏
輯
本
第
18
條
。
本
條

は
『
法
苑
珠
林
』
卷
四
五
・
審
察
篇
四
三
・
感
應
緣
、『
太
平
御
覽
』

卷
八
八
六
・
妖
異
部
二
・
精
に
『
白
澤
圖
』
と
し
て
引
か
れ
る
。

(

九)

拙
稿
「『
白
澤
圖
』
輯
校
」
第
37
條
、
游
氏
輯
本
第
10
條
。
本
條
は

『
法
苑
珠
林
』
卷
四
五
・
審
察
篇
四
三
・
感
應
緣
、『
太
平
御
覽
』
卷

八
八
六
・
妖
異
部
二
・
精
に
『
白
澤
圖
』
と
し
て
引
か
れ
る
。『
法

苑
珠
林
』
は
、「
使
人
知
愧
也
」
を
「
知
愧
則
去
」
に
作
り
、
文
意

が
異
な
る
。

(

一〇)

拙
稿
「『
白
澤
圖
』
輯
校
」
第
19
條
、
游
氏
輯
本
第
8
條
。
本
條
は

『
法
苑
珠
林
』
卷
四
五
・
審
察
篇
四
三
・
感
應
緣
、『
太
平
御
覽
』
卷

八
八
六
・
妖
異
部
二
・
精
に
『
白
澤
圖
』
と
し
て
引
か
れ
る
。『
法

苑
珠
林
』
は
精
名
を
「
無
」
に
作
り
、『
太
平
御
覽
』
は
「
元
」
に

作
る
。

(

一一)

拙
稿
「『
白
澤
圖
』
輯
校
」
第
30
條
、
游
氏
輯
本
第
38
條
。
本
條

は
『
法
苑
珠
林
』
卷
四
五
・
審
察
篇
四
三
・
感
應
緣
、『
太
平
御
覽
』

卷
八
八
六
・
妖
異
部
二
・
精
に
『
白
澤
圖
』
と
し
て
引
か
れ
る
。

(

一二)

拙
稿
「『
白
澤
圖
』
輯
校
」
第
20
條
、
游
氏
輯
本
第
7
條
。
本
條

は
『
法
苑
珠
林
』
卷
四
五
・
審
察
篇
四
三
・
感
應
緣
、『
太
平
御
覽
』

卷
八
八
六
・
妖
異
部
二
・
精
に
『
白
澤
圖
』
と
し
て
引
か
れ
る
。

(

一三)

拙
稿
「『
白
澤
圖
』
輯
校
」
第
41
條
、
游
氏
輯
本
第
19
條
。
本
條

は
『
天
地
瑞
祥
志
』
に
の
み
み
え
る
。

　

16
①故

車
之
精
名
曼
堅
状
如

車
見
傷
人
目
其
名
呼
之
不
傷
人
目
其
名
呼

之
不
傷
人
目
也
故

三
年
其
精
名
哀
形
状
如
人
黒
頭
有
角
犬
耳
无
手
一

足
呼
名
之
不
傷
人
千
歳
之
道
生
趺
状
如
野
女
而
黒
色
以
呼
之
則
去
道
之

精
名
作
池
状
如
大
夫
差
眩
人
呼
之
則
去
衢
之
精
名
翹
状
如

﹇
一
﹈

子
呼

之
則
去
平
街
北
里
精
名
剽
状
如
人
一
尺
髪
至
地
呼
之
則
去
故
街
精
名
狄

状
如
嬰
児
見
人
展
其
一
足
而
抱
䀪
呼
之
則
去
不
成
澗
之
精
名
公
耳
如
菟

登
人
屋
上
逢
皷
視
之
見
則
可
得

　

故
軍
精
名
疑
﹇
二
﹈
父
如
狗
長
尾
呼
之
則
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去
故
道
故
市
之
所
聚
□
精
名
兢
状
如
伇
夫
呼
之
則
去
使
不
或
三
軍
所
戦

精
名
賔
兩
状
如
人
頭
赤
耳
呼
之
則
去

　

故
川
石
精
名
慶
忌
状
如
人
長
四

寸
□
衣
黄
衣
冠
黄
蓋
乗
小
馬
如
疾
馳
以
其
名
呼
之
可
使
千
里
一
日
往
反

也
在
旱
故
山
精
名
揮
轉
状
如
皷
呼
之
取
禽
獣

　

故
墉
之
精
名

状
如
鼠

赤
市
之
精
名
祛
状
如
狄
白
耳
呼
之
使
人
冝
賈
市
故
竈
之
精
名
隗
状
如
美

女
好
迯
人
食
呼
之
必
有
與
人
日
中
天
地
之
精
氣
其
状
如
竈
赤
色
差
以
酒

灌
之
則
可
得
〻
而
食
之
使
人
神
也

﹇
一
﹈
原
字
は
「

」
に
作
る
が
、「
孺
」
の
異
体
字
「

」
が
や
や
壊

れ
た
形
か
。

﹇
二
﹈
原
字
は
「

」
に
作
る
。「
疑
」
の
異
体
字
。

16
②

「
故
車
之
精
、
名
曼
堅
。
狀
如

□轀
車
。
見
、
傷
人
目
。
其
名
呼
之
、
不

傷
人
目
。（

□其
□名
□呼
□之
□不
□傷
□人
□目
□也

）」「
故

三
年
、
其
精
名
哀
形
。
狀

如
人
、
黑
頭
有
角
犬
耳
、
無
手
一
足
。
呼
名
（

●之
）
不
傷
人
。」「
千
歳

之
道
生
趺
。
狀
如
野
女
而
黑
色
。
以
呼
之
則
去
。」「
道
之
精
、
名
作
池
。

狀
如
大
夫
、

□善
眩
人
。
呼
之
則
去
。」「
衢
之
精
、
名
翹
。
狀
如
孺
子
。
呼

之
則
去
。」「
平
街
北
里
精
、
名
剽
。
狀
如
人
、
一
尺
、
髮
至
地
。
呼
之
則

去
。」「
故
街
精
、
名
狄
。
狀
如
嬰
兒
。
見
人
展
其
一
足
而
抱
䀪
。
呼
之

則
去
。」「
不
成
澗
之
精
、
名
公
耳
。
如
菟
。
登
人
屋
上
逢
皷
視
之
。
見

則
可
得
。」「
故
軍
精
、
名
疑
父
。
如
狗
、
長
尾
。
呼
之
則
去
。」「
故
道
故

市
之
所
聚
□
精
、
名
兢
。
狀
如
役
夫
。
呼
之
則
去
、
使
不
或
。」「
三
軍
所

戰
精
、
名
賓
兩
。
狀
如
人
頭
、
赤
耳
。
呼
之
則
去
。」「
故
川
石
精
、
名
慶

忌
。
狀
如
人
、
長
四
寸
□
。
衣
黃
衣
、
冠
黃

□冠
、

□戴
□黃

蓋
、
乘
小
馬
如
疾

馳
。
以
其
名
呼
之
、
可
使
千
里
一
日
往
反
也
。」「
在
旱
故
山
精
、
名
揮

轉
。
狀
如
皷
。
呼
之
取
禽
獸
。」「
故
墉
之
精
、
名

。
狀
如
鼠
赤
。」「
市

之
精
、
名
祛
。
狀
如
狄
白
耳
。
呼
之
、
使
人
冝
賈
市
。」「
故
竈
之
精
、
名

隗
。
狀
如
美
女
。
好
逃
人
食
。
呼
之
必
有
與
人
。」「
日
中
天
地
之
精
氣
、

其
狀
如
竈
赤
色
。

●若
以
酒
灌
之
、
則
可
得
。
得
而
食
之
、
使
人
神
也
。」

16
③

「
（
一
）

故
き
車
の
精
、
名
は
曼
堅
と
い
ふ
。
狀
は

お
ん轀
し
ゃ車

の
如
し
。

あ
ら
わ

見
る
れ

ば
、
人
の
目
を
傷
な
ふ
。
其
の
名
も
て
之
を
呼
べ
ば
、
人
の
目
を
傷
な

は
ず
。」
と
。「

（
二
）

故
き

三
年
に
し
て
、
其
の
精
あ
り
、
名
は
哀
形
と
い

ふ
。
狀
は
人
の
如
く
、
黑
頭
に
し
て
角
・
犬
の
耳
有
り
、
手
無
く
一
足
な

り
。
名
を
呼
べ
ば
人
を
傷
な
は
ず
。」
と
。「

（
三
）

千
歳
の
道
趺
を
生
ず
。
狀

は
野
女
の
如
く
し
て
黑
色
な
り
。
以
て
之
を
呼
べ
ば
則
ち
去
る
。」
と
。

「
（
四
）

道
の
精
、
名
は
作
池
と
い
ふ
。
狀
は
大
夫
の
如
く
、
善
く
人
を

ま
ど眩

は

す
。
之
を
呼
べ
ば
則
ち
去
る
。」
と
「

（
五
）み
ち衢

の
精
、
名
は
翹
と
い
ふ
。
狀
は

孺
子
の
如
し
。
之
を
呼
べ
ば
則
ち
去
る
。」
と
。「

（
六
）

平
街
北
里
の
精
、
名

は
剽
と
い
ふ
。
狀
は
人
の
如
く
、
一
尺
に
し
て
、
髮
は
地
に
至
る
。
之

を
呼
べ
ば
則
ち
去
る
。」
と
。「

（
七
）

故
き
街
の
精
、
名
は
狄
と
い
ふ
。
狀
は
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嬰
兒
の
如
し
。
人
を
見
れ
ば
其
の
一
足
を

の展
べ
て
抱
へ

と䀪
ぶ
。
之
を
呼

べ
ば
則
ち
去
る
。」
と
。「

（
八
）た
に澗

を
成
さ
ざ
る
の
精
、
名
は
公
耳
と
い
ふ
。

菟
の
如
し
。
人
屋
の
上
に
登
り
て
皷
に
逢
へ
ば
之
を
視
る
。
見
る
れ
ば

則
ち
得
べ
し
。」
と
。「

（
九
）

故
き
軍
の
精
、
名
は
疑
父
と
い
ふ
。
狗
の
如
く

し
て
、
長
き
尾
あ
り
。
之
を
呼
べ
ば
則
ち
去
る
。」
と
。「

（
一〇
）

故
き
道
・
故

き
市
の
聚
□
す
る
所
の
精
、
名
は
兢
と
い
ふ
。
狀
は
役
夫
の
如
し
。
之

を
呼
べ
ば
則
ち
去
り
、

ま
ど或

は
ざ
ら
し
む
。」
と
。「

（
一一
）

三
軍
の
戰
ふ
所
の
精
、

名
は
賓
兩
と
い
ふ
。
狀
は
人
の
頭
の
如
く
、
赤
き
耳
あ
り
。
之
を
呼
べ

ば
則
ち
去
る
。」
と
。「

（
一二
）

故
き
川
石
の
精
、
名
は
慶
忌
と
い
ふ
。
狀
は
人

の
如
く
し
て
、
長
四
寸
□
な
り
。
黃
衣
を

き衣
、
黃
冠
を

か
ぶ冠

り
、
黃
蓋
を
戴

き
、
小
さ
き
馬
に
乘
り
て
疾
馳
す
る
が
如
し
。
其
の
名
を
以
て
之
を
呼

べ
ば
、
千
里
一
日
に
し
て
往
反
せ
し
む
べ
き
な
り
。」
と
。「

（
一三
）

旱
に
在
る

故
き
山
の
精
、
名
は
揮
轉
と
い
ふ
。
狀
は
皷
の
如
し
。
之
を
呼
べ
ば
禽

獸
を
取
ら
し
む
。」
と
。「

（
一四
）

故
き

か
き
ね

墉
の
精
、
名
は

と
い
ふ
。
狀
は
鼠
の

赤
き
が
如
し
。」
と
。「

（
一五
）

市
の
精
、
名
は
祛
と
い
ふ
。
狀
は
狄
の
如
く
し

て
白
き
耳
あ
り
。
之
を
呼
べ
ば
、
人
を
し
て
賈
市
に
冝
し
か
ら
し
む
。」

と
。「

（
一六
）

故
き
竈
の
精
、
名
は
隗
と
い
ふ
。
狀
は
美
女
の
如
し
。
好
く
人

の
食
よ
り
逃
る
。
之
を
呼
べ
ば
必
ず
人
に
與
ふ
る
こ
と
有
り
。」
と
。「

（
一七
）

日
中
天
地
の
精
氣
、
其
の
狀
竈
の
如
く
し
て
赤
色
。
若
し
酒
を
以
て
之

に
灌
げ
ば
、
則
ち
得
べ
し
。
得
て
之
を
食
へ
ば
、
人
を
し
て
神
な
ら
し

む
る
な
り
。」
と
。

16
④

(

一)

拙
稿
「『
白
澤
圖
』
輯
校
」
第
21
條
、
游
氏
輯
本
第
1
條
。
本
條
は

『
法
苑
珠
林
』
卷
四
五
・
審
察
篇
四
三
・
感
應
緣
、『
太
平
御
覽
』
卷

八
八
六
・
妖
異
部
二
・
精
に
『
白
澤
圖
』
と
し
て
引
か
れ
る
。『
法

苑
珠
林
』『
太
平
御
覽
』
は
精
名
を
「
寧
野
」
に
作
る
。

(

二)

拙
稿
「『
白
澤
圖
』
輯
校
」
第
42
條
、
游
氏
輯
本
第
15
條
。
本
條

は
『
天
地
瑞
祥
志
』
に
の
み
み
え
る
。「

」
は
不
詳
。

(

三)

拙
稿
「『
白
澤
圖
』
輯
校
」
第
43
條
、
游
氏
輯
本
第
50
條
。
本
條

は
『
天
地
瑞
祥
志
』
に
の
み
み
え
る
。

(

四)

拙
稿
「『
白
澤
圖
』
輯
校
」
第
22
條
、
游
氏
輯
本
第
37
條
。
本
條
は

『
法
苑
珠
林
』
卷
四
五
・
審
察
篇
四
三
・
感
應
緣
、『
太
平
御
覽
』
卷

八
八
六
・
妖
異
部
二
・
精
に
『
白
澤
圖
』
と
し
て
引
か
れ
る
。『
法

苑
珠
林
』
は
精
名
を
「
作
器
」
に
作
る
。

(
五)

拙
稿
「『
白
澤
圖
』
輯
校
」
第
44
條
、
游
氏
輯
本
第
39
條
。
本
條

は
『
天
地
瑞
祥
志
』
に
の
み
み
え
る
。

(

六)
拙
稿
「『
白
澤
圖
』
輯
校
」
第
45
條
、
游
氏
輯
本
第
41
條
。
本
條

は
『
天
地
瑞
祥
志
』
に
の
み
み
え
る
。
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(

七)
拙
稿
「『
白
澤
圖
』
輯
校
」
第
46
條
、
游
氏
輯
本
第
11
條
。
本
條

は
『
天
地
瑞
祥
志
』
に
の
み
み
え
る
。

(

八)

拙
稿
「『
白
澤
圖
』
輯
校
」
第
47
條
、
游
氏
輯
本
第
33
條
。
本
條

は
『
天
地
瑞
祥
志
』
に
の
み
み
え
る
。

(

九)

拙
稿
「『
白
澤
圖
』
輯
校
」
第
48
條
、
游
氏
輯
本
第
5
條
。
本
條

は
『
天
地
瑞
祥
志
』
に
の
み
み
え
る
。

(

一〇)

拙
稿
「『
白
澤
圖
』
輯
校
」
第
49
條
、
游
氏
輯
本
第
6
條
。
本
條

は
『
天
地
瑞
祥
志
』
に
の
み
み
え
る
。

(

一一)

拙
稿
「『
白
澤
圖
』
輯
校
」
第
28
條
、
游
氏
輯
本
第
42
條
。
本
條
は

『
法
苑
珠
林
』
卷
四
五
・
審
察
篇
四
三
・
感
應
緣
、『
太
平
御
覽
』
卷

八
八
六
・
妖
異
部
二
・
精
に
『
白
澤
圖
』
と
し
て
引
か
れ
る
。『
法

苑
珠
林
』『
太
平
御
覽
』
は
精
名
を
「
賓
滿
」、「
赤
耳
」
を
「
赤
目
」

に
作
り
、
ま
た
そ
の
下
に
「
見
人
則
轉
」
の
四
字
あ
り
。

(

一二)

拙
稿
「『
白
澤
圖
』
輯
校
」
第
29
條
、
游
氏
輯
本
第
4
條
。
本
條
は

『
法
苑
珠
林
』
卷
四
五
・
審
察
篇
四
三
・
感
應
緣
、『
太
平
御
覽
』
卷

八
八
六
・
妖
異
部
二
・
精
に
『
白
澤
圖
』
と
し
て
引
か
れ
る
。『
法

苑
珠
林
』『
太
平
御
覽
』
は
冒
頭
を
「
故
水
石
者
精
名
慶
忌
」「
故

水
精
忌
」
に
そ
れ
ぞ
れ
作
る
。
ま
た
前
出
の
14
④
（
三
）
の
内
容

と
も
通
じ
る
。
た
だ
し
、
姿
に
關
す
る
記
述
な
ど
は
『
管
子
』
水

地
篇
に
「
慶
忌
者
、
其
狀
若
人
、
其
長
四
寸
、
衣
黃
衣
、
冠
黃
冠
、

戴
黃
葢
、
乘
小
馬
、
好
疾
馳
。
以
其
名
呼
之
、
可
使
千
里
外
一
日

反
報
。
此
涸
澤
之
精
也
。」
と
あ
る
の
に
近
い
。

(

一三)

拙
稿
「『
白
澤
圖
』
輯
校
」
第
50
條
、
游
氏
輯
本
第
23
條
。
本
條

は
『
天
地
瑞
祥
志
』
に
の
み
み
え
る
。

(

一四)

拙
稿
「『
白
澤
圖
』
輯
校
」
第
51
條
、
游
氏
輯
本
第
20
條
。
本
條

は
『
天
地
瑞
祥
志
』
に
の
み
み
え
る
。

(

一五)

拙
稿
「『
白
澤
圖
』
輯
校
」
第
52
條
、
游
氏
輯
本
第
36
條
。
本
條

は
『
天
地
瑞
祥
志
』
に
の
み
み
え
る
。

(

一六)

拙
稿
「『
白
澤
圖
』
輯
校
」
第
53
條
、
游
氏
輯
本
第
21
條
。
本
條

は
『
天
地
瑞
祥
志
』
に
の
み
み
え
る
。

(

一七)

拙
稿
「『
白
澤
圖
』
輯
校
」
第
54
條
、
游
氏
輯
本
第
21
條
。
本
條

は
『
天
地
瑞
祥
志
』
に
の
み
み
え
る
。
な
お
游
氏
は
（
一
六
）
と

（
一
七
）
を
一
條
と
み
な
す
が
、
本
稿
で
は
、
別
條
と
み
な
し
て
お

き
た
い
。
游
氏
は
「
差
」
を
理
校
に
よ
り
「
若
」
に
改
め
る
。
い

ま
こ
れ
に
從
う
。

　

〔
附
記
〕
本
稿
佐
野
担
当
部
分
は
、
公
益
財
団
法
人
豊
秋
奨
学
会
研
究
助

成
金
の
、
佐
々
木
担
当
部
分
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
（
特
別
研
究
員

奨
励
費
）
課
題
番
号1581002900

に
関
連
す
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

– 175 –


